

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「今日も夜勤明けって顔してますねぇ～。コンビニ店員のわたしが言うのもあれだけど、サラダチキン以外もたまには食べてくださいよっ？」

　この元気な声が鬱憤を吹き飛ばし、荒すさんだ心の隙間を埋めてくれる。

　ありふれた客の自分と、ありふれたコンビニ店員の少女。

　言葉を交わすようになったきっかけは他た愛あいもない。

　出勤途中や仕事の帰り。サラダチキンと野菜生活を買い続けていたら毎回のようにレジで会計してくれるバイトの少女に、

「サラダチキンさん、いつもお疲れ様ですねっ♪」

　……と、だしぬけに労ねぎらわれた日があった。

　同じものを買い続ける常連客は店員に覚えられやすい、とはよく聞くが、どうやら俺も顔を覚えられてしまったらしい。

「誰がサラダチキンさん？」

「あなた♪　サラダチキンと野菜生活ばっかり買ってますよねーっ！」

　人懐っこい笑顔が印象的な子だと思った。

「あっ、サラダチキンおじさーん！　お疲れさまでーす」

　それから一週間、二週間……ほぼ毎日会うたびに馴なれ馴なれしさに拍車がかかる。

「おじさんじゃないって。今年で二十五歳だからな」

「意外と若いっ！　毎日しみったれた顔してるから老けて見えてたんですかねー」

「そういうお前は？　フリーターとか？」

「ぶっぶーっ！　現役の高校三年生でーす」

　不正解のＳＥを口で鳴らすバイトは女子高生だった。

「からからに渇いたおじさんにとっては、わたしみたいな優しい女子高生と合法的にお話しできる時間が必要ですよねー。生き返る～～みたいな？」

「仕事先のパートさんと喋しやべってたほうが遥はるかに癒いやされるな」

「はあ～～～～～？　パートのおばちゃんには負けてられないなーっ！　コンビニＪＫの癒しを舐なめんなってねぇーっ」

「へらへらしてないで早くレジ通せよ」

「はーい、サラダチキンさんだけ特別料金の十億万円！」

「はいはい、千円。釣りはよこせ」

「ノリわるーい。それにまだレジ通してませーん」

　口は達者だけど手は動かない生意気なバイトに呆あきれつつも、悪い気はしない。

　ビニール袋やストローも不要、支払いは現金。もはやこの女子高生からはいちいち聞かれないし、俺も言う必要がなくなった。

　最初は一言二言だった会話が数秒になり、他の客がいなければ一分以上の雑談をする機会も増えてきた。

「あー、今日は眠そうでシャキっとしてないなー？　寝ぐせも直しましょうねー」

「寝ぐせなんてねーよ」

「ありますー、ほらぁ！　じっとしててくださいってばー」

　レジカウンター越しに俺の頭部へ手を伸ばし、寝ぐせが生えた髪の毛を撫なでてくる女子高生はまるで妹弟きようだいを世話するような包容力。

　ふいにタメ口を交ぜられると無性に距離が縮まった気がして、少しだけ高揚した。

「今は工場勤務だから寝ぐせなんてどうでもいい」

「あまーい！　そんな油断しまくり社畜さんは今どき女子にモテないぞー？」

「こう見えても彼女がいるからモテなくても別に困らないね」

「はいウソー、見み栄えっ張ぱりですかー？」
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「いやマジだって」

「サラダチキンさんのくせに生意気！　彼女さんに愛想を尽かされてしまえーっ！」

「毎日のように電話したりメッセージ送りあってる。ごめんな」

「彼女さんも物好きですねえ。こんなサラダチキンのどこがいいんだか～？」

「大手企業の社員、顔がカッコいい、優しさがある。すごいだろ？」

「すごーいっ！　わたしが抱いてる印象と綺き麗れいに真逆ですよーっ！」

「ざっけんな」

　アホみたいな掛け合いがいつの間にか心地良くなり、『サラダチキンと野菜生活を買うついで』だった女子高生との雑談が『雑談の口実に買い物をする』に逆転していたのだ。

「サラダチキンさん、今日もいってらっしゃい！」

　レジ前から立ち去る際、女子高生がくれる「いってらっしゃい」の言葉。

　これから出勤という憂鬱すぎる心境を綺麗に浄化し、鉛のように重かった足を軽やかにしてくれていた。

「サラダチキンって呼びかた、そろそろやめない？」

「えー？　だったら名前を教えてくださいよー」

「大おお野の」

「ふーん、大野さんですかぁ。あなたの人生のように平凡な名前ですねー」

「うっさ。黙れ」

　常連客の辛口な社会人と人懐っこいバイト女子高生。

　それが俺たちの関係。

「わたしは猫ねこ平ひら桃もも子こっていいます！　めっちゃ可愛かわいらしい名前でしょー？」

「聞いてないのに自己紹介するな」

「これからはモモって呼んでくれても良いですからねぇ？」

「わかったわかった。『ノラ子』って呼ぼう」

「はあ～？　ノラ要素が一切ないんですけど!?」

「いつも見かけるしニャーニャーと騒がしいから。野良猫っぽいじゃん、お前」

「その呼びかたは可愛くないのでやめてくださいよーっ！　モモーっ！」

「お前なんてノラ子で十分だろ」

「あーあ、このままレジしないで大野さんを遅刻させてやろっ」

「悪かったよ、モモちゃん」

「なんかバカにされてる気がするんですが～～っ！」

「わがままだな。しかも手ぇー止まってるぞ」

「もう働いてなんかいられませんね。職務放棄しまーす」

「バイトだろ。働けよ」

「変なあだ名をつけてくるクソ客に返すお釣りはないですよぉ」

「は？　野良猫どころか泥棒猫じゃん」

　駄だ弁べりながらレジを打つノラ子が会計を済ませ、俺の手に釣り銭とレシートを置いた。

「いってらっしゃい、大野さん！」

　こいつから無邪気に微笑ほほえまれると……心なしか疲労が和らぐ。

　ただ金を稼いで寝るだけの鬱屈した日常の中では貴重な癒し。ただの気休め。

　それ以上でもそれ以下でもない。

　早朝と夜のコンビニでしか会わず、それ以上に進むはずもない。




　このときの俺は、そう──思っていた。
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　大卒で入社した大手菓子メーカー、ショコラ製菓。

　初年度に東京の営業部へ配属されたものの、三年目の今現在はスーツを着る機会を唐突に奪われた。

「うるさい職場だな……」

　失礼な独り言を呟つぶやいても機械の音に掻かき消される。

　機械的なトラブルが発生した途端に警報ブザーが鳴り響き、剥むき出しのチョコ菓子が流れていたラインが同時に止まった。

　生産オペレーターがトラブルの原因を取り除き、スタートボタンを押すと再びラインが流れ始める。

　だだっ広い空間に敷き詰められた包装専用の精密機械、それを操作する従業員たち。

　ショコラ製菓・埼玉工場……それが今年度からの職場だった。




　四月という新年度の始まりなのに清すが々すがしさなど微み塵じんもなく、オフホワイトの作業着を着た俺は一ヵ月間の現場実習を修了。

「失礼します。本日分の実習レポートを提出しにきました」

　管理職へ報告するために会議室へ入室する。

　業務用の書類が綴とじられたファイルや備品が点在し、社内の伝達事項が書かれた紙がベタベタと壁に貼ってある……会議室というよりはバックヤードだ。

　自分と同じ作業着に身を包む人物が一人、パソコンと睨にらめっこしている。

　俺の声に気づいたその人物は、オフィスチェアをくるりと反転させながら振り向いた。

「大おお野のくん、お疲れ様」

「はじめまして」

「はじめまして、じゃないでしょ。先週、工場の座学研修を私が担当したじゃない」

「ああ、とはいえほんの一週間程度の付き合いですよね。ネットで髪が隠れてるうえにマスク姿なので、ぱっと見だと凛りん藤どう主査だってわからないですよ」

「声でわかりなさい」

「そんな無む茶ちやな」

「はあ、やっぱり生意気。だから工場へ島流しにされたのかしら」

「痛いところを突いてくれるじゃないですか」

「素敵。いちおう自覚はあるのね」

　凛藤主査は呆れたように息を吐つく。

　工場に配属された社員に必要な教育をする研修期間があり、その際に教育係として一週間の座学を施してくれたのがこの人だった。

「作業着の左胸に名前が刺し繍しゆうされているから、従業員の名前を覚えるまでは見なさい」

「了解しました」

　素直に従う俺は凛藤主査の胸元を凝視する。

　食品工場なので全従業員は帽子付きのヘアーネットで頭部を覆い、それに加えて凛藤主査はマスクをしているため目元しか出ていない。

　わかっているのは凛藤主査が女性で係長クラスの立場だということ。

「大野くん」

「なんですか？」

「セクハラ」

「胸元を見ろって言ったのは凛藤主査ですよ」

「じっと見る必要はないでしょ。三秒以上見たらセクハラで訴えるから」

　無駄に澄ました態度が面倒な上司だ。

　綺麗なのは瞳だけだな、たぶん。

「面倒で生意気だわ、まったく」

　露骨に疲労感を醸す向こうも似たような心境らしい。

　生意気な新人から実習レポートを受け取った凛藤主査。

　管理職として確認のハンコを押すため、それをパラパラと捲めくり始めた。

「……それで、生産ラインの現場にはもう慣れた？」

「一ヵ月も生産オペレーターの実習をやれば嫌でも慣れますよ。パートさんが休んだときの代役くらいなら問題ないですね」

「その控えめな自信と実習レポートの記述が合ってないように見えるけど？」

　レポートを読み終えた凛藤主査は問いかけに含みを持たせる。

「スクレーパーの接触不良によるコンベヤの摩耗、オーブンの火力調整ミスによるチョコ剥はげ、箱詰め機の不調によるホットメルトのはみ出し不良……この一ヵ月で起きた様々なトラブルにすぐ気づいて冷静に対処したばかりか、今後に向けた改善策の案をレポートにまとめるなんて立派じゃないの」

「新参者が生意気なことをしてすみません」

「まあ、可愛げの欠片かけらもないから普通の上司には嫌われるでしょうね。他のシフトマネージャーは貴方あなたを部下にするのは乗り気じゃないみたいだし」

「出る杭くいは打たれるってやつですか。困りますね」

「もっと困ったような顔をしなさい。そういうところが可愛くないの」

　出向前の営業部でも似たような扱いで煙たがられたな。

「でも、安心しなさい。優しい私が生意気な貴方を引き取ってあげる」

「自分で言うのもあれですけど趣味悪いですよ」

「うるさい。つべこべ言わずに黙ってありがたがりなさい」

　工場でもウザがられるかと思ったが、この人なりの思惑がありそうだ。

　主にチョコ菓子を扱うここ生産二課には三つのチームがあり、そのうちの一つである凛藤班に俺は組み込まれたらしい。

「とにかく、今日から正式に大野くんは直属の部下ね。明日からはシフトマネージャー補佐……つまり私の補佐役として動いてもらうから、そのつもりで」

　いきなり責任が重そうな役割を告げられ、やや困惑する。

「他にも社員はいますよね。製造業の経験が浅い自分が担える役割じゃないのでは？」

「余っている人材はいないの。若い社員は三年以内に過半数が辞めちゃうし、三十歳を過ぎて帽子に一本線も入ってない平社員が今さら育つわけもないから」

「若い社員がすぐ辞める理由が気になるんですけど」

「単純よ。仕事内容がつまらない、残業が多い、三交代がつらい……そんな理由ね」

　予想通りというか、若者にありがちな退職理由だと思った。

「私は元本社の人間なの。大野くんの営業成績は元同僚を通じて耳には入ってるし、一から鍛えればそれなりに育つかも……と僅かに思っただけ」

「なぜ工場に出向させられたか理解できないほど有能でしたからね」

「その謙虚さの欠片もない態度のせいでお偉いさんにでも嫌われたんでしょう」

「もしかして凛藤主査と同じですか？」

「心外。貴方と一緒にしないで」

　凛藤主査は声音を崩さず、おもむろに立ち上がる。

「……東京に戻りたい？」

　やや声を低くした凛藤主査は、試すように問いかけてきた。

「私が気に入るような人材なら今後悪いようにはしないわ。せいぜい有能ぶりを発揮して私たちに多少なりともラクさせてちょうだい」

　東京の営業部とは何もかもが違う職場環境。

　俺の出向生活は憂鬱から始まった。




「大野さん、工場での勤務もそろそろ慣れたっすか？」

　夜勤明けのロッカールーム。

　ＩＣカードで退勤を記録し、袖にチョコが染みついた白い作業着から私服へ着替えていた俺に対し、同じように着替え中の若い男が話しかけてきた。

「そうですね。はじめは大変でしたけど徐々に慣れてきた感じです」

「まあ、最初は大変っすよねー。一週間ごとに勤務時間が変わるのもきついし、僕も新卒のころはめっちゃ辛つらかったですもん」

「野の上がみさん……は高卒入社でしたよね」

「大野さーん！　僕のほうが年下なんで呼び捨てのタメ口でいいっすよ！」

「それじゃあ、野上くん」

「野上、でいいっす！　こう見えても浦うら学がくの野球部だったんで体力とか忍耐力には自信があるんすよねー」

　この馴なれ馴なれしい坊主頭は野上。高校時代は強豪野球部にいたらしくて体格も大きく、俺とは正反対の生きかたをしてきたのが想像に容易たやすい。

「これから飯でもいきませんかー？　ねえ、行きましょうよー」

「明日も休日出勤だろ……勘弁してくれ……」

　転勤になると職場の人間関係もリセットになるうえ、一切の興味もない業務内容では疲労の蓄積が数倍にも膨れ上がる。

　営業部時代は人脈を広げるために食事の誘いは断らなかったけど、コネの欠片もない工場の同僚と食事にいく利点はない。あと、仕事以外で同僚に会うのが単純に怠だるい。

「あ、わかった。大野さん……これから彼女と遊ぶんでしょー？」

　無駄に会話を引き延ばそうとしてくる。

　どこにでもいるよね。仕事が終わったのになかなか帰ろうとしないやつ。

「遊ばないって。お互いに仕事の時間が不規則だから予定も合わせづらいんだよ」

「あー、わかります！　工場では一週間ごとに早番、遅番、夜勤と勤務時間がローテーションしますもんね。営業部ではこういう三交代の経験なんてないんすか？」

「ない。残業はあったけど基本的に出勤時間は固定されていた」

「そっちのほうがラクっすよ。三交代なんて続けてたら絶対に寿命が縮まりますもん！」

「確かに三交代はきついな。毎週毎週、就寝時間が変わるのは精神的にくる」

「僕も最初はそうでしたが、三交代手当だけが救いっすね。夜勤手当と合わせれば年収は結構良いほうですけど、残業や休日出勤で金を使う余裕がありません！」

　へらへらと笑う野上はすでに環境にも慣れ、工場メンタルに染まり切っている。

　俺もいずれは慣れるのだろうか。

　これが〝普通〟だと割り切れるようになってしまうのだろうか。

「……お疲れさまでした」

　そのうち他の社員も続々と退勤し、ロッカーの人口密度が増す。着替えを済ませた俺は窮屈さを嫌うようにさっさと場を離れ、申し訳程度の小さな声で退勤の挨拶をした。
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　土曜の休日夜勤を終え、日曜の朝九時過ぎに社員寮へ帰宅した。

　自分の部屋へ入った直後に空腹と眠気が格闘し始めたが、ここで寝てしまうと週一の貴重な休日が睡眠で潰れてしまう。

　三交代なので明日からは早番。夜型だった生活リズムを昼型に戻すためにも睡眠時間を調整しなきゃいけない。

「はあ……ようやく一週間が終わった……」

　ソファに座った瞬間、倦けん怠たい感かんを含んだ溜ため息いき。一週間ごとに変わる就寝時間が地味にきつく、疲労やストレスがじわじわと蓄積されてくる。

　つまらない一ヵ月だった。

　出世コースから外れ、ただただ同じ製品を大量生産する日々への鬱憤を心の中で延々と嘆き続ける。

　とりあえず朝飯を食べよう……と思い立ったものの、寮の食堂で提供される朝食は朝九時まで。残業が長引くと間に合わないことが多々ある。

「だっる……」

　学生時代のように自炊しようにも冷蔵庫は空に等しく、スーパーやコンビニに行く気力すら残っていない。ソファに沈んだ尻が持ち上がらない。

　社会人三年目でようやく気づいたよ。

　多忙や疲労感で余裕を失うと、金よりも時間のほうが大切になるって。

　料理や洗い物さえ時間の無駄遣いに感じ、野菜ジュースやコンビニ弁当の容器でゴミ袋が溢あふれるようになったのも頷うなずける。

　テーブルの上には料理デリバリーのチラシ。

　郵便受けに投とう函かんされていたものを興味本位で持ち帰っていたのだが、初回二千円ＯＦＦのクーポンコードにつられ、不慣れながらもスマホで注文してみた。

　意外と簡単に頼めるんだな……。

　待ち時間の睡魔を紛らわすため、なんとなくテレビをつけてみる。

「うお……!?」

　驚きのあまり声が裏返った！　情報バラエティ番組の画面にいきなり映った女の子の顔が、あまりにも見知りすぎていたから。

「彼方かなた……」

　思わず名前が零こぼれる。

　スタジオにゲストが入ってきた途端、紹介のためにライブ映像が流れ始めたのだが……ゲストの女の子はセンターで軽快に踊り、ライブ会場で数万ものファンに包囲されながらも大人びた妖艶な笑顔のまま堂々と歌っていた。

『本日のゲストは国民的アイドル〝Rea[image: ほし]lize19リアライズナインテイーン〟の二代目センターを務める小こ犬いぬ沢ざわ彼方さんでーす！』

　ＭＣの芸人に改めて紹介されると、観覧の一般客からも黄色い声が飛ぶ。

　グループの衣装を着た『小犬沢彼方』は高身長であり、黄金比の顔とロングな黒髪のバランスも完璧。新雪のような肌も美麗に際立つ。

　画面越しでも表情の一つ一つが他者の視線を惹ひきつけて止やまない。

『カナタンは高校生のころから活躍してる印象があるけど、まだ二十四歳なんやねぇ』

『……えっ、そんなに老けてますか？』

『いやいや、それだけ大人っぽくなったってことよ！　この間までやってたドラマでも主人公の恋敵役を熱演してねぇ～、あれがＳＮＳで話題になったでしょ!?　僕もドラマを一気見したんですけど、すっかりハマっちゃってさぁ！』

『……ふふっ、ありがとうございます。こんなに多くの反響をいただけるとは思わなかったので……ドラマの制作に携わってくれた皆さんのおかげです』

　控えめに笑う仕草も可愛かわいらしく映える。

　やけにカメラ目線も多いので、テレビの前のファンはドキッとしてしまうだろうな。

『さすがは東とう慶けい大卒アイドル！　コメントまで優等生やねぇ～っ！』

『……それは関係ないですね。ワタシは東慶大をギリギリ卒業できた身なので、クイズ番組のインテリ枠に入れられると肩身が狭いです』

『それはしゃーない！　アイドルとか役者の仕事が忙しすぎたんちゃうの？』

『……いいえ、飼ってる犬が可愛すぎて大学に行けなかったんですよ。家でお留守番をさせるのが心配なんです』

　公開されたのは飼い犬と一緒に写る自撮り。
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　あざといが……その小型犬より小犬沢彼方のほうが遥はるかに愛らしいぞ。

　カナタンという愛称で呼ばれた小犬沢彼方は清せい楚そな喋しやべりかたをしつつ、聡そう明めいな印象とのギャップや自虐も交えることで身近な親しみやすさも感じさせた。

　個人的に番組自体は突出した魅力に欠けると思う。

　彼女が生まれ持つ目力や澄んだ声音、僅かに変化する可か憐れんな表情。それらが視聴者を優しく抱擁し、チャンネルを変えさせてくれないのだ。

　いつの間にかテレビに……いや、小犬沢彼方の挙動に見入っていたが、

　ピーンポーン！

　やかましい電子音が鳴り、ドアホンのランプが赤く点灯した。どうやら来客が社員寮の玄関に来たらしく、俺の部屋番号宛てにインターホンを鳴らしたのだろう。

『──こんちはー、デリバリーイーツでーす。開けてくださーい』

　うっかり忘れかけていた。頼んでいた料理が到着したらしい。

　古い型のドアホンなので液晶画面はないものの、配達員の声は若い女性……というか、この怠そうな声音はどこかで聞いた覚えのあるような……？

　オートロックを解除し、数十秒後。

「こんちゃーす！　注文の品をお届けに参りました～っ！」

　うるさいうえに礼儀知らずのバカっぽい声！

　内廊下に響き渡る声量と共にドアを何度もノックしてきた配達員を鎮めるべく、俺は慌てながらドアを半開きにした。

「うわっ、やっぱりノラ子じゃん……」

「んにゃっ？　誰かと思えば大野さん！　わたしのコンビニにめっちゃ近いとこに住んでたんですねーっ！」

　元気で騒がしい配達員はもしかしなくてもノラ子。

　行きつけのコンビニでバイトをしている女子高生だった。

「マジで野良猫みたいにどこにでも現れるんだな、お前……」

「日曜でもせっせと働いてる女子高生を野良猫扱いしないでくださーい。あとノラ子って呼びかたも認めてませんからやめてくださいよーっ！　ねこ！　ひら！　もも！　こ！」

「やかましいっつってんだろ。お前のバカ声で他の社員からクレームきたら面倒なんだよ」

「細かいことをグチグチとうるさいですねぇ。はいはい、わっかりましたぁ～♪」

　わかってねえな、こいつ。

「こちとらバイト中なんで寂しい社畜眼鏡くんと仲良く遊んでるヒマはないんですよぉ。ほいっ、ご注文のカレーでーす。熱いのでお気をつけくださーい」

　ふわふわと軽いノリの雑な接客はさておき、ノラ子は配達用のバッグからカレーの容器を取り出して俺に手渡す。

　クーポンを使用したため初回の代金は無料だった。

「中身が零れてたりしてないだろうな？」

「クレーマーですかぁ？　こう見えても料理を運んで二年目のベテランなんですから！」

「コンビニは？」

「コンビニは高校入ってからすぐなんで～三年目くらいですかねぇ」

「チャラそうなわりにめっちゃ働いてるじゃん」

「人を見た目で判断する偏見まみれの大人にはなりたくないですなぁ」

「パパ活で小遣い稼ぎそうな顔してる」

「パパ～、わたしとお喋りしたから五千円くーださい♪」

「さっさと帰れ」

「この眼鏡野郎、ケチくさっ！　こんな貧乏人はこっちから願い下げですわ！」

「貧乏人って決めつけてんじゃねぇ」

「毛玉だらけのダサいスウェット着てるじゃないですかーっ！」

「服に金を使うのが勿もつ体たいないだけだ。そのぶん貯金してんだよ」

「そのインテリ顔の通りでつまんねぇ人間ですなぁ」

「人を見た目で判断するのはよくないぞ」

　得意げに胸を張ったり肩を竦すくめたりするノラ子は、相変わらず感情のレパートリーが豊富だった。

「……というか、今気づいたけどお前だって体操着じゃねえか！　しかも高校の名前が上着にちゃんと刺し繍しゆうされてるやつ！」

「あはは～、バレました？　ウチの高校の体操着は割とお洒落しやれなデザインなので、ぱっと見だと普通のジャージに見えるんですよー」

「高校の体操着でバイトやってるやつが、よく俺の寝間着をバカにできたな」

「だぁって～配達は動きやすい服装のほうが良いってネットに書いてありましたし～、普段は運動なんてしないからスポーツウェアも持ってないですし～」

「ウェアなんて今どき数千円で売ってるじゃん」

「ファッション、コスメ、ソシャゲ、放課後の友情……今どきの女子高生はたくさんお金がかかるんですよぉ。青春から卒業した社畜おじさんにはわからないっかな～？」

　小ばかにした言いかたが腹立つ～。

「だったら靴くらい買い替えろよ……それ、何年履いてんだ？」

　私物と思われるノラ子の靴は擦り傷が目立ち、表面の糸も解ほつれたりしていた。

「バイトで履く用の靴なので別にボロくてもいいかなって。スニーカーなんて靴底に穴が開いてなければいつまでも履けません？」

「ちょっとわかる」

「雨の日に足が浸水したら買い替え時ですよねぇ」

「思考回路が俺と同じじゃん」

「わーい、同じ信念を持つ者！　もっと嬉うれしそうな顔しましょう？」

「お前と同じとか全然嬉しくないもんな」

「あははー、こっちの台詞せりふですけどー」

　変なところで意気投合してしまった。

「……話を聞いた感じだと大野さんは貯金が趣味ですよねー？」

「なんだよ、突然……」

「別に～？　ショコラ製菓の社員で寮暮らしだったら、たんまりとお金を持ってそうだなぁ～と思っただけです！」

「コンビニとか会社の食堂くらいしか金の使い道はないけどさ」

「ふーん、ふーん。なるほどォ。たくさんお金を持ってるってことですね？」

　にんまりと口元を緩めるノラ子。

「たくさんは持ってないが、新卒三年目にしては頑張ってるほうだ」

「へえ～、欲しいものでもあるんですかぁ？」

「いつか実家の両親に家を建てる。ウチは貧乏で家がボロいんだよ」

「はあ……！　孝行息子やぁ……！　わたしもそんな息子が欲しいです……！」

　ワザとらしく感動されるが、俺よりも若い女子高生が何言ってんだろな。

「彼女さんとの将来も考えてたりします？」

「まあ……いつかは結婚したいな。お互いに今年で二十五歳だし、真面目に考え始めてもいい年齢になってきたかなーとは思うけど、まだいろいろ現実的じゃない」

「なるほど～、それじゃあ貯金をしておかないと結婚生活が心配ですな！」

　俺の貯金趣味を念入りに確認される。

　こんな話、女子高生にはおもしろくないだろうが。

「……いやいや、社畜の大野さんと呑のん気きにお喋りしてる場合じゃない！　次の配達に行かなきゃいけないんですよ!!　お喋りしすぎて忘れてたーっていうか、はっはっは！」

「へらへら笑ってないで早くお客様のもとに行け」

「正義のバイトＪＫ・猫ねこ平ひら桃もも子こ！　お仕事に戻りまーす！」

　慌てながら配達バッグを背負ったノラ子は小走りで立ち去ろうとしたが、内廊下の突き当たりでこちらへ振り向く。

「大野さんは明日からまた仕事ですかー？」

「ああ、そうだよ」

「疲れたな～って思ったらいつでも会いに来てください！　お喋りして気分を紛らわすことならできますので！」

「ばーか。さっさとバイトに戻れ」

　意地悪に微笑ほほえんだノラ子は再び走り出し、そのまま階段を下りていった。

「忙せわしないやつ……」

　十七歳の高校生に気遣われた。生意気にも心配してくれたのだろうか。

　玄関の姿見に映った自分の姿。

　一ヵ月前よりも肌荒れが増え、心なしか瞳も濁り、目元にクマも浮き出ている。

「……心配されないようにしないとな」

　あいつの元気をお裾分けされたらしい。

　ほんの少しだけど〝明日も頑張ろう〟って思えた。




　テレビの前に戻ると、小犬沢彼方がハンバーガーを大げさに頬ほお張ばっていた。

　大手ファストフード店の新商品ＣＭに抜ばつ擢てきされたらしい。

　備え付けのベッドに腰掛けた俺は、すっかり冷めたカレーを一口食べてみたが……不味まずくはないものの突出した要素に欠ける味だった。

『続いては芸能人の私物紹介コーナーということでね！　カナタンはなにそれ？　傘？』

『……折り畳み傘です。すごく気に入っているお守りみたいなもので、常にバッグに入れて持ち歩いてます』

『可愛かわいいデザイン！　雨の日にそれを差してるカナタンを見てみたい～っ！』

　ＣＭが明け、見覚えのある折り畳み傘を持ちながら共演者と楽しそうにトークをする小犬沢彼方の声が子守歌となり、垂れ下がってきた瞼まぶたがゆるりと瞳を覆った。

　…………

　……んっ!?

　耳が拾う小気味いい音楽。

　黒い世界に浸っていた意識が急激に戻され、身体からだが活動を再開させていく。

　朝飯のあと、いつの間にか眠っていたらしい。

　スマホの着信音に叩たたき起こされ、寝ぼけた思考のまま通話アイコンに触れる。

「うーん……凛藤主査……？　もしかして……今から出社しろって話ですか……？」

　最近の着信履歴は、ほぼ凛藤主査との業務連絡。

　横たわっていた脳が完全に働いていないのも相まって、画面に表示された名前を見ずに凛藤主査だと決めつけて応対した。

『──……そう、待ってる』

「日曜ですよぉ……勘弁してください……」

『──……今すぐ会いたい』

「土曜に起きた包装機の光電管トラブルは技術班に調整してもらって……修理中に横取りしたぶんの流し込みもパートさんにやってもらってます……」

『──……寝言でも仕事の話。すっかり社畜だ』

「すみません……勉強しときます……」

『──……ワタシに会いに来てくれない？　落胆。そんなイッチーは嫌い』

「はいはい、わかりました……休日出勤手当はちゃんともらいま……す？」

　半分寝たような状態だったので違和感に今さら気づく。

　イッチー？　あだ名で呼んでくるほど凛藤主査は馴なれ馴なれしくはないうえ、声質も喋しやべりかたも冷静に考えると結構違う。いや、だいぶ違う。

　ようやく完全に目が覚めた。

「お前ぇ……俺をからかって遊ぶなよ……」

『──……彼女の声がすぐにわからないのはショック。悲しみ。泣いた』

　耳に馴な染じみすぎている声。

　もはやスマホ画面で相手の名前を確認する必要がない。

「絶対泣いてねーだろ……寝起きじゃなかったらすぐに気づいてたよ……」

『──……ごめん、仕事で疲れてたよね。反省する』

「いや、起こしてくれて助かった。貴重な休日に夜まで寝たら一日が無駄になる」

　まだ日は暮れておらず、傾いてきた射光は夕方の色合い。

　六時間くらいは寝てしまったが、そのおかげで倦けん怠たい感かんはだいぶ和らいだ。

『──……イッチーと話すの、久しぶりな気がする。気のせい？』

「気のせいじゃない。三月は引き継ぎや引っ越しでバタバタしてたし、今月からは工場での三交代で生活リズムが乱れてたから……」

『──……お互いの予定が合わなかった。イッチーも忙しかったよね』

「むしろお前のほうが忙しいだろ。特に日曜はライブやイベントも多いんじゃないか？」

『──……そうだけど、彼氏に電話する時間くらいはある。でも──』

　俺の彼女はあまり声音を変えずに淡々と話していたが、

『──……イッチーとの電話はたくさん喋りたいことがあって長電話になりがち。イッチーの貴重な休みなのに疲れさせちゃうんじゃないかって……ちょっと思った』

　俺だけが悟る僅かな感情の変化。

　彼女なりの遠慮や申し訳なさのような思いが電話口の声に滲にじんでいた。

「お前ってそんなに気を遣える性格だった？」

『──……イッチーにだけ。彼女、だから』

　ああ……顔が見えない電話でよかった。

　ふいに垣かい間ま見みえたデレが嬉しすぎて、頬ほおがだらしなく吊つり上がっている。

　沸き上がる高揚に包まれ、一週間の疲労が完全に消え去ってしまった。

『──……イッチーのほうからもっと電話をしてくれれば解決？』

「留守電にしか繋つながらないのが目に見える」

『──……ワタシとイッチー、スケジュールとか生活リズムが違いすぎる。二人揃そろって不在着信の入れ違い地獄にハマる。大人の遠距離恋愛は大変。痛感した今日このごろ』

「遠距離？　西武新宿線の急行なら一時間もかからないだろ」

　ほぼ同時にくすくすと笑い合う。

　その直後、なぜか数秒ほどの沈黙が訪れ、

『──……着いた』

　そう静かな一言が聞こえた。

「着いた？　どこに？」

『──……マック、ぎょうざの満洲、ドトール、いなげや』

　唐突に店の名前を羅列し始めた彼女。

　……心当たりがある。

　心拍数が顕著に上がり、静まり返っていた部屋に自分の息遣いが木霊した。

「えっ？　冗談だろ……？」

『──……さあ、どうでしょう』

　含みを持たせて通話を切りやがった！

　彼女が呟つぶやいたチェーン店は社員寮から徒歩五分以内に行ける範囲。

　最寄り駅のロータリー周辺にすべて揃っている。

　内心では半信半疑。

　だが僅かな期待が行動を促し、毛玉だらけのスウェットから安物の私服へと高速で着替え、都会とは程遠い地味な景観の駅前へと駆け出す。

　右肩上がりの高揚が足を軽やかに前進させる原動力になっていく。

　日曜の夕方。

　人通りは多くないものの、北口ロータリーの周囲にそれらしき人はいない。

　駅前のマック付近で足を止め、彼女に電話を掛けた。

「騙だまされた」

『──……騙してない』

「駅前にいないじゃん」

『──……着いた、って言っただけ』

　向こうは冗談のつもりだったのに、俺は勘違いしてしまったらしい。

　はやる気持ちが抑えきれなかったのだろう。

『──……ほう。そんなに会いたかった、ってこと？』

「ノーコメント」

『──……素直になろう。彼女に会いたかったんだ？』

「春のてりたまが食べたかっただけだ。お前を探したのはそのついで」

『──……てりたまのために頑張って走ってきた？　かわいい腹ペコくん。ちなみに春のてりたま、もう期間終了してる。ざんねん賞』

　くっそ……独特の間で喋る俺の彼女が声をちょっぴり弾ませている。

　電話の向こうでは得意げな顔をしているに違いない。

『──……それくらい、イッチーはワタシのことが好き』

「いや、お前のほうが俺のことを好きなんだろ」

『──……イッチーのほうがワタシに惚ほれまくってる』

「お前から告白してきたんだけどな」

『──……記憶のねつ造はよくない。イッチーから告ってきた』

　心の底からどうでもいい言い合いが始まった。どちらも意地になって譲歩せず、俺に至ってはスマホ片手に駅前で突っ立っていたのだが、

『──……はっきりさせよ。どっちのほうが相手を好きなのか』

　やや声音を低くした彼女が、ほんの少しだけ嬉うれしそうに囁ささやく。

『──……その服、高校の時から着てる。そのスニーカーも六年くらい履いてる。彼女に会うときは寝ぐせを直したほうがいい』

「寝起きに急いで来たんだから仕方ないだろ……って、はっ？」

　相手の容赦ない指摘は、この場にいない者としては違和感が凄すごい。

　まるで今の俺を直接見ているかのような物言いだったから。

『──……ふむ。すぐに会いたいって気持ちが先走ってる証拠だよね、イッチー』

　電話越しの声が二重に聞こえた。

　いや、すぐ背後からも同じ台詞せりふが届いた──




「……そんな素直じゃないイッチーが、なによりも可愛い」




　ふいに後ろから抱き締められ、心地よい温ぬくもりに包まれる。

　二人の身体がゼロ距離で触れ合い、人肌の感触が衣服越しに伝わる。

「……だーれだ」

　だるーい絡みを仕掛けてくる。

「急に抱き着いてきた見知らぬ痴女かな」

「……おい」

　いだだっ……ジョークがお気に召さなかったらしく、俺をハグしていた両腕の力が強くなる。肋ろつ骨こつがへし折られそう。

「さすがに声でわかる。ちなみに俺を〝イッチー〟って呼ぶような変わり者はこの世で一人だけだ」

　抱き着く力が弱まった。

　正体を当てられ、ご機嫌になっている証拠だ。

「……友達、一人もいないもんね」

「やかましいんだよ。友達なんて一人もいらん」

「……イッチーを好きになるのは世界でただ一人、ワタシくらい」

「それは言いすぎだろ」

「……変えようがない事実。ワタシが変わり者でよかったね。嬉しいね」

「俺を好きになってくれ、なんて頼んでないし嬉しくもない」

「……素直じゃない。そんなイッチーが可愛かわいいね、素敵だね」

　耳元で笑い声を漏らした後ろの女性がもっと密着してきた。

「やめろよ……」

「……どうして？　イチャイチャするのが楽しいのに」

「恥ずかしい……」

「……恥ずかしがりやだね、イッチー」

　後ろから頬をぷにぷにと突つつかれる。

　相手の表情がほとんど窺うかがえない状態だったが、心地よいバックハグから解き放たれ、ようやく正面から見据えられた。

　突然現れた俺の彼女……これ以上のサプライズはない。

「……イッチー、久しぶり。去年のクリスマス以来の再会」

「ごめん。やっぱり誰ですか？」

「……彼氏失格」

　大きな瞳をジトっとさせる彼女は不満げな様子で。

　誰かわからないイジリをする理由はただ一つ。

　目の前の彼女は『公の舞台』とは異なる二つ結びの髪型にして、プライベート用の帽子と眼鏡を着用し、鼻先から口元をマスクですっぽりと覆っているせいだ。

「……ワタシが巧妙に変装していてもイッチーだけは一瞬で見破るべき」

「地味で目立たないけどもしかしたら可愛いんじゃね？　っていう系のインドア女子大生にしか見えない」

「……ふむ。１７０センチ近いスレンダーなモデル体型、透き通るくらいの美肌、ケアを欠かさないサラサラの髪……勝手に滲み出る最高峰の美しさで気づけるはず」

「無む茶ちや言うな。あと自画自賛すんな」

　彼女は不満らしく、マスクに隠れた頬の部分が膨らんだ。

　頬を膨らませて遺憾の意を表すという古典的な怒りかたをしているらしい。

「……こういう怒りっぽい彼女も可愛い？」

「怒ってる顔が見えないから可愛くない」

「……いつも素直じゃない。そういうところがイッチーの可愛さ。好きなところの一つ」

「こういう性格なんだよ」

「……知ってる。イッチーは恥ずかしがりや。ワタシとしか付き合ったことがない恋愛初心者」

　その通りすぎて何も言い返せねえ……！

　たじたじの彼氏を見て満足したのか、彼女がマスク越しでも口角を上げているのがなんとなくわかる。

　本当は可愛らしいと思っているが、気恥ずかしさから誤ご魔ま化かしてしまう。

　彼女が喜んでくれるような甘い言葉は咄とつ嗟さに返せず、一方的に「可愛い」とか「好き」と言われ続けていた。

　彼女は周辺をきょろきょろと見回し、一時的に駅前の人通りが途切れたのを確認したかと思いきや……一瞬だけマスクを下にズラし、顔を至近距離に寄せてきて──




「……本物の小犬沢彼方が会いに来たんだよ。幸せ者だ、イッチーは」




　俺だけに聞こえる声量で呟き、艶あでやかに微笑ほほえむ。

　ネットやテレビで毎日のように見る顔が目の前に現れ、鼓膜を通じてファンを魅了する唯一無二の声で俺だけに語り掛けてくれる。

　すぐ側そばにあるファストフード店のガラスに吊つるされたタペストリー。

　春の新商品を宣伝するＣＭキャラクターとしてアイドルの写真が大きく掲載されているのだが、服装は違えどそれと同じ顔の人間がここにいる。

　昨年末の紅白にも出場したアイドルグループ・Rea[image: ほし]lize19。

　虚言でも妄想でもない。

　国民的アイドルグループのセンターである小犬沢彼方は、正真正銘の彼女だ。

「ばか……っ！　マスクしとけ……！」

「……ワタシの可愛さがイッチーに伝わらない」

「伝わってるから……はいはい、お前は可愛いよ」

「……ふむ、不完全燃焼」

　ものの数秒でマスクを口元へ戻した彼方は再び一般人オーラを装った。
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　なぜ俺が焦ったのかは言うまでもない。

「……これから都内に戻って仕事。名残惜しいけど時間切れ」

　しゅんと意気消沈してしまった彼方。

　彼女の視線が名残惜しさを訴えかけてくる。

「早いな……まだ会って十分くらいしか経たってないのに」

「……次の仕事までの時間が少し空いたからイッチーの顔を見に来た。でも往復で二時間近く。ほとんど移動時間で潰れちゃうのが誤算」

「お前、ずっと休み少ないんだろ？　仕事の前にこんなところまで来たら余計に疲れてしまうって……」

「……疲れるどころかイッチー成分を補給した。これで仕事もがんばれる」

　彼方は疲れた素振りなど微み塵じんも見せず、健けな気げな言葉をくれる。

「……あっさり帰る前にちょっとだけ足あ掻がく。デートっぽいことしたい」

「たとえば？」

「……ワタシがＣＭで紹介してるハンバーガー、一緒に買って食べよ」

　積極的な彼方に手を引かれ、俺たちは駅前のファストフード店へ。

　まさか店員も『自社のＣＭキャラクターが変装して来店している』なんて思ってもいないだろう。

　注文したものを受け取った二人は、客がほとんどいない店内の隅っこテーブル席でお揃いのハンバーガーを頬ほお張ばる。

　去年のクリスマス以来、約四ヵ月ぶりの再会。

　デートとは呼べないくらいの短時間だし、彼方に選んでもらったハンバーガーを食べただけなのに……俺たちが付き合い始めたころに戻ったような気がして、胸の奥を充実感が満たしていった。




　電車で帰る彼女を改札まで送り届けたが、もうちょっと一緒にいたかったので俺も入場券を購入。西武新宿行きのホームに付き添い、電車が来るまでの数分を待つ。

「売れっ子なのにプライベートは変装して電車移動なんだな」

「……マネージャーに『恋人に会うから送迎して』なんて言えない。東京からここまでのタクシー往復、お財布に優しくない。電車が最強。イッチーもケチだから電車大好き」

「一から十まで共感できる。タクシーなんて一度も乗ったことないわ」

「……ワタシとイッチー、似た者同士。だから付き合ってる」

「出会ったころはめちゃくちゃ正反対だったろ」

「……もう忘れた。今が良ければそれでヨシ」

　すぐ隣にいた彼方の指先が俺の指先にちょこんと触れてきた。

「……ワタシが一方的に握ってるだけ。気にしないで」

　彼方は手を繋つなぐのが好きだ。

　恋愛経験の浅さなのか、どうしても躊ちゆう躇ちよしてしまう俺はいつも握り返せず……恋人繋ぎが成立しない。これまで一度も、だ。

「今日は何時まで仕事なんだ？」

　むず痒がゆい空気になったときは、こうやって世間話を振る。

「……番組の収録だから正確にはわからない。たぶん深夜まで」

「帰り道はさすがにタクシーだろ？」

「……うん。家バレしないように、ちょっと離れた位置でいつも降りてる。歩くの好きだから少し歩いて帰ってる」

「夜から雨が降るらしいぞ」

「……ぬかりない」

　手持ちのバッグを傾け、折り畳み傘をチラっと見せてくる彼方。

「そういや今朝のテレビで紹介してただろ……」

「……うん、小犬沢彼方の必需品。ワタシにとってのお守り」

「そんなボロ傘、いつまで使ってるんだよ。そろそろ買い替えればいいのに」

「……ううん、問題ない。穴が開いても使い続ける所存」

「国民的アイドルが穴の開いた傘を差してたらファンが泣く」

「……完璧そうな美人がお茶ちや目めな隙を見せる。そのギャップがファンの心を掴つかむ方程式。今朝みたいにバラエティのネタにもできる」

　完璧そうな美人とか自分で言っちゃうやつ。

「……そういえばイッチー、ワタシが出演した番組を見てくれてた。嬉うれしい」

　くっそ、気づかれたか。

「夜勤明けにテレビをつけたらお前が出てただけだよ」

「……ワタシと会えなくて寂しかった？　液晶画面のワタシで会えない欲求を満たそうとした。そうだよね」

「そうじゃないです」

「……ふーん、そう」

　わき腹をつんつんと肘で小突いてくる彼方。

　マスクの下には調子に乗ったニンマリ顔を隠していることだろう。

『──まもなく、二番ホームに急行・西武新宿行きが十両編成でまいります。黄色い線の内側でお待ちください』

　細ささやかで幸せなひと時も束つかの間ま、電車の訪れを予告するアナウンスが流れた。

「……次はいつ会えるかな」

　彼方の何気ない一言。

　しかし、数ヵ月単位で会えない日が普通になった俺たちにとってはかなりの重みを帯びており、自らの視線が足元へ逃げる。

　学生のころは学校で毎日のように会えた。

　多忙な社会人になってからは〝また今度〟が、とてつもなく遠い口約束に感じる。

「……来週、ワタシたちが付き合い始めた記念日。少しでも時間を作れるようにマネージャーと相談したい」

「俺も同じことを思ってた。去年はお互いに忙しくてデートは無理だったからさ、今年こそは一時間でも二時間でも……遊びたいな」

「……うん、ちゃんとデートしたい」

「俺も有休を取れるように上司と相談してみるよ」

　たぶん、彼方は嬉しがっている。

　やや弾んだ声音と自然に下がった目尻を見ればわかる。

　──時間切れ。会話を掻き消す轟ごう音おんを引き連れた電車がホームに入り、停車と共にドアが開いた。

「またな、彼方」

「……またね、イッチー」

　彼方は名残惜しそうに乗車。閉まったドアが俺と彼方を遮り、合わせていた視線の距離は徐々に遠ざかっていく。

　踏切の甲高い音が鳴なり止やんだころには、もう彼方の姿は視界から消えていた。

　俺たちはデートの口約束をしたのに。

　自分の胸中に期待や歓喜が渦巻くことはない。

　心のどこかで『どうせ会えないだろう』という諦観が染みつき、無意識に燻くすぶっているのだろうか。

　彼氏は都心から追い出され、週六勤務の三交代で毎日残業する会社員。

　彼女は芸能界のあらゆる仕事を熟こなし、メディアで見ない日はない国民的アイドル。

　そんな二人が〝人目を避けながら内緒の交際を続けよう〟と思うこと自体が高望みで間違っているのかもしれない。

　最後にキスをしたのはいつだったか。

　思い出すまでに時間を要するほど、恋人らしい濃密な時間は失われつつあった。

　どちらか、または両方。

　四月が終わっても二人の思惑が絶妙に噛かみ合うことはなくて。




　付き合い始めた記念日どころか、五月中に会えることは一度もなかった。




　　　　＊＊＊＊＊＊




「最近の大野さん、いつにも増して元気ない感じじゃないですかー？」

　六月に入ったころ。

　朝七時に始業する早番からの残業で二十時前に退勤し、いつものコンビニに立ち寄ると品出し中のノラ子に絡まれる。

「そんなに元気ないように見えるか？」

「いつにも増してアホみたいな顔してますよね～っ！　ネガティブ眼鏡オーラがこっちにまで漂ってくるっていうか～心配になるっていうか～？」

「一言どころか二言くらい余計なんだよなぁ」

「ひゃ～っ！　へぇちゃめつちやふぇんひ元気あるひゃあるじやあいでしゅかぁないですか～っ！」

　やかましいコンビニ店員の口を封じるため、両頬をかるーく引っ張る。

　うにょーんと頬が伸びたまま喚わめくノラ子が完成した。

「なにか悩みごとですかねぇ？　もしよかったらノラ子様に話してくだされ～」

　頬から手を離した途端にまた元気よく喋しやべり出したが、少しばかりの気分転換になるので助かったりもした。

　あと、ノラ子って名乗ってやがる。実は気に入ってるじゃん。

「……仕事でちょっと疲れてるだけだって」

「それなら疲労回復に栄養ドリンク飲みまくりましょ～」

　俺が持っていた買い物カゴに栄養ドリンクを放り込むノラ子。

「客のカゴに無断で商品入れるバイトがどこにいるんだよ」

「えへへ～、お店の売り上げに貢献してほしいなぁ～って！　あとバナナも食べましょ！　栄養満点のバナナ～っ！」

　舌をぺろりと出す小悪魔スマイルが眩まぶしい。

　店長もこんなバイトを野放しにするなよ……と呆あきれているうちに、買い物カゴがバナナで埋まっていた。

「わたし、今日は二十時までなんですよ～」

　レジで会計してもらっている途中、ノラ子がわかりやすく『もうすぐ退勤アピール』をしてくる。

「そっか。お疲れさん」

「せっかくだし一緒に帰りませんかぁ？」

「社員寮はすぐ近くなんで遠慮しときます」

　からかっているだけだろう。

　意図が読めない誘いを華麗に受け流し、釣り銭とレシートを受け取った……が、

「そういえば、眼鏡にマスクの彼女さんと食べるハンバーガーは美味おいしかったですか？」

　──心臓が、どくんと跳ねる。

　ノラ子が発した言葉が困惑を誘発し、動きが止められてしまった。

　彼女持ちなのは話した覚えがあるものの、当てずっぽうにしては具体的すぎる。

「……お前、もしかして見てたのか？」

「えへへ！　どこにでも現れること野良猫の如ごとし！」

「どこからどこまで？」

「彼女さんにバックハグしてもらってイチャついていたところから話しましょうかぁ？」

「わかったわかった！　俺が悪かったから！」

　にっこりと笑むノラ子の軽口を慌てて掻き消す。

　先日の一部始終をばっちり見られていたらしく、恥ずかしすぎて穴に隠れたい気持ちがようやくわかった。

「大野さんとお話ししたいな～って思ってたので、今日は一緒に帰りましょ！　ねっ！」

　その意味深な誘いに抗あらがう術すべはなく、渋々ながら首を縦に振った。

　一緒にいた彼女が小犬沢彼方だとバレた可能性も脳裏を過よぎり、ノラ子の思惑を確かめておきたかったから。




　程なくして退勤したノラ子。

　その手にはビニール袋がぶら下げられていた。

「あ～、これですか？　廃棄品をもらってるんですよ」

　俺の視線に勘付いたノラ子はビニール袋の中身を見せてくる。

　弁当やおにぎりなどの食品が何個か入っていたが、廃棄ということは消費期限が切れたコンビニの商品なのだろう。

「廃棄って今は持ち帰れないんじゃなかったか？」

「ここはフランチャイズなのでオーナーから特別に許可もらってます！　このコンビニでバイトを続けている理由ですねぇ♪」

　コンビニの前で嬉しそうにビニール袋を掲げてくるノラ子。

　俺も学生のころは廃棄品目当てにコンビニで働いたな……とか、どうでもいい懐かしさを勝手に覚える。

　ノラ子の帰路に付き添い、駅前のほうへ。

　しかし行き先はノラ子の家ではなく、彼方とハンバーガーを食べたファストフード店に連れてこられた。

「おいす～っ！　店長、調子はどうですか～？」

「おー、猫平さん。今日はシフト入ってないよね？」

「今日はコンビニでした～っ！　来週はこっちのシフトにも結構入れるので～っ！」

「来週はクルーが少ないから助かるー。よろしく！」

　入店早々、ノラ子は店長らしき大人とフレンドリーに話し始める。

「その人は？　もしかして彼氏とか？」

「そんなわけないじゃないですか～っ！　知り合いの眼鏡くんですよ～っ！」

　俺の存在が気になった店長へ、半笑いのノラ子がゆるーく説明した。

　知り合いの眼鏡くんなのは認めるが、なんか腹立つな。

「夕飯を食べたいんですけど、今月は学校が忙しくて金欠でぇ……」

「そういうことなら僕が奢おごってあげる！　いつもよく働いてくれてるからね！」

「うわーっ、ホントですか？　さすが店長～嬉うれしすぎる～っ！」

　ここまで計算通りか！

　表情豊かで人懐っこいノラ子は他人に好かれやすいのだろう。コンビニの廃棄に続き、ハンバーガーも無料でゲットしたのが世渡り上手を物語っている。

「お前……どこでもバイトしてるのな」

「まっ、そういうことですな。バイト中に大野さんと彼女さんが店に入ってきたので、隠れながら様子を見守ってたんですわぁ」

「ここら辺の店はほとんどノラ子がいそうなレベル」

「えへへ～、お金大好きなフツーの女子高生なんですよねぇ」

　そりゃあ一部始終を目撃されるわけだ。

「大野さんは注文しないんですかー？」

「どこかのアホ店員にバナナを大量に買わされた。これ以上の無駄遣いはしない」

「はいはい、そうですかー。一人で寂しくバナナでも食べてくださーい」

　フィレオフィッシュセットが並ぶトレーを受け取ったノラ子は「わたしは魚派なんですよね～」とか抜かしつつ、見覚えのある隅っこの席へトレーを置く。

　そう、俺と彼方が座ったテーブル席だ。

「ポテト食べますか～？」

「いらん」

　ノラ子の対面に着席した途端、フライドポテトを差し出される。

　女子高生に恵んでもらう社会人は情けないので断ったが、ぐう～と腹が鳴る。

「えへへ～、腹ペコじゃーん。はい、あーん♪」

　会社の食堂で昼飯を食べてから飲まず食わずだったため、空腹は最高潮へ。

　正常な判断が揺らいだ俺は口を開けたものの……引っ込められたポテトはノラ子の唇に挟まれ、もぐもぐと口内へ消えていった。

「大野さんって、意外と可愛かわいらしいところもあるじゃないですか」

　……大野一いち郎ろう、一生の不覚。

　手玉に取られた。満面の笑みを浮かべる年下の女子高生に。

「……で、俺に何か聞きたいことがあるんじゃないのか？」

「なんですかぁ、いきなり？　大野さんに聞きたいこと？」

「彼女のこと、とか」

「あー、眼鏡にマスクの？　わたしよりも可愛いんですか～？」

「断然、お前より可愛い」

「ほほーん、それじゃあ彼女さんの写真みせてくださいよーっ！」

「それは嫌だ」

「わたしのほうが可愛すぎて困っちゃいましたかー、彼女さんの完敗ですかー」

　あからさまに調子に乗りやがった！

　高らかに宣言してやりたい。俺の彼女は店内のポスターにも写ってるって……あの小犬沢彼方だって。自分からは絶対に言えないけどさ。

「でも、彼女さんの顔を見たかったな～。目元とか髪型、それにファッションの感じだとオタサーでモテるインドア美人みたいな雰囲気でした！」

「……俺の彼女、花粉症なんだよ。春は眼鏡とマスクがないと外を歩けないんだ」

「あはは～、美人の持ち腐れですね～」

　俺はあえて探りを入れてみたのだが、意外にもノラ子は残念そうに嘆く。表情や雰囲気を見る限りでは、俺をからかって反応を窺うための演技……とは思えない。

「最初はお忍びの芸能人か何かだと思いましたけど～、都心を離れて顔を隠しながらこそこそデートしなきゃいけないレベルの人が大野さんと付き合うわけないか～」

　見抜かれたのかホントに知らないのか、どっちだよ……！

　俺が勝手にどぎまぎしているだけかもしれないものの、二十四歳の大人が十七歳の女子高生に会話の主導権を握られている。

「わたしが思うに、大野さんは素直さや遊び心が足りないようですねぇ」

「知った風なことを言うのな」

「まあ、深くは知りませんけど！　大野さんと知り合ったここ二ヵ月くらいの印象とか彼女さんとのやり取りを観察した感想ですよぉ」

　ノラ子はストローを咥くわえてコーラを啜すすりつつ、つらつらと率直な意見を並べてくる。

「恋する女の子っていうのは～好きな相手や恋人からの愛情表現が見えないと不安になっちゃうものなんです」

「片思いならともかく、恋人同士なら言葉や態度で表さなくても伝わるだろ」

「はぁ～～、このバカ。それはただの理想論！　恋愛素人の間違った思い込みです！」

　清すが々すがしいくらいに呆れられ、手厳しい言葉を容赦なく投げ込まれる。

「彼女さんからはわかりやすい愛情表現がありましたよねぇ？　それはあの日だけの特別な言動でした？」

「いや……会ったときは見せてくれるけど」

「それで、大野さんからは何かお返しをしてます？　ちゃんと笑ったり、自分からデートを盛り上げようとしたり、甘い言葉を囁ささやいたり、自分から手を握ったりしてますか？」

　即答できない。交際を始めてから今までを思い返すまでもなく、あいつからの愛情表現は贅ぜい沢たくすぎるくらい受け取っている。

　俺のほうは、どうだろう。

　彼方がたまに言う『素直じゃない』に甘え続け、積極的なあいつに任せるのが当たり前になって、一方的に愛情をもらい続けているだけじゃないのか？

「彼女さんが一緒にいることに慣れてきて、いつの間にか自分は何もしなくても相手は好きでいてくれると無意識に思ってません？」

「思ってない」

　……と言いつつ、心の芯に太い杭くいでも打ち込まれた感覚だった。大野一郎と小犬沢彼方の関係性が他人の瞳にどう映るのかを、改めて思い知らされたから。

「そもそも、お前には関係ない話だろ。かな……彼女と俺はずっとこの距離感でやってきたんだ」

「ごもっともです！　すみません、お節介な性格でー」

　何が言いたいんだよ、こいつは。

　俺と彼方の関係にしつこく言及してきて……意図がわからねぇ。

「最後にいつ、キスしましたか？」

「それをいちいち言う必要ないよな」

「はいはい、そーですね。まあ、先日のデートでは一度もキスしてなかったのは確かですし、それ以上のこともしてないと思いますけど」

　正直に答えるのも癪しやくなのではぐらかしたが、ノラ子はうんうんと頷うなずく。

「あの日以降、彼女さんに会いましたー？」

「……お前に心配されなくても会いまくってる」

「それはよかった！　他人の恋路を心配する必要はなかったですねっ」

　ノラ子へ嘘うそをついてみても、自分自身は誤ご魔ま化かせない。心の奥底に沈殿していた不安がかき混ぜられ、徐々に拡散していくような気分に陥ってくる。

「ちなみにどっちから告白したんですかぁ？」

「俺は誰かに『好き』って伝えたことは一度もないが、あいつも『自分からじゃない』って言い張ってる。どっちが告ったか論争が続いてるんだよ」

「彼氏のほうからは一度も気持ちを伝えてない……ですか。もしわたしが大野さんの彼女だったら『この人は本当に自分を好きでいてくれてるのかな』と心配になります」

「いや、だから……デート中の空気感でなんとなく好意は伝わってる、と思う」

　少なくとも俺のほうは、だけど。

「大野さんが〝心配ない〟と思っていても、彼女さんのほうがどう思っているかはわからない。好きって気持ちを言葉や行動にして伝えないと、向こうも不安になるんじゃないですかねぇ」

　ノラ子は脆ぜい弱じやくな部分を見透かし、不気味な優しさで突つついてくる。

　もし、彼方が愛想を尽かす未来があるとしたら。

　好意を受け取るだけの気楽さに甘えた消極的な俺のせいで、あいつを不安にさせてしまうとしたら。

　現状、俺たちは数ヵ月に一度しか会えておらず、最後にいつキスをしたのかも即座に思い出せないほど行き違っている。

　恋人の距離感が壊れることは絶対にない、とは言い切れない。

「……わからないんだよ。どうすれば彼女が喜ぶのか、どういう言葉で語り掛けるのが恋人らしいのか。俺にとってはあいつが唯一の友達で……初めての彼女だったから」

　隠していた焦燥が煽あおられ、女子高生相手に本音を吐露してしまう。

「要するにあなたは恋愛経験値が極端に少なすぎる、と。恋人らしいことを自分から積極的にはできない……いや、どうすればいいのかわからないという現状ですな？」

「……ああ、そうだよ。彼女がどう思ってるのかはともかく、彼氏として明らかに物足りないのは自覚してる」

　さすがに観念して認めるしかない。

「はあ～～……わたしが思った以上に大野さんは恋愛初心者だったんですね～」

　思った以上の恋愛初心者。

　ぐうの音もでないほど正論で紛れもない事実。

　あからさまな溜ため息いきを漏らしたノラ子は、やや口角を上げて意味深に微笑ほほえんだ。

　ここからが本題。

　そう言わんばかりに俺を正面から見据え、口を開く。

「今からでも遅くないですよ？」

「……はっ？」

「恋愛の経験が足りないなら、今からでも勉強すればよくないですか？」




　挑発じみた眼まな差ざし。息を吹きかけるような湿った声音。




「わたしと〝恋人の練習〟してみましょう」




　首を傾かしげたくなる提案を静かに投げかけられ、即座に返す言葉が見当たらない。

「誰が、誰と、何をするって……？」

「大野さんが、わたしと、恋人の練習をします。つまり、恋人の真似まね事ごとをするんです♪」

「笑うとこ？」

「失礼ですね～っ！　結構真面目な提案なんですけど～？」

　ウケ狙いの冗談かと思ったが、向こうは話題をしつこく引っ張ろうとする。

「次に彼女さんと会うまでに恋愛経験を積むべく、わたしが彼女の代わりになります。女の子の喜ばせかたを知っておくのは大野さんにとっても悪い話じゃないかとー？」

「もしかして、今日はその話をしたかったのか？」

「はい、そーです！　わたし、こう見えてすごーくお節介なのでぇ、大野さんの恋路がすごーく心配なんですよぉ」

　からかい、ではなさそうだ。

　拗こじらせた恋愛初心者の反応を楽しむだけ、とは違う意図があるのだろうか。

「普通に無理があるだろ」

「えー？　どうしてですか？」

「俺の彼女は聡そう明めいな美しさがある。アホっぽいノラ子じゃ恋人気分にならな──いっ!?」

　脛すねに軽い衝撃と痛みが走り、俺の軽口が強制的に遮られた。

　遺憾の意を込めた微笑のノラ子がテーブルの下で蹴ってきたのだろう。

「お前の企たくらみが完全には理解しきれてねえけどさ、その提案には大きな問題がある」

「社会人と女子高生だと犯罪になりそう、とかですかー？」

「それもあるが、彼女持ちのやつが他の女と恋人ごっこしていたら単純に『浮気』だろ。恋愛に疎い俺でもそれくらいはわかる」

「よひょーどうり予想通りにょはんもうの反応でしゅねぇですね」

「ハンバーガー頬ほお張ばりながら喋しやべんなよ」

　会話の合間にハンバーガーやポテトを頬張るノラ子に調子を狂わされる。

　その幸せそうな表情や早食いっぷりを見る限り、相当な空腹だったらしい。

「まあ、ご心配には及びません」

　コーラを飲み干したノラ子は仕切り直し、自信を漲みなぎらせた瞳をくわっと見開く。

「あくまでわたしは練習相手なので、恋愛初心者の大野さんが彼氏らしく振舞えるように彼女目線で手助けしていくだけですからぁ」

「……それが恋人の練習なのか？」

「浮気っていうのは恋愛感情ありきです。わたしと大野さんには恋愛感情なんて存在しないですよね～？　ねっねっ？」

「もちろんだ。気安いお喋りバイトと仕方なく構ってやってる常連客でしかない」

「はぁ～～？　仕方なく構ってやってる～～？　誰が、誰をですかぁ～～？」

「俺が、ノラ子を、構ってやってる」

「わたしが、大野さんを、構ってあげてるんですが～～？」

　お互いに譲ろうとせず、くだらない小競り合いで数秒を無駄にした。

「ともかく、わたしは気安いお喋り美少女でしかないんです！　わたしが大野さんを好きになるはずがありませんし～浮気にはなりません！　はっはっは！」

　しれっと「美少女」を付け加えやがったのはさておき、ノラ子は軽快に笑い飛ばす。

　確かに、俺とノラ子の関係性で浮気を警戒するのもバカバカしい。

「お互いの空いた時間を恋人みたいに過ごすだけですよ～。女の子と二人きりの甘い空気感に慣れていけば、彼女さんを喜ばせる余裕ができるようになるかもしれません！」

「そういうもんか……？」

「まずはお試しで一週間、猫平桃子を恋人の代わりにしてみません？　大野さんが気に入らなければすぐに関係を解消すればいいですし～、学校や部活だって体験してから選んだりするじゃないですかぁ」

「そんな軽いノリで決められたら苦労しねえ」

「軽いノリで決めてくださいよぉ。本物の恋人になるわけでもあるまいしさ～、女子高生を相手に恋人の練習をするだけですって」

　……自分らしくない。

　さっさと立ち去ってしまえばいいのに、いつの間にかノラ子の話を聞き入れ、心のどこかでは検討し始めている。

「何をそんなに迷うんですか～？」

「俺は彼女持ちだぞ？　迷うだろ……」

「あー、わかった！」

　なにやら一人で納得したノラ子は、なぜか俺のほうへ顔を接近させてきて──

「……安心してください。キスやエッチは絶対にやらないので浮気じゃないです」

　戸惑う俺の耳元へ艶やかな小声をそっと吹き込んでくる。

　ぞくっと身体からだが震え、不覚にも生唾を呑のみ込んだ。

「……大野さんよりも良い人が現れたら、自慢の彼女さんが取られちゃうかもですよ？」

「そんなわけ──」

　そんなわけない、とは断言できない。

　カッコいい、優しい、おしゃれ、気が利く、金持ち……俺なんかには到底敵かなわない魅力を持つ人間など芸能界には掃いて捨てるほどいるだろう。

　彼女の恋心が不変だと勘違いし、無意識に甘えていたのかもしれない。

　数ヵ月に一度のデートでも愛情表現を素直に返すことができない現状、すれ違いが続く日々の中では危機感を覚えないわけがなかった。

　小犬沢彼方に愛想を尽かされたら、俺は──

「一つだけ確かめておきたいことがある」

「はい、なんなりと聞いてください♪」

「恋人の練習を持ち掛ける理由についてだ。俺のことが心配～とか、ただのお節介ってわけじゃないんだよな？」

　とてもじゃないが、他人の恋路に干渉するお節介焼きには見えない。

　ノラ子側にも何かしらの思惑があり、恋人の練習をすることに利点があると考えるのが自然だろう。

「五万円、ってところですね」

「はっ？」

　右手の五本指を立てたノラ子は悪戯いたずらっぽく目を細め、にこやかに笑った。

「恋人の練習、お試し一週間プランの値段ですよ～♪」

「ふざけんな」

「ほんとは十万円くらい欲しいですけどぉ、仲良しなので半額にしておきましょう」

　最初から金目当て。やたらと俺に喋りかけてくるようになったのも、小遣い稼ぎに利用するためだったのかよ……。

「女子高生に金を渡してデートするような大人を探してたってことか」

「えー？　それだとわたしがパパ活をやってるみたいじゃないですかー」

「どう考えてもパパ活の誘いだろ」

「春の新生活って何かとお金がかかるじゃないですかぁ。今月を乗り切るためのお小遣い稼ぎですよぉ」

　へらへらと悪びれる様子もなく声音を弾ませるノラ子。

「信じてくれないと思いますが、誰でも良いってわけじゃないですよ？　他の人は誘ったことがありませんしー」

「ウソつくな」

「ウソじゃないでーす。大野さんが初めてでーす」

　この女子高生は何を考えているのか。

　混乱と苛いら立だちが脳内に充満していき、感情が激しく波打つ。

「そんなに小遣いが欲しいならウチの工場でパート募集してるぞ。異物混入を防ぐためにネットを被かぶったり、エアシャワーや毛髪ロールを何度もする面倒な職場でよければな」

「えー？　女子高生がノビノビと働けるような職場じゃなさそ～う」

「ともかく、遊びながら楽々と稼げるほど世の中は甘くない。明日も早朝から仕事なんでな、さっさと帰って寝る」

「まだ話は終わってないんですけどー？」

「まっとうな社会人はガキの小遣い稼ぎに付き合っていられないんだよ」

　俺は席を立ち上がり、ノラ子を置き去りにして店を出る。

　夜九時近くの駅前。店舗の明かりが漏れ、街灯に照らされた平日の駅前通りは帰宅途中の会社員くらいしか歩いていない。

　そこに自分も溶け込み、社員寮のほうへ一歩を踏み出そうとしたが──

「恋人の練習、大野さんとしかするつもりありませーん！　良い返事を待ってまーす！」

　こちらへ呼びかけるような声が背中へ投げ当てられ、仕方なく振り向いた視線の先には駅前で手を振ってくるノラ子がいた。

　普通に目立って恥ずかしいので他人のふり。

「恋人の練習なんてやるわけないだろ……」

　パパ活（？）の誘いを聞き流しながら帰り道の方向へ踵きびすを返そうとした瞬間、ポケットのスマホが震えた。

【六月は会いたい】

　たった一言だけ届いた飾り気のないメッセージ。

　差出人は──小犬沢彼方だった。

　そういえば、俺のほうから「会いたい」と発した記憶がほとんどない。

　過去のメッセージを遡ってみても俺のほうは無難な返事が並ぶだけで、あいつの愛情表現を受け取り続けるだけ。

　あいつは売れっ子で忙しいから迷惑になる。

　俺のほうから都心へ会いに行くのは彼氏バレの危険が高まり、彼方のアイドル生命を脅かしかねない。

「付き合い始めたころは、こんなに有名になるなんて思わなかったのに……」

　もっともらしい言い訳を復唱するも、こちらからは積極的に誘っていなかった過去ログがはっきりと残っている。スワイプするたびに眼前へ突きつけられる。




　大野さんよりも良い人が現れたら、自慢の彼女さんが取られちゃうかもですよ？




　猫平桃子の意地悪な囁きが脳裏を過よぎり、すぐには消えてくれない。

　自分に自信が持てず、絶対に会えるかどうかも断言できない状態のまま。

　メッセージの文字入力欄に触れ、返信する。




　雨が多い六月は彼女の誕生月。

　小犬沢彼方の誕生日に、俺たちはデートの約束をした。
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　彼方かなたの誕生日は約一週間後。去年は彼方がライブツアー中だったため、俺たちは三十分にも満たない電話で誕生日を祝った。

「大おお野のくん」

　ここ二～三年で彼方が有名になってからは、まともにデートした覚えがない。

　だけど、今年こそは……

「大野くん、聞いてるの？」

　うだうだと考え込む思考に別の声が割り込む。

　我に返った俺は真面目な表情に切り替えるのが精いっぱい。静まり返っていた会議室には「へっ？　あっ、はい」という自らの間抜け声が木霊した。

「大切な話をしているときに上の空だと困るの」

　凛りん藤どう班に属する数人の社員が集う朝の会議室。

　上座で偉そうに話す女性が俺に対して苦言を呈した。

　生産現場ではないためかヘアーネットやマスクは一時的に外しており、目元から引き締まった気難しい表情は怖い印象を与えるものの、何事にも動じないような頼りがいも感じさせてくれる。

　島しま崎ざき班長がおっとり美人だとしたら、この見知らぬ人は気の強そうなクール美人だ。

「あなたは新しいシフトマネージャーの方でしょうか？」

「失礼すぎる質問に対して引ひっ叩ぱたきたい衝動は我慢してあげる。胸の名札を見なさい」

　女性の作業着には【凛藤】と刺し繍しゆうされていた。

「えっ？　凛藤主査？　ほんとに？」

「ああ、そういえば大野くんには顔見せしてなかったわね。イメージと違ったかしら？」

「有能すぎるがゆえに疎まれて工場に飛ばされたけど己の実力のみで再び伸のし上がってきた気難しい女上司（仕事が恋人・部下を育てるのが唯一の趣味・年下には結構モテる）っていうイメージそのままでした」

「はっ倒されたいの？」

　独自目線の見解が気に食わなかったらしく、睨にらみの威圧が限界突破しそうで怖い。

「私の顔はどうでもいいとして、会議中の話を聞いてなかったでしょ？」

「……すみません。ちょっと考えごとをしてました」

「ごめんなさい、私の話がちょっとばかり退屈だったから。次の反省点にするわね」

　謝罪のような物言いが逆に怖い！

　あからさまに自虐をしつつ、こちらを睨みつける眼光は切れ味を増していた。

「かねてから試運転をしていた新ライン・ＣシーＬエル─２ツーが来週から本格稼働するわ。これまでショコラブルを生産していた旧ラインに加えて、最新の包装機などを導入した新ラインが軌道に乗れば生産量が倍以上になり、一週間の目標生産数の達成が容易になるでしょう」

　社員レベルなら周知の話題だが、凛藤主査は再確認の意味を込めた説明を続ける。

　この人の補佐になって一ヵ月、話している内容をだいたい理解してきた。

　ショコラブルとは、発売から四十周年を迎えた主力商品。

　サクサクに焼き上げた生地にクリームを挟み、チョコレートで覆ったケーキ菓子だ。

「現在は週六で稼働している旧ラインだけど、新ラインの導入で生産数が上がれば休日出勤も必要なくなる。社員の残業時間も大幅に削減できることが期待されるの」

「それは朗報ですね。来週あたりには定時で帰れるようになったりしますか？」

「順調にいけば、ね？」

　順調、を強調する凛藤主査は楽観してはいないようだ。

　経験が浅い俺とは違い、一筋縄ではいかない気配を感じ取っているのだろう。

「ミキサーから段ボール詰めまでが一つに繋つながっている長い工程なのよ？　新ラインの生産オペレーターは熟練パートさんたちにお願いするとしても、トラブルは発生すると思って動いていくべきでしょうね」
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　凛藤主査は警戒を促し、気を緩めそうな社員たちを引き締めた。

「新ラインの準備のために貴方あなたたちには残業をお願いしてきたけれど、新ラインが落ち着く六月いっぱいまでは引き続き協力してくれるとありがたいわ」

　そして律儀にも直属の部下に頭を下げた。

　この人自身、現在の労働環境では若者の離職率が下がらず、残った社員に負担が圧のし掛かる現状を改善したいと思っているのだろう。

「はい、凛藤主査！　自分、質問いいっすか？」

　お調子者の野の上がみが手を挙げる。

「なにかしら？」

「ショコラブルと『リアナイ』がコラボするっていう噂うわさ、マジっすか？」

　野上が言うコラボの件は初耳だった。

　それに、なんだか聞き覚えのあるグループ名のような……？

「ええ、本当よ。れ、れあ、りあじゅう……ないんてぃーないん？　確かそんな名前のアイドルグループ」

「リアナイは Rea[image: ほし]lize19 の略ですよ！　凛藤主査……もしかして知らないんですか!?」

「なに？　知らないとダメなの？　義務教育で習うの？　大学で専攻するの？」

　かちんときたらしい凛藤主査が子供っぽい反論をかます。

　意外と意地っ張りな一面もあるのね。

「いえ、悪くないっす！　若者に人気のグループなので凛藤主査が知らないのも無理はないっていうか！」

「悪かったわね、流行に疎い二十七歳のおばさんで」

「凛藤主査って二十七だったんすか!?　全然若いっすよ！　てか、その年齢で管理職ってすげーっ！　スーパーエリートじゃないっすかぁーっ」

「うるっせぇなぁ。黙れ、野上ぃ」

「ういっす。さーせん」

　むっとした凛藤主査に巻き舌で一喝される高卒三年目という構図、他人ひと事ごとなのでおもしろい。あと、凛藤主査の年齢を初めて知った。俺と三つくらいしか変わらん。

「りーちゃんは仕事のことばかり考えてるから、そういうのに興味ないんだよねぇ」

「島崎班長、余計なことは言わなくていいの」

　凛藤主査を「りーちゃん」と呼ぶのは、おっとり美人の島崎班長。

　この人は凛藤班の班長で、その役職を示す一本線が帽子に入っている。

「みんな～仕事人間のりーちゃんに楽しそうなものを布教してあげてねぇ」

「無趣味なんじゃなくて時間がないの！　あと会社でりーちゃんって言わないで！」

　島崎班長と凛藤主査は同い年らしく、友人のような親しい絡みは癒いやされるものの、周りの目を気にする凛藤主査は嫌がっているようだ。

「りあれいず？　らいんてぃー？　……とかなんとかとコラボしたショコラブルが期間限定で発売するの。ウチでも来週から生産するんだけれど、従来品と異なるのはパッケージの包材だけだから身構える必要はないわ」

　凛藤主査は引き出しから包材のサンプルを引き抜き、俺たちに見えるように掲げた。

「ぐふっ……げほっ！」

「大野くん、大丈夫？　風邪なら医務室に行きなさい」

「いえ、なんでもないです……」

　不意を突かれ、思わず咳せき込んでしまう……。

「あーっ！　カナタン仕様のショコラブルじゃないっすかーっ！」

　野上のテンションが急上昇していた。

　コラボ仕様の包材には衣装姿の小こ犬いぬ沢ざわ彼方が印刷されており、応募券を集めると推しのグッズが抽選でもらえるとか。

　背筋を走る緊張で妙にドキドキするというか……彼方の存在が世の中に知れ渡っているような反応には未いまだに慣れない。

　それに、恋人の顔を私生活のあちこちで見かけるのも不思議な感覚だ。

「まあ、カナタンも悪くないけど僕の最推しはブッキーだからなー。ブッキー仕様のショコラブルを自力で集めよーっと」

「うわ～、野上くんってこういうの詳しいんだぁ。アイドルオタクくん？」

「へへっ、そうっすね！　浦うら学がくの野球部では補欠でしたけど、ブッキーを推す気持ちは甲子園よりも熱いっていうか誰にも譲れないって感じっすかね！」

　無意味な浦学野球部アピールは欠かさないドルオタ野上。

　島崎班長に構ってもらえた幸運で声音を弾ませ、ブッキーとやらを語り始めた。

　ブッキーは初代センターだったが、前回のシングル曲から彼方にセンターの座を奪われた現ナンバー２……などと専門家の野上氏は饒じよう舌ぜつに語る。

　くだらねえ、と思って俺は聞き流していたのだが、

「ブッキーは人気ランク二位に甘んじてますが、次はカナタンじゃなくてブッキーが一位になるっすよ！　だって、ブッキーのほうが可愛いっすから！」

　あ？　聞き捨てならない言葉が聞こえたな。

「ブッキーとやらは知らねえけど、小犬沢彼方のほうが圧倒的に可愛いだろ」

「えぇ……？　大野さんもアイドルオタクだったんすか!?」

「……いや、よく知らんけど。包材に印刷されてる主要メンバーを見た感じでは小犬沢彼方が別格だと思っただけだ」

「大野さん……見る目ないっす。妹のような愛らしさを持つブッキーしかありえないっすよ!?　僕は兄になりたいんですよ！」

「小犬みたいな構ってちゃんの小犬沢彼方が最高に可愛いんだよ！　あいつがセンターに最も相応ふさわしいだろうが！」

「どうして小犬みたいな構ってちゃんってわかるんすか!?　カナタンは大人っぽくて物静かな清せい楚そキャラなのに！」

　うわっ……口を滑らせた……！

　というより、朝の会議室で究極にくだらない論争を交わしていたものだから──

「そこのバカ二人、会議中。ここから叩たたき出されたいの？」

　プチ怒りモードの凛藤主査が机を叩いた音で我に返り、バカ二人はしゅんと意気消沈して背中を丸める。

　推しアイドルで白熱するとか、めっちゃ恥ずかしい。大野一いち郎ろうはこんなキャラじゃないのに……彼女の彼方を贔屓ひいきしたい衝動が抑えきれなかった。

　営業部ではこんな醜態を晒さらさなかったから余計にバツが悪いんだよ。

「カナタンだのブッキーだの、私がわからない話はやめて」

　……そこでキレたのか。

　この管理職、意外と子供染みていて可愛かわいらしいのでは？

「貴方たち、ずいぶんとアイドルには詳しいのね。仕事のことも詳しく語ってくれると助かるのだけれど」

「すみません、反省します」

「はあ……私の部下はバカばっかり」

　凛藤主査の呆あきれたような苦言に平謝りしかできねえ。

「りーちゃんの班は出世とか競争とか、そういうのからはかけ離れてるよねぇ」

「島崎……一ひと括くくりにしないで。私は本社に返り咲くつもりよ」

「俺もいずれ営業部に戻ります」

「貴方は私の後継としてここに残りなさい」

「絶対に嫌ですよ。三交代をずっと続けるの無理だし、現場のシフトマネージャーなんて残業代も出ないうえに働き方が相当ブラックじゃないですか」

「出向組の末路にはお似合いだと思わないかしら？」

「それはお互い様ですって」

「私が大野くんを引き取った理由がようやくお分かり？」

「大変性格が悪い上司ですね」

「それを本人の前で正直に言うからこんなところに飛ばされるのよ」

　凛藤主査の後継とか勘弁してほしい。

　この人、俺よりも出勤が早くて退勤は遅いからな。

　凛藤班の賑にぎやかな朝にいつもながら戸惑いつつ、再び引き締まった朝の会議は本題へと戻っていった。

「このグループとコラボした他メーカーの商品はかなり売れたらしいの。グッズの応募券がついたショコラブルも買い占めが予想されるから、発売と同時に全国的な品薄が生じかねない……つまらないトラブルや人員不足で生産ラインを止めるわけにはいかないわ」

「人気商品の品切れは会社の損害にしかならないですからね」

「そんなことをやらかしたら生産二課の評価もだだ下がり。私を含めた管理職も人事異動で左遷されるかもしれないし、私の下で新ラインの立ち上げに関わっていた大野くんが営業部に返り咲くなんて絵空事になるの」

「はっは、冗談にしては笑えないです」

「冗談を言ってるような顔に見えるかしら？」

「部下を困らせるのが大好きそうな顔に見えますね」

　俺の生意気な軽口がツボったらしい島崎班長と野上が笑いを吹き出したが、凛藤主査に睨にらまれた瞬間とぼけた顔に切り替わった。

「こいぬまるかなえ……？　とやらの宣伝効果でメーカーの工場はどこも大忙しなのよ。この小娘のどこがそんなに良いのか理解不能だけれどもね」

「こいぬざわかなた、です。ちゃんと覚えておいてください」

「さっきからやけに反応するけど、大野くん……この子のファンなの？」

「違いますけど？　他人の間違いが気になってしまう捻ひねくれた性格なだけですけど？」

「大野くんは、こいぬまるのファン。忘れないように覚えておくわね」

「こいぬざわ、のほうを忘れずに覚えてください。あとファンじゃないですから」

　我ながら頑固なのでスルーできず、うっかりボロが出てしまいそうになる……。

　ともかく本題。

　会議では各社員から旧ラインや新ラインについての専門用語が飛び交っていたが、今後二～三週間ほどは忙しさが増すという空気は色濃い。

　新ラインの稼働によって倍以上の人員が必要になる今、大勢の従業員を指揮する少数の社員が有休を気軽に取得できる雰囲気は欠片かけらもなかった。

　東京へ戻るためには上司に気に入られるのが手っ取り早く、ここで新ライン立ち上げの中心として尽力できれば大きな実績にも繋つながる。

「夏はチョコ菓子よりアイスが圧倒的に売れるので、この六月を乗り越えれば繁忙期も少しは落ち着いてくるわ。疲れも溜たまってくるころだと思うけれど、今日も安全第一でいきましょう」

　凛藤主査の労ねぎらいで社員だけの会議は締め括くくられ、パートや期間工を交えた朝礼へと向かうために皆が会議室をあとにした。

　彼方の誕生日……会えるのだろうか。

　それだけが異物のように引っ掛かり、胸の奥底に鈍痛を生じさせた。

　その日だけは、せめて定時で帰ることができたら──




「新しいパートさんが今日から勤務開始なの。このあとの朝礼に参加するよう伝えてあるから大野くんが面倒見てあげて」

　朝礼へと向かう工場内の道中、やや前を歩いていた凛藤主査にそう頼まれる。

「新しいパートさんの教育はベテランパートさんの役割なのでは？」

「ベテランパートさんたちは新ラインの稼働テストで手一杯なのよ。熟練の人は予期せぬトラブルにもすぐ気づけるし、私たち社員が知らないことも知ってるからね」

「それだと旧ラインの戦力が大幅に減るじゃないですか」

「だから旧ラインの全体を見ている貴方あなたが使いやすい戦力を育てていくの」

　なるほど、そうきたか。

「大野くん、営業部時代を含めて後輩とか部下を育てた経験ないでしょ？」

「ないです」

「たまには定時で帰りたいわよね？」

「たまには……そうですね」

「貴方が有能だとしても全ラインを一人では絶対に仕切れない。もし〝自分が少しばかりラクをしたいなら〟ちゃんと人を育てながら適材適所で使ってみせなさい」

　凛藤主査は助言らしきものを放り投げる。

「補佐役として俺を育てているのは自分がラクをするためですか？」

「そうね。私が抱える仕事の一部を貴方に割り振っているおかげで、十五分くらいは早く帰れるようになったわ」

　純粋に褒められているのかはわからない。

　たったの十五分だけ。工場の社員としては新米であり、この人を十五分早く退勤させる程度の貢献しかできていないということ。

「新しいパートさんのお世話、お願いね」

　正直、自分の抱えている業務だけで手一杯だが、仕事の評価に関わるとしたら無下に断るわけにもいかず、大人しく「わかりました」と返事しておいた。

　凛藤主査は仕事もできるし、部下の面倒見もなんだかんだで悪くない。

　なぜ本社から飛ばされてきたのか多少は気になったものの、本人に直接聞くほど強い興味があるわけでもなかった。

「大野くん」

「はい？」

「指差し確認」

「ヨシ」

　……反射的に「ヨシ」と答えてしまった。

「すっかり工場に染まったのね」

「毎日のように指差し確認をやっていれば染みつきますよ」

「それじゃあ、今日の朝礼でもパートさんの前で指差し確認の掛け声を頼もうかしら」

「普通に恥ずかしいんで嫌です」

「管理職の命令だから平社員に拒否権はないのよ」

「もしかしてパワハラで飛ばされてきたんですか？」

「心外ね。こんなにも部下思いなのに」

　凛藤主査の表情はマスクで読めないけれど、やや弾んだ声音から察するに部下を手玉に取って楽しんでいる気がする。

　さっさと先を歩いていく凛藤主査を追いかけ、今日も仕事だらけの海へと沈む。

　ああ、一週間分の疲労が溜まっているんだろうか。

　凛藤班が朝礼を行うスペース。

　七時から勤務開始の従業員が十数人ほど集まる中には、ここにいるはずのない人物が紛れ込んでおり、パートさんたちと談笑していた。

　我が目を疑う挙動不審な俺と目が合った途端、パート用の作業服を着たそいつは笑顔で近づいてくる。

　そんな幻覚が見えてしまうほど疲れ──

「大野さんじゃないですかぁ～～っ！　おはようございま～～すっ！」

　朝っぱらからテンションがバカ高い幻聴も聞こえる。

「もしかして……わたしのこと見えてない？　わたしは幽霊だった!?」

　露骨に目を逸そらした俺の視界に意地でも入り込もうとしてくる謎のパートタイマー。

　俺は無反応を装い、定位置である隅っこのほうに棒立ちしていたのだが、

「こんなところで会えるとは運命ですなぁ。うんうん」

　しれっと肩を並べてくる。

　サインペンで【猫ねこ平ひら】と書かれた布が上着の左胸に縫いつけられた人物の幻影……いくら目を擦こすっても消えてくれない。

　俺以外の人は普通にお喋しやべりしていた事実を受け入れなきゃいけないようだ。

「少し嫌そうな顔してますねっ！」

「めちゃくちゃ嫌そうな顔だ。職場にお前がいるなんて予想外にもほどがあるんだよ」

「パートさんを募集してるって言ったのは大野さんじゃないですかぁ」

「まさか本気で応募してくるとは思わなかった。行動も早すぎるだろ……」

「へっへっへ、わたしは常に予想外で退屈知らずな人生を歩んでいるので！」

　こいつのアホみたいな言動はどうでもいいが、こうして馴なれ馴なれしく話しかけてくるもんだから周囲の視線がこちらへ一点集中している。

「大野さん！　こんな女子高生と仲良しだなんて聞いてないっすよぉ！」

「人生経験に満ちた島崎お姉さんはこう推理する……大野くんの元カノでしょお？」

　はあ、だっるい。

　野上＆島崎班長が興味本位の眼まな差ざしを向けてくるし、若者の色恋沙汰と勘違いしたパートのおばさんたちもノラ子に質問攻めした。

　ノラ子のコミュ力、半端ねえな。せいぜい数分ほど雑談しただけだろうに、二ヵ月ほど在籍している俺よりも職場に溶け込んでやがる。

「貴方たち、やっぱり知り合いだったのね」

　従業員の大半がザワつく一方、凛藤主査は知っていたかのような口ぶりだった。

「凛藤主査の企たくらみですか？　部下を困らせて楽しむ趣味があるとか？」

「そんな歪ゆがんだ趣味はないわ。新ラインの稼働で不足するパートの人員を増やしたかったところに、彼女が求人で応募してきてくれたの。昼勤なら高校生でも雇えるし猫の手も借りたいような状況だから、私が面接して即採用したわ」

「わたしが猫平だけに猫の手も借りたい感じですね！　うまいっ！」

　自画自賛するノラ子はスルーしとこ。

「この子が『大野さんと同じ場所で働きたい』って言ってたの。仲良しの知り合いがいる環境のほうが長続きすると思ったんだけれど、何か問題あるかしら？」

「問題……はないですけど！」

「元カノ、なんでしょう？」

「誰が、誰の？」

「猫平さんが、大野くんの」

「断固として違いますが」

　迷惑すぎる思い込みを食い気味に否定した。

「にゃーん♪」

　あざとい鳴き声を漏らし、にっこりと微笑むノラ子の態度で察する。

　こいつが面白がって凛藤主査に変な冗談を吹き込んだのだろう。

「大野さん……そういえば彼女がいるって言ってたっす！　元カノじゃないってことは女子高生の今カノ……下手したら捕まる案件じゃないっすか!?」

「私がうっかり口を滑らしたばかりに、有能な部下を失ってしまうわね」

　面倒な方向へ話題が逸れてしまった。

「ノラ……猫平も否定してくれよ」

「むん♪」

　むん、じゃねえんだよ。

　肯定も否定もしないノラ子は意味深な笑顔のままなので余計に怪しまれる。

「行きつけのコンビニで猫平がバイトしてるってだけなんです」

「貴方が捕まると社員の穴埋めができなくて困るの。この件は揉もみ消しておくわ」

「俺の彼女はもっと可愛いので。頭もめっちゃ良いので」

「はい、無駄なお喋りはおしまい。さっさと朝礼を始めるわよ」

「ちょ、凛藤主査……」

　焦りまくる俺の制止を無視した凛藤主査が従業員の前に立ち、今日の生産スケジュールや伝達事項などを話し始めた。

　呆あきれ交じりの眼差しでノラ子のほうを凝視すると、向こうは舌をぺろりと出す。

「猫平さんには包装に入ってもらうから、あとはよろしくお願いするわ」

「俺に面倒を見てほしいパートさんって……？」

「そう、猫平さん。知り合いならちょうどいいじゃない」

「無理っす」

「これは独り言だけれど、新人への教育や気配りも社員の評価項目としては重要なの」

「はい、喜んで引き受けますよ」

　ものすごく気が重い。

　恋人の練習と称したパパ活の誘いも未いまだに引っ掛かるし、バイトの掛け持ちに加えて菓子工場でのパートも始めるときたもんだ。

「大野さーん、よろしくお願いしまーすっ！　なめらかプリンを扱うように優しく教えてく・だ・さ・い・ね？」

「うっさ」

「はい、高圧的な社員によるパートいじめ～。上から目線のパワハラ～」

「めんどくさっ」

　なんなんだろう、こいつ。

　彼方以外の他人にあまり興味はなかったのに、最近は猫平桃もも子こという女子高生に翻弄されっぱなしだった。

　こいつのことを考えない日がないくらいに、は。
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　土曜なので学校がないノラ子はフルタイムのシフトだった。

　休日出勤は強制ではない。凛藤主査や島崎班長が数名の従業員にお願いをし、ラインを動かせそうな最低限の人数を確保する。

　現在は新ラインの準備や稼働テストに人員が割かれ、手薄になった旧ラインの包装は島崎班長と俺が責任を持って管理することが多い。

　旧ラインの包装機が密集するエリア。

　声を張らないと会話が成り立たないほどの機械音に包まれつつ、夜勤の班長と引き継ぎした直後の島崎班長のもとへ。

「今日は島崎班長が化粧箱と段ボールの担当ですか？」

「そだよー。ここは自由に動きやすいから、何かあったときに対応しやすいんだー」

「本来はパートさんが入る位置ですよね？」

「残念ながら今回の休日出勤は参加者が少なくてねー。班長や主任も浮いてる余裕がなくてオペレーターに入らないとラインを回せないんだー」

　基本的に班長以上の役職は浮いているほうがいい。

　ぼっちという意味ではなく、この工場では生産ラインに入らずに全体を見渡せる状態を「浮く」と称し、トラブル対応などで迅速に動きやすくなる。

　機械の操作や包材の交換に追われ、持ち場から離れにくいオペレーターに班長クラスを組み込むのは得策ではない。

「島崎班長を浮かせるために猫平をここへ入れたいんですけど」

「猫平さんをー？　ああー、初心者にはいいかもねー」

「それじゃあ猫平を連れてきます。島崎班長があいつに仕事を教えてあげ──」

　ノラ子の世話を島崎班長に丸投げしようとした瞬間……遠距離から悍おぞましい圧力を帯びた視線が！

　隣接した新ラインの奥地に潜む凛藤主査だ。

　悪い目つきを光らせながら俺のほうを睨にらみ「てめえが仕事を教えてあげろって言っただろうが、ふざけたことしてんじゃねぇぞ」という乱暴な声が聞こえてきそう。

「……猫平には俺が教えるので、島崎班長はラインリーダーをお願いできますか？」

「ふふっ、そうしようかー。猫平さんの教育は大野くんにお任せしようー」

　島崎班長も上司の圧力ビームを察したらしく、苦笑しながら仕事を引き受けた。

「三番包装機の印字エラーは技術係に報告して調整中、気づくのが早かったので印字無しはパレタイザーまで流れていません。念のため該当の時間帯に生産された製品の一部を解体しましたがピローの印字は正常でした。包材、カートン、トレーも通路に準備してあるのでオペレーターさんに配っておいてください」

「さーすが大野くん、いつも助かるー♪」

　島崎班長へ簡潔に引き継ぎ、手招きしてノラ子を呼ぶ。

「何言ってるのかイミフでしたけど、エリート社員っぽいオーラだけはありますねぇ」

「凛藤主査にみっちり鍛えられたから野上よりは優秀だぞ」

　野良猫のように軽快な足取りで歩み寄ってきたノラ子へ、まずは主力商品のショコラブルを扱うＣＬラインの流れを説明した。

　成型エリアで混ぜられた生地がオーブンで焼かれ、エンローバー室でチョコが塗られた大量のショコラブルが包装エリアにコンベヤで流れてくる。

　包装機によってピロー包装されたショコラブルは店頭で見慣れた状態になるのだが、小売店へ出荷するので化粧箱と段ボール箱に詰めるのだ。

「ショコラブルを化粧箱と段ボール箱に詰める作業は、箱詰め機が自動でしてくれる。ノラ子は箱詰め機に化粧箱と段ボール箱を補充しながら、箱詰め機がトラブルを起こしたらすぐに原因を特定して対処するだけだ」

　俺は口頭で説明しつつ、稼働中の箱詰め機に化粧箱と段ボール箱をセットしてみせた。

「ほーん、簡単そうですねぇ」

「ここは誰でもできる仕事だな。そんなにヒマでもないけど」

「えっ？　のんびり系っぽいのに？　ヒマそうにしか見えないんですけど？」

「いずれわかる」

　菓子を高速で包み続ける包装機のパートさんが忙せわしなく作業しているのに比べ、こっちは六個入りカートンがゆっくり箱詰めされ、パレタイザーへ降りていくだけ。

「一時間に一回、サンプルを横取りして検査な。賞味期限が印字されてるか、日付は正しいか、箱詰めしたときの糊のり付づけは問題ないか……とか、チェックリストに印をつけていって、異常があればすぐ社員に報告してくれ」

「ふむふむ」

　意外にもノラ子はメモを取り始めた。

　中には覚えが悪いくせにメモを怠り、教えたことを翌日には忘れるような人も珍しくないので……ちょっとだけ感心してしまった。

「ちょっと～なんですかぁ？　ねっとり視線が熱烈に刺さるんですけどぉ」

「お前、フツーに真面目なのな」

「今さら気づくとか遅すぎなんですけどぉ。どう見ても真面目じゃないですかぁ」

「どう見ても不真面目な顔してるだろ」

「人を見かけで判断するインテリ眼鏡には困りましたねぇ」

「俺を見かけで判断するなよ」

　既視感のある掛け合いはさておき、仕事の説明を続ける。

　ノラ子は間抜けな返事をしつつもメモを取り続けていた。

　ある程度は真面目じゃないとバイトの掛け持ちも続かないかもしれないが、あの夜晒さらしてきた挑発的で危うい表情も脳裏をチラつく。

　わからない。どちらが本当のノラ子なんだろうか。

　こいつは、パパ活を日常的に──

「……のさん……大野さーん！」

「あ、えっ、なに？」

「箱詰め機、止まっちゃってません？」

　ノラ子に何度も呼ばれ、ようやくアラームが鳴っていることに気づく。

　機械の中で箱が折れずに潰れてしまい、自動停止をしていたのだ。

「……こういうトラブルの直しかたを教えるから、よく見ておけよ」

「なーんか澄ました顔を取り繕ってますけど、ボケっとしてませんでした？」

「してない」

「いーや、ボケっとしてましたぁ。なにやら別のことを考えてましたぁ」

「自慢の彼女のことを考えてたんだよ」

「惚のろ気けきもっ！　職場に恋愛は持ち込まないでくださーい」

　……らしくないな。

　こいつの行動に疑問符が生じ、顔を見るたびに意識が掻かき乱されている。

　アラームは鳴なり止やまない。

　箱詰め機に手を突っ込み、潰れたカートンや化粧箱を取り除いて原点復帰させようとしても、なぜか作動しない。

　この程度のトラブルも直せないとか、だっせえ。

　教える立場のくせにノラ子の前で醜態を晒してしまうなんて。

「大野くん、だいじょうぶー？　手助けするー？」

　ラインの停止を案じた島崎班長が様子を見にきたらしい。

「いや、問題なく復旧させたはずなんですけど……動かなくて」

　箱詰め機をまじまじと見つめる島崎班長は「どれどれー？」と首を傾かしげながらも原因を探し、とあるボタンを回しながら引く。

　班長の指がスタートボタンを押すと……箱詰め機は再び正常に動き出した。

「緊急停止エマージエンシーボタン、押しっぱなしだったよー」

　にこやかに指摘される。

　機械の内部に手を突っ込む場合、万が一の事故に備えて緊急停止ボタンを押すようにマニュアルで決められており、俺も無意識に押していた。

　稼働を再開させるときに緊急停止を解除しなければ動くわけもない。

「ミスをして狼狽うろたえる大野くん、初めて見たかもー」

　去り際の島崎班長にフォローされ、何事もなかったかのように機械音が響き始めた。

　ここに来た当初でもこんな初歩的ミスはしなかったのに。

「どうかしましたぁ？　悩みごとなら有料で相談にのりますよっ？」

「仕事に集中できねえんだよ」

「はえぇ～、どうしてでしょう？」

「わからないからな。ノラ子の思惑が……こんなところで働き始めてさ」

「わからなくはないでしょ～～っ！　ここはシンプルに時給が高いんですよ！」

　はしゃぐノラ子。社員なので時給がいくらなのかは知らないものの、コンビニやファストフード店よりは稼げそうな気はする。

「あとはショコラブル食べ放題で～、ショコラ製菓のお菓子を格安で買えて～、社内食堂もめっちゃ安いらしくて～」

　もっともらしい理由を羅列していくノラ子だが、

「……あとは、仲良しの大野さんがいるから、とか？」

　そういうのが反応に困る。

　大人をからかって遊んでいるだけ、にしてはそろそろ笑えない。

「ねえー、そっちは平和かなー？」

　中身が入った段ボール箱が山積みのパレットをハンドリフトで運んできた島崎班長。

「新ラインのトレー充じゆう填てん機きが不調でねー、横取り品が溜たまってるのー」

「了解です。俺と猫平で詰めときます」

「助かるー。ワタシも余裕ができたら手伝うからー」

　申し訳なさそうに両手を合わせた島崎班長は忙しなく去っていった。

　積み重なった段ボール箱の一つを抱えた俺が満杯の中身を作業台へ放り出すと、包装済みのショコラブルがテーブルを埋め尽くした。

「猫の手も借りたい状況になったから手を貸してくれ」

「猫平桃子の手はお高いですよぉ？　もちろん手当はもらえますよねっ？」

「もらえねーから。時給の範囲内だ」

「はぁ～～、やる気がなくなるぅ」

　ノラ子と絡むようになって薄々ながらも理解してきた。

　こいつの行動原理やモチベーションは、なによりもお金だ。

「包装されたショコラブルは自動でトレーに充填されるんだが、テスト稼働中の新ラインはトレー充填機が不調なんだよ。だからショコラブルを横取り……つまり、充填機の調子が戻るまではコンベヤを開けて段ボール箱へ次々と落としてるんだ」

「もしかして、それを人間の手でトレーに詰めるんですかっ？」

「それが〝手詰め〟っていう作業。浮いてたりヒマそうな人にやってもらうから」

「ええ……地味にダルーい作業なのではぁ？」

「言っただろ？　そんなにヒマでもないって」

　あからさまに怠だるい顔をするノラ子だったが、数えきれない量のショコラブルを一つずつトレーに詰め始めた。

　全ラインの横取り品を手詰めしつつ、化粧箱と段ボール箱を補充し、検査をしながらトラブルに対応……箱詰め機の担当は簡単だけど地味に忙しいのである。

　よく考えると奇妙なものだ。

　土曜の休日出勤、肩を並べた俺とノラ子がショコラブルをひたすら手詰めするという謎の時間が生まれたのだから。

「社会人と女子高生が二人っきりですねぇ」

「うっせ」

「社員とパートさんの恋愛ってあるんですかぁ？」

「いいから黙ってやれ」

　ノラ子はねっとりと囁ささやいてきたが、俺は素っ気ない返事をしながら手詰めに没頭する。

　あの夜の出来事を過度に意識させられてしまわないように。

「大野さんが何を思っているのか……当ててあげましょうか？」

「やってみろよ」

「こいつは真面目なのか不真面目なのか……どっちなんだろう、みたいな心境です？」

　当たらずとも遠からず、だった。

　自分の心拍数が少しずつ上がっているのがわかる。

「わたしのほうが速いですねっ♪」

「は？」

　ショコラブルが詰められたトレーはノラ子のほうが高く積まれていた。

　生産二課では手詰めの速さが序列に繋つながると言っても過言ではない（過言）。

　煽あおられるのも癪しやくなので本気を出し、ノラ子が積んだトレーの塔よりも遥はるかに高い塔を一瞬で作ってやった。

「負けず嫌いなんですねっ！　可愛いところもあるじゃないですかぁ～」

「……昔っからな」

　意地悪な笑顔のノラ子を尻目に、山盛りのショコラブルを黙々と手詰めしていく。

　こんな女子高生に翻弄され、思考を掻き乱されて……馬鹿みたいだ。

「うっ……」

　自分の口から情けない声が漏れる。

　ショコラブルを拾うために何気なく差し出した手が、同じ行動をしていたノラ子の手と偶然ながら触れ合ってしまったから。

　くっそ……こそばゆい空気が苦手なんだよ。

　咄とつ嗟さに手を引こうとしたが──

「……だーめ」

　何を思ったのか。

　ノラ子に手の甲を掴つかまれ、覆おおい被かぶせるように握られてしまう。

「何やってんだ……！」

「誰も気づいてませんよぉ」

　休日出勤で普段よりも人が少ないうえ、目が届く範囲の従業員は包装機やコンベヤなどの遮蔽物に囲まれている。普通の話し声など機械音やエアーの音に上書きされ、俺たちの声など誰にも聞こえない。

「あのとき、彼女さんともこうやって手を繋いでましたよね？」

　あのとき、とは四月の記憶。

　駅のホームで彼方と一緒にいた映像が瞬時に蘇よみがえる。

「ちゃんと握り返してみてください」

「どうして……？」

「彼女さんは握り返してほしかったと思いますよ。一方的に握ってるだけでは寂しいし、不安になります」

「そんなこと……」

「わたしが彼女だったら、すごく不安になってますよ」

「…………」

「この人はわたしを本当に愛しているのか、って」

　巧妙に隠していた後ろめたさを容赦なく突き刺し、ぐりぐりと抉えぐってくるような言葉を囁かれ続ける。やめてはくれない。

「お前に……あいつの何がわかるんだよ」

「だったら、わたしの手を振り解ほどいてください」

　振り……払えない。

「女の子に慣れていないから、好意に対しての返事がわからないから……違いますか？」

「……違う」

　違わない。

「女の子の喜ばせかたがわからないなら、今から覚えればいいじゃないですか」

　僅かに腕が震える。

　彼女じゃない女の体温が自分の手を覆っている。

「彼女さんにやってあげたいこと、わたし相手に練習しちゃいましょ？」

「お前の目的は──」

「お金ですよ、お金。わたしが求める見返りはそれだけです」

　ノラ子の指が、俺の指を優しく撫なでる。

　ここは職場であり勤務中にも拘かかわらず、人目を盗んだ交渉の持ちかけ。

　思考が澱よどみ、鈍る。

「今の大野さん、唐突に別れを告げられても不思議じゃないですよ」

「……仕事中だ。黙ってろ」

　こう言い返すのが精いっぱいなのを悟られてはいけない。

「わたしが大野さんの彼女だったら絶対に別れますね」

「……うぜぇ」

「多忙でのすれ違い、相手からの愛情が感じられない、自分はこんなにも好きなのに相手の気持ちはわからない」

　減らず口を叩たたき潰つぶせない。

　剥むき出しの薄皮を執しつ拗ように擽くすぐられている感覚から抜け出せない。

「素直じゃない？　そんなのは優しい彼女さんに甘えてるだけ。言葉や態度で表してくれないから、小さな溝が生まれてくるんです」

　イッチーは素直じゃない。

　最近のイッチーは仕事の話ばかり。

　今度こそ会いたいね。

　彼方の声が次々と反響し、脳内を通り過ぎていった。

「小さな溝は気づかないうちに大きく深くなって……いずれ修復できなくなりますよ」

　俺の手は静止させられていた。

　彼女じゃない女子高生の手を握り返すはずがない。彼女の手すら自分から握ろうとしたことがないやつが……他の女子の手を握れるはずがない。

「人間は慣れるんです。最初は不器用で臆病で恥ずかしいことでも、実際に経験すれば人生の一部として身近になっていく」

「慣れさえすれば、俺は彼氏らしく振舞えるのか？」

「そう、女の子に慣れましょう。たくさんお喋しやべりして、恋人の真似まね事ごとをして、彼女さんが不安を抱かない立派な彼氏になる手助けができれば幸いです」

　彼方に出会うまでは女子との交流や恋愛を避けてきた。

　いろいろあって付き合い始めてからも、高校生のうちにアイドルデビューした彼方との恋人らしい時間は限られていた。

　どうすればいいのかわからない。

　でも、ノラ子は……猫平桃子は教えてくれるのか。

　次に会えるかもしれないのは来週、彼方の誕生日。

　返したい。

　今まで彼方に愛してもらっていたぶんを……いや、それ以上を。

　取られたくないんだ。

「他の誰にも……あいつを」

　ノラ子の手を即座に振り解けない時点で、すでに結論は出ていたのかもしれない。

「誰かに取られてから後悔しても遅いですよ？」

「…………」

「今日は一緒に帰りましょ？　ねっ？」

　この誘いは恋人の練習の入り口。

　俺は断ることができず、ただ押し黙ることで受け入れの意思を示す。

　仕方なく、という建前を守るために。

「これは浮気じゃありません。わたしのバイトに付き合ってもらうだけ、ですから♪」

　自然に手を離したノラ子は箱詰め機に近づいていく。

「さーてサボっている場合じゃないですよ！　給料分の仕事をしないとっ！」

　湿っぽく囁ささやきかけてきたノラ子はどこへ消えたのか。

　陽気なバイトＪＫの表情に切り替わり、化粧箱をせっせと補充していた。

　これは浮気じゃない。

　たった一週間限定の練習。

　恋人じゃない顔見知りと恋人の真似事をするだけなんだから。

　そう自分に言い聞かせる心の声が煩うるさくて、いつもは耳障りな機械トラブルの警告音アラームがよく聞こえなかった。
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　休日出勤は大きなトラブルもなく、ほぼ残業なしで退勤した。

　凛藤主査はデスクワークを片付けるために会議室に残っていたが、こんな平和な日くらいは早く帰ればいいのに、と思う。

　ロッカールームで駄だ弁べる野上や他の社員には目もくれず、さっさと私服に着替えて工場の正門に向かうと、

「大野センパーイ！　いっしょにかーえりーましょ！」

　やっぱりいた。

　ノラ子の待ち伏せ……というよりは待ち合わせ。

　女子と一緒に帰るなんて学生のときに彼方と通学路を歩いて以来かもしれない。

「先輩っていうのやめろ」

「健けな気げな後輩の女子と待ち合わせて一緒に帰るシチュって憧れません？」

「健気な後輩の女子がどこにもいません」

「素直じゃないなぁ～、イッチー」

「やめろ、気持ち悪い」

　俺と彼方のやり取りを盗み見ていたノラ子は、あいつの喋りかたを真似してくる。

「わたし、今は大野さんの彼女なんですけど？」

「ぐっ……」

「今日から一週間は恋人の練習期間ですよね？　だったら彼氏らしくしてくださいよぉ」

「それができれば苦労してねえんだよ……」

　ノラ子は挑発的な疑問符で搦からめ捕とってくる。

　彼方とは人目を避けながら密会していたので、学生カップルがやりがちな定番のイベントも圧倒的に経験不足である。

　ちょっとだけ憧れていた。

　しかし俺と彼方の関係では叶かなわなかったし、現在も無理だ。

「えへへ～、大野さーん！」

　正門周辺の人目を嫌い、帰路のほうへ歩き出した俺の横にぴたりとくっついてくるノラ子。二人が歩を進めるたび、お互いの肩と肩が触れ合う距離だ。

「まずは彼女さんからベタベタされても恥ずかしがらずに堂々と振舞う。そんな彼氏メンタルを会得していきましょーっ！」

「彼氏メンタル……か」

　初歩的なレッスン感を演出するノラ子。

　身体からだがふわふわと浮き上がる感覚に包まれ、不安定な視線がノラ子から逃げてしまう。

「他の社員やパートさんに指示を出す勇ましい姿とは違って、プライベートで女子と二人きりになるとオドオドしますよねぇ」

「……バカ言え。コンビニで話してるときと変わらないだろ」

「今はコンビニ店員とお客さんの関係じゃないですから～」

　……調子に乗ったノラ子が腕を絡めてくる。

　咄とつ嗟さに周囲を見渡してみるが会社の知り合いはいない。

　自分の二の腕に衣服越しの体温が浸透し、柔らかい感触に沈んでいった。

　こいつ……女子高生にしては意外と大きい。

　少なくとも彼方よりは──

「大きいとか小さい……みたいなこと、考えてました？」

　低い声音を吹きかけられると、ぞくりとした痺しびれが生じる。

「彼女のほうが柔らかいなって思っただけ」

「柔らかい？　わたしは身長の話だと思ってたんですけどぉ、大野さんは何を考えていたんですかぁ？」

「……もちろん身長の話だよ」

「身長が柔らかいって表現はおかしくないですかぁ？　ねえ～？」

　ぐいぐいと胸元を押しつけてきたノラ子が楽しそうにからかってくる。

　身体の熱や肌の柔らかさ、鼻を撫でる甘ったるい香り、近距離で語り掛けてくる女の子の小声と吐息……それらを感じ続ける右半身がノラ子に支配されていきそうだ。

「あの彼女さんよりわたしのほうがここも大きいでしょー？　触ってみます？」

　ノラ子が胸元を強調し、横を歩く俺の瞳をじっと見据える。

　上着に包まれた胸部の膨らみを見れば、触らなくても彼方以上だとわかった。

「それは五万円の中に含まれてるのか？」

「女子高生の胸を触るなんて別料金に決まってるじゃないですか～～っ！」

「……全然、まったく、これっぽっちも、微み塵じんも興味ないが……ちなみにいくら？」

「大野さんなら……そうですねぇ。仲良しなので特別に三十万円で検討しますよっ！」

　乾いた笑いしか出ない。

「彼女なら無料だろ」

「彼女の真似事、ですのでぇ～」

　恋人の練習を持ち掛けてきたこいつはチャラそうな見た目の通りに恋愛経験も豊富なんだろう。恋愛初心者のやましい顔色などお見通しなのかもしれない。

「……ちなみに、猫平桃子とのキスやエッチはプライスレス、ですよ」

　いちいち耳元で囁きかけてくるな。

　あぁ……頭の中に微熱が充満する。

「大野さん……チョコの匂いがします。とても甘い……ショコラブルの匂い」

　俺の首元に鼻先を近づけ、ノラ子は静かに息を吸う。

　脳を刺激する言葉を優しく並べ、俺の思考を甘く酔わせていく。

「お前もチョコの匂いがするからな……」

「自分ではわからないので、もっと近くで嗅いでもいいですよ？」

　やや顎を上げ、ノラ子は首筋を晒さらしてくる。

「歩道の真ん中で匂いを嗅ぎ合うとかバカップルでもやらねえよ……」

「えへへ、わたしもちょっぴり恥ずかしかったり」

　ノラ子は照れ笑いを浮かべ、頬ほおをほんのり朱色に染めた。

　社会人相手に余裕ぶってる生意気ＪＫでも恥じらいの表情を持ってるんだな。

「手……そろそろ繋つなぎません？」

　そう誘われるも、腕を組まれている右腕の指は強こわ張ばって動かない。

　ノラ子の手がするすると下がり、俺の指をそっと摘つまむ。

「本当なら彼女に促される前に大野さんが気づいてあげないと」

　そして、しなやかな細い指先で執拗に撫なでてくる。

　こいつ！　初心うぶな男心を弄びすぎだろ！

「手を繋ぐかどうかの会話をしなくても、阿あ吽うんの呼吸で指が触れ合ったら握るんです」

「それが自然にできるなら……！」

「苦労はしない、ですよねぇ？　わたし相手に練習して慣れていきましょう～♪」

　これだけ手玉に取られると調子が狂う……。

　どっちが年上なのかわかったもんじゃない。

　いつもと変わらない景色の帰路を歩いているだけなのに、今日はごちゃごちゃと様々な選択肢が撹かく拌はんされている。

　どれを選んでいいのかわからないから、何もしない。何もできない。

　ただ、積極的な彼方の行動に身を任せるだけだった自分を変えられるのか。

「恋人の練習って……どこを目指せばいいんだ？」

「この一週間で一度でも猫平桃子をドキドキさせられたら合格です。たぶん立派な彼氏になれるでしょう！」

「根拠は？」

「本当の恋人じゃないわたしをドキドキさせたら大したもんだからです！」

　元気よく断言されるものの、ノラ子らしい薄っぺらな根拠だった。

「だってわたし、大野さんのことが恋愛的には全然好きじゃないんですよ？　そんな相手をドキドキさせられたら、あの彼女さんなんて余裕で喜ばせられますって！」

　もっともらしい理屈をノラ子は迷いなく言い放つ。

「駅に着くまでに大野さんが自分から手を握ってください！　それが今日の目標！」

「それくらいなら……まあ、余裕だろ」

「はっはっは！　めっちゃ強がってるぅ～っ！」

　腹を抱えて笑い出すノラ子に戸惑ったが、冷静になって周囲をぐるりと見渡すと理由がすぐに理解できた。

「ざんねーん！　もう駅の近くでーす」

　目に映る景色は駅前のロータリー。

　冷静さを欠いていた俺の視野は極端に狭くなり、密着しながら喋しやべりかけてくる女子高生への彼氏らしい対応をぐるぐると考えているうちに……というより、自分の五感が過度に働いて動揺しているうちに駅はもう目前、というわけ。

　工場から駅までの徒歩十五分ほどが、あっという間に感じた。

「さーて、駅前に着くまであと何歩くらいですかねぇ～？」

　大股歩きで一歩ずつ踏み出し始めたノラ子。

　煽あおられっぱなしで腹が立った俺は横を並んで歩き、ノラ子の揺れている手を掴もうと試みる……が、お互いの指先を擦れ合ったりさせるのが精いっぱい。

「大野さん、くすぐったいですよぉ」

「いいから手をっ……！　繋がせろ……！」

「はい、しゅうりょーう」

　追い縋すがる俺の手を振り解ほどいたノラ子が呆あきれ顔で唇を尖とがらせた。

「わたしたち、今すぐ別れましょう」

「えっ？」

「……と、わたしが本物の彼女だったら言ってますね！」

　駅構内へと続く階段の前で立ち止まったノラ子に別れを告げられてしまう。

「第一目標、今日は未達成でーす！」

「たかが十五分程度じゃ難しいって……！」

「むしろ十五分もあって一度も手を繋いでくれないんですかぁ？　彼女さんと会える時間が少ないのに、そんな悠長なこと言えるんですかぁ？」

　うっ……正論でぶん殴られると何も言い返せない。

「あと、わたしの手をじろじろ見ながら強引に掴もうとしてくるのがダサすぎます！　もう少し自然に！　手と手が偶然触れ合ったタイミングを見計らって！　もっと優しく！」

「すまん……」

「いいから手を繋がせろ！　じゃあないんですよ！　きもっ！　そんなキモキモ彼氏は捨てられて当然！　彼女さんが可哀かわいそうですっ！」

「ううっ……」

「まったくドキドキしませんでした！　純粋にキモいです！」

　これでもかというダメ出しでタコ殴りにされ、もう立ち直れなくなりそうだ。

　彼方にリードされないと何もできず、彼氏らしく振舞えないのか……。

「そう落ち込まないでくださいよぉ。また頑張ればいいじゃないですか♪」

　ノラ子は天使のように微笑み、手のひらを差し出してくる。

　お情けのチャンスだと思い、こちらも手を伸ばそうとしたものの、

「五万円、くーださい♪」

「はっ？」

「はっきりと〝お金目的〟だって言ったでしょ～？　恋人の練習、お試し期間の料金を前払いで受け取りまーす」

「お金大好きかよ……」

「ノラ子、お金だーいすき♪」

　後ろめたい様子もなく声色を弾ませるノラ子。

　とはいえ、それを承知で恋人の練習を受け入れたのは自分自身だ。

　伸ばしかけた手を引っ込め、何年も買い替えていない財布を開いたが、五千円しか入っていなかった。

「……特別料金からの特別待遇で五千円じゃダメか？」

「わたしのコンビニ、ＡＴＭありますよ？」

　にこやかな表情が逆に怖い。やはり逃がしてはくれないようだ。

「手数料を払いたくないから銀行のＡＴＭに行く」

「うーわっ、どケチ眼鏡ですねぇ」

「お互い様だろ、お金大好き女」

「その中学生みたいなマジックテープの財布、いつから使ってるんですか？　見るからにボロボロだしダサいので買い替えたほうがいいですよ」

「そんな男が彼氏だったら……？」

「そんな人、最初っから彼氏にしませんよう♪」

　中学のころに買ってもらったマジックテープの財布を未いまだに使う社会人って本当にダサい……のか？　ネタじゃなくて……？

　今日着ている服や靴、眼鏡とか鞄かばんも学生時代から使い続けて……彼方からネタにされても聞き流していたけど、内心は『ダサい彼氏』とか思われていた？

「えっ？　そんなに落ち込むことですか？」

「ああ……貯金が趣味のダサい彼氏なんて嫌だよな……」

「そ、そんなに気にしないでくださいよ～っ！　ちょっとからかっただけですってぇ！」

　地味にショックを受けた社会人を励まそうとする女子高生という、なんだか不思議な構図が生まれた。彼方は気を遣ってくれていたのかもしれないけど、恋人でもないノラ子は率直な意見を躊ちゆう躇ちよなく述べたのだろう。

「彼女さんが気にしてないなら良いじゃないですかぁ！　そんな大野さんと付き合ってくれるなんて相当な天使ですよ～」

「その優しさに甘え続けたくないんだよ。最低限……愛情表現くらいは恥ずかしがらずに返せるようになりたい」

「そのための練習ですから、ゆるーくがんばっていきましょう！　大野さんが彼女と別れようがわたしには大して影響ないですけど、お金のために！」

「心の声が駄だ々だ洩もれだぞ」

「大野さんが唯一誇れることは大手企業に勤めてお金を持っていることです！　その札束パワーで金欠の女子高生を有効に使いこなしましょう！」

「黙れ、声がでけえんだよ」

「ううっ、彼女さんにはそんな荒い口調じゃないくせに～」

　札束パワーとか女子高生を使いこなす～とか口走っているから、駅前を歩く人に変な目で見られるんだよな……。

　ここまで本心が透けて見えるのは逆に清すが々すがしく、難しく考える気も失うせる。

　こいつはバイト感覚、俺はレッスン感覚……お互いが少し得をするだけの短い期間として割り切ればいい。

　自由なノラ子に振り回されつつ、銀行のＡＴＭで下ろした五万円を封筒で手渡す。

「勘違いするな。お前への小遣いじゃなくて、講師へのレッスン代みたいな意味合いだから。そこが重要だから」

「はいはーい。確かに五万円、前払いで受け取りました♪」

　自分へ必死に言い訳してみても女子高生に大金を渡すという行為には背徳感が生じ、冷や汗をかくほどの緊張が全身を覆い尽くした。

「さて、今日の目標を達成できなかったペナルティです」

「ペナルティなんて初耳なんだが？」

「言ってませんでしたっけー？　まあいいかっ！」

　危ない関係の口外を盾に脅し、さらなる金銭を要求されるのかと警戒したが……

「大野さんに対するペナルティは……わたしの買い物に付き合うことっ！」

　はい、わけがわかりません。




「……で、どうしてスーパーなんだよ」

「え～っ？　夕方に夕飯の買い物をするのはフツーでは～？」

　ペナルティとか抜かしたノラ子が俺を同行させたのは駅前のスーパー。

　陳列された食材や商品を買い物客たちが眺めている店内、俺たちも同じようにカートを押しながら品定めしていた。

　大野さんはこれを探してきてください～と買い物メモを渡され、そこに書かれた食材などをノラ子のもとへ持ってくる手伝い。というか使いっパシリ。

　ノラ子の買い物カゴは満杯に近く、半数以上が値引きシールの貼られた見切り品……どう見ても一人で消費する量ではない。

「ノラ子、ブロッコリーの蕾つぼみは紫がかっているほうが栄養価は高いぞ。ウインナーはお前の選んだやつのほうが安いけど量は少ない。家族が多いなら４５０ｇのウインナーのほうが結果的にはお得だ。カップ麺はマイブレンドのごまみそラーメンが値段・量・味の三拍子揃そろってるから俺のファーストチョイス！」

「大野さん！　スーパーに入ってから早口ですね～っ！」

「牛乳はこっちのほうが安いうえに低脂肪で美味うまい！　ヨーグルトはこっちのメーカーのほうが乳酸菌も多くてカロリーオフなんだ！」

「今まで見た大野さんの中で一番テンション高い気がします！」

「……めっちゃテンション上がってる」

「それでこそ大野さんだーっ！　連れてきてよかったーっ！」

　実家暮らしや学生のころに節約していた血が騒いでしまい、無用なお節介だとは思いつつもノラ子が選んだ食品に口出ししてしまう。

　だがノラ子にとっては望むところだったらしく、俺の小言を律儀にメモしていた。

「大野さんが毎回買い物に付き合ってくれたら節約も捗はかどるのに～」

「別にいいけど、今日みたいに帰る時間が同じときにしか付き合えねえからな」

「うふふ～、期待してますよ！　イッチーっ！」

「イッチー呼び禁止」

「えっ～？　自分はノラ子って言ってくるくせに～っ？」

「ノラ子はノラ子で本名だしな」

「誰の本名ですか！　ノラ子じゃなくて桃子ですからーっ！」

　背中をポンポンと叩たたかれたが、ノラ子に頼られるのは嫌いじゃなかったりした。

「ノラ子！　総菜に五十円引きのシールが貼られ始めたぞ！」

「マジですか!?　偵察に行きましょう！」

　スーパーの店内、節約家のバカ二人がはしゃぐ声はしばらく響いていた。




　猫平家の買い物を済ませ、一緒に店から出たノラ子は購入品が詰め込まれた二つのエコバッグを両手に持っていた。

　牛乳なども買っていたため、結構な重みがノラ子の細腕を下へ引っ張っている。

「それでは帰ります！　お疲れさまでしたーっ！」

　重いエコバッグを持つのは慣れているのだろうか、陽気な表情は変えずに帰路へと歩いていくノラ子。その後ろ姿が徐々に遠ざかるのを見守っているつもりだったのに、自らの両足が同じ方向へ動き出す。

「……持つよ」

　きょとんとするノラ子から二つのエコバッグを奪い、俺の両手にぶら下げる。

　……いや、かなり重い。

　持ち手が指に食い込み、鈍い痛みが生じるくらいには。

「ほんとに持ってくれるんですか？」

「……お前は徒歩で帰るだろうし、重そうだったし……まあ、お前の家までなら」

「ふーん、それでは……お言葉に甘えることにしますかっ！」

　にっこりと笑むノラ子にどう反応していいのか迷った自分は、たぶんバツが悪そうな顔をしている。

「もうちょっとだけお喋しやべりできますね～っ！」

「もう雑談の話題なんて尽きただろ」

「つれないーっ！　いつもみたいに世間話に付き合ってくださいよ～っ！」

「学校に話せる友達いないんだな」

「ぼっちの大野さんと一緒にしないでください～」

　そんな他た愛あいもない掛け合いをしながら、俺たちは同じ方向へゆっくり足を踏み出す。

「この流れは練習の続き……だったのか？」

「ただ単に買い物に付き合ってほしかったのと、あわよくば荷物を持ってくれたらな～～とかちょっと期待しただけでーす」

「はいはい」

「荷物を代わりに持ってくれた大野さん、わたし的にはポイント急上昇ですよ？　『持とうか？』じゃなくて、やや恥ずかしそうに『……持つよ』っていうのがちょっと強引で乙女心を擽くすぐりましたぁ！」

「俺の声こえ真似まねすんな」

「えへへ、似てるでしょ～？」

「きもっ」

「大野さんがきもい？」

「ノラ子がきもい」

「こんな可愛い女子高生にキモって言わないでください」

　自称可愛い女子高生の思惑通りに動かされる男、大野一郎。

「ちょっぴり強引な大野さん、わたしは嫌いじゃないですよ？」

　からかっているだけなのが目に見える。

「──ちょっとだけ、ドキドキしそうになりました」

　意地悪く口角を上げるノラ子に呆あきれつつ、仕事終わりの疲れが少しだけ和らいでいた。




　くだらないお喋りをしているうちに、ノラ子が足を止める。

　目の前には二階建ての木造アパート。ひび割れて色いろ褪あせた外壁、腐食した鉄の階段などが築年数の古さを顕著に漂わせている。

　俺が生まれる前から存在する建物なのは明白だった。

「わたしの家、ここなので。荷物を持ってくれて助かりましたっ！」

　俺の手からエコバッグを受け渡されたノラ子が礼を言い、錆さびた階段を上がっていく。

「ノラ子」

　足裏が金属を踏む甲高い音が鳴っていたが、俺の呼びかけで止まる。

「……これからまたバイトか？」

「そうですねぇ。コンビニでバイトです」

「朝からフルタイムで働いたあとだぞ……？」

「まあ、慣れてるので大丈夫ですよ！　可愛さと元気だけが取り柄なので！」

「お世辞にも可愛くはないから元気だけが取り柄だな」

「どう考えても可愛いじゃないですかぁ～。素直じゃないですねぇ、イッチー♪」

　ノラ子は疲れた素振りを見せず、階段の途中から微笑んでみせた。

「学校とか……ちゃんと通ってる？」

「心配性ですねぇ。わたしは学業を愛するフツーの女子高生ですよ～？」

「学業を愛する、はウソだろ」

　とぼけた顔は腹立つが、どうやら取り越し苦労だったようだ。

　心配していない……と言えばウソになる。

　正社員と学生のバイトという立場の違いはあるものの、単純な労働時間の合計で考えれば俺よりもノラ子のほうが働いているのではないだろうか。

　それこそ、ノラ子を見かけない日のほうが珍しいくらいには。

「あっ、そうそう。これ、やっぱり返そうかな～って！」

　ノラ子がポケットから取り出したのは、恋人の練習の見返りとして俺があげた五万円入りの封筒だった。

「……どういう風の吹き回しだ？」

「いや～、やっぱりお金はちゃんと働いて稼ぐべきかなって！」

　へらへらと微笑みながらも、まっとうなことを言いやがる。

「パパ活に慣れてる女子高生なら平然と受け取るもんだろ」

「うーん、慣れてない女子高生だから迷ってるんですよねぇ」

「デートして金をもらうのは俺が初めてって話は本当だったのか？」

「えー、疑ってたんですか？　フツーに初めてですからっ！」

　ノラ子に嘘うそをついている様子はないし、しょーもない嘘をつく場面でもない。

　後ろめたさを抱いているのはノラ子も同じってか。

「お前、意外と真面目なのな」

「えへへ～、バレました？　実はとっても清純なノラ子ちゃんなのでーす」

　階段を下りてきたノラ子が五万円をあっさりと返す。

「とはいえレッスン代を無料にするのはわたしにメリットがないですし、五万円分の貸しにしておきましょう！　わたしが困ってたら五万円分くらい助けてもらうってことで」

「ずいぶんと曖昧な貸しだな……」

「頼りにしてますよ、大野さーん♪」

　笑顔が怖すぎる。女子高生のパシリにでもされるのだろうか。

　パパ活感が薄れるので俺にとっては好都合なのだが、金が必要らしいノラ子は大丈夫なのだろうか……などと、いらない心配をしてしまう。

「コンビニのバイト、今日は短いシフトなので二十時には終わるんです」

「……それで？」

「そのあとでよければ、恋人の練習……やりますか？」

　明確な誘い。

　やや困惑したものの、彼方の誕生日はもうすぐ。ノラ子との練習という荒療治も仕方ない……自分にそう言い聞かせながら、頷うなずく。

「大野さんも休日出勤でお疲れでしょうし、少しは休んでくださいね！　それでは二十時にコンビニ前で待ち合わせましょう！」

　そんな口約束を交わし、二階の角部屋にノラ子が入る姿を見届けた。




　ノラ子を家に送り届けたあと、社員寮に帰って間もなく寝落ちした。

　早朝出勤の眠気が限界に達したらしい。どうにか目覚めたころには窓の外が暗くなっており、スマホで時刻を確認すると……もうすぐ二十時。

　二十時……二十時!?

　寝ぼけていた思考が鮮明になり、ノラ子との待ち合わせ時間がもうじきだと気づく。

　恋人の練習をするからには毛玉だらけの寝間着で行くわけにもいかず、すぐに身支度を整えて社員寮を出た。

　行きつけのコンビニは近所。小走りなら一分もかからない。

　二十時過ぎ、店内の照明が漏れるコンビニの前に到着したのだが……俺は衝撃的な光景を目の当たりにしてしまう。

　退勤したばかりと思われる私服のノラ子が店内にいた。

　しかし、その足元には──あどけない女の子の姿。

　小学校低学年くらいだろうか。笑顔のノラ子へ無邪気に抱き着いたり、じゃれついたり……仲なか睦むつまじそうな関係なのが伝わってくる。

　あいつが必要以上に金を欲する理由。

　憶測が駆け巡る俺は店外からじっと眺めていたものの、女の子と手を繋つないだノラ子が店の外へ。

「も～、バイト先に来ちゃダメっていつも言ってるでしょ～？　ほら帰るよ～」

　店舗の陰へ咄とつ嗟さに隠れた俺に気づかず、ノラ子と女の子はこの場を離れた。

　子供をあやす甘い声音と柔らかい表情は母親の風格、なのだとしたら。

　数分後、ノラ子だけがコンビニに戻ってくる。

　さっきの会話から察するに、女の子を自宅まで送り届けたのだろう。

「あー、大野さーん。ちょっと遅刻ですよー？」

　あくまで普段通りに戻ったノラ子と目が合い、ぶーぶーと文句を言われる。

「デートに遅刻なんて減点です！　夕飯も大野さんの奢おごりですからね！」

「ああ……すまん。俺が悪いよな」

「えっ？　もっと言い返してくると思ったのに。素直な大野さんってめちゃくちゃ気持ち悪いですよ」

　酷ひどいことを言われている気がするが、ノラ子の苦労を考えると寛大に許したくなる。

「単刀直入に聞くけど、お前ってさ……」

「はい？　なんですかー？」

「いや……なんでもない。ノラ子もいろいろ大変だったんだな」

「どうしてそんなにモジモジしてるんです？　気味が悪いんですけど？」

　なんだか直接は聞きづらく、はぐらかしてしまう。

　憶測の域は出ないものの〝女子高生なのに一人娘を育てている母親〟という可能性が俺の中で高まりつつあった。

「もお～なに～？　ねえ～気になる～」

　まとわりついてくるノラ子。

　口を結んだ俺は無言で歩き出し、ノラ子のじゃれつきを平然とスルーしたのだが、

「ねえ、隠しごとを教えてくださいよ」

　なぜか俺の耳元にノラ子の湿った声が吹きかけられ、ぞくりとした痺しびれが肌を這はう。

　背後から腕を回され、背中には心地よい感触がぎゅっと押し当てられていた。

「……彼女さんにも同じことをされましたよね？　そのとき、大野さんはみっともなく立ち呆ほうけていただけでした。さあ、ここからどうします？」

　全身がじわじわと火照り、吐く息も熱い。

　人ひと気けの少ない土曜の夜道で仕掛けてきたのだ。

　先日、駅前で抱き着いてきた彼方と似たようなシチュを。

　でも、どうすればいい？

　普通の女子高生だったら疑似的な彼女として接すればいいが、ノラ子は……その、子持ちの人妻かもしれないんだ。

　女子高生ママが養育費を稼ぐために恋人の練習をしている。

　そう考えると背徳感がさらに膨張し、俺の選択肢を著しく狭めた。

「どうするって言われても……」

「大野さんの首筋が汗ばんできて、背中も熱くなってますよ？」

　耳元へ囁ささやきかけてくるな！　謎の高揚と焦燥で身体からだが硬直してしまい、密着状態のノラ子へダイレクトに伝わってしまう。

「いつにも増して動揺しすぎじゃありません？　そんなに女の子が苦手なんですか？」

「いや、そういうわけじゃ……子育て中の女子高生と密会して……恋人の真似まね事ごとをしてるのがどうも……焦るっていうか……」

「ぶつぶつと何言ってるんですか～？　わたしが彼女だったら大野さんが気持ち悪すぎて幻滅しますよ～？」

　こいつが妙に落ち着いているから、一人で挙動不審になっている自分がバカみたいだ。

「あーっ！　うるせえ！」

　だからもう、吹っ切れた。

「ちょっと？　大野さん……？　にゃあ!?」

　唐突に屈かがんだ俺はノラ子の太もも裏に手を回し、おぶってやった。

「いきなりおんぶするなんてびっくりするじゃないですかぁ！」

　猫みたいな悲鳴とクレームが背後から浴びせられるも聞く耳持たない。

　ノラ子の重みを全身で受け止めたまま、俺はゆっくりと前進し始めた。

「えへへ～、彼氏におんぶしてもらうのも悪くないですねえ！　いけいけ～っ！」

「彼氏じゃないぞ」

「雰囲気壊れる～。恋人の練習中は彼氏みたいなものなんですう」

　最初こそ戸惑っていたノラ子だったが、すぐに声色を明るくさせる。周囲から見ればバカップルだと思われるだろうけど、恋人の練習としては正解であってほしい。

　だって俺は彼方とバカップルになりたいのだから。

「やっぱり重いから降ろしていいか？」

「彼氏失格！　女の子に『重い』って言わないでください！」

　遺憾の意を表明したノラ子に頭頂部をチョップされる。

「ドキドキしてるかー？」

「ふふーん、なかなか悪くない選択でしたけど惜しいです！　もう一押し！」

「ハードル高たけえよ！」

「一長一短では乙女心は知れないってことですな」

「アホ。一朝一夕だろ」

「おおっ！　さすが大卒ですねぇ！」

「中学生でも知ってる」

　ノラ子をおぶりながら夜道をのろのろと歩き、そんな軽口を言い合う。

「このまま連れて行ってほしい場所があるんですけど～」

「ノラ子のアパート？」

「うふふ～、それは着いてからのお楽しみ～♪　そこでデートしましょ！」

「さっさと教えろ」

「お・と・な・が遊ぶ場所です……大人の大野さんと一緒に行きたいなって」

「うざっ」

　背後から変に意識させるような言い回しを繰り出す生意気な小娘が、合わせ技と言わんばかりに俺の胸元を指でなぞってくる。

「あらら？　大野さんのほうがドキドキしてません？」

　左胸に手を添えてくるな。

　正直なところ、彼方以外の女に密着されるのは初めてなので身体が勝手に昂たかぶってしまっている。冷静であろうと試みるものの制御できず、経験の少なさが露呈してしまう。

　さらに、相手は年下の女子高生。

　危険な香りが自分の意識を漂い、無防備な心が酔う。正常な判断を鈍らせていく。

　しかも、背中に胸をずっと押しつけられているから……

「……えっちですねえ」

　色気を含んだ呆あきれ笑いの声が鼓膜に侵入し、顔面が熱を帯びていく。

　浅はかな男子の下心は見透かされるらしい。

　一週間だけの彼女とこういった実践経験を積めるだけでも、恋人の練習は五万円以上の価値があると思った。

　背後でニコニコしていそうなノラ子に道案内され、駅近くの路地に入った俺を待ち受けていたのは二階建ての建物。

　一階部分に小さなドアがあり、店名が書かれた看板が夜道に光り輝いていた。

　どう見てもスナック。店名は koneko。

　目立たない立地と飾りっ気のない外観は場末感を色濃く放つ。

　カラオケ独特の軽い音とエコー混じりの歌声が微かすかに漏れているため、カラオケスナックなのだろう。

　俺の背中から降り立ったノラ子は躊ちゆう躇ちよせずにドアを開ける。夜の遊びに馴な染じみがないので戸惑ったが、ノラ子に手を引かれて入店させられた。




『恋したぁ～気持ちはぁ～誰にもあるけえれどぉ～っ！　あの人の笑顔は～わたしだけのもの～っ！　スリーツーワンで駆けだそう！　ハイ！　キミのもとへっ！』




　──真っ先に瞳が映したのは、店の中央で歌う女性。

　鮮やかな金髪の大人が軽快なメロディに合わせて身振り手振りを披露し、マイク片手に可愛かわいらしい歌声を響かせている。

　アウトロが流れ終わり、最後の振り付けまで完璧にやりきった女性が振り返った瞬間、俺たちと目が合った。

「お客さんを連れてきたよ～っ！」

　ノラ子が俺の肩に手を置き、明らかに年上っぽい女性にタメ口で話しかけた。

　ノラ子の口ぶり的に客ではなくて店の関係者なのだろう。

「お、お客さん!?　お見苦しいところをお見せしてすみません……！」

　店内に客がいないと思って油断していたらしく、ヤンチャそうな外見の金髪店員は顔を赤らめながら頭を下げた。

「いえ……客というか、こいつに無理やり連れてこられただけなので」

「桃子ォ～？　強引な客引きはダメっていつも言ってるだろーが！」

「客引きじゃないよ～っ！　大野さんはわたしのお・と・も・だ・ち・なのでぇ！」

　客には丁寧な言葉遣いなのに、ノラ子相手には男勝りで荒い口調だ。

　それはともかく、ノラ子はタメ口で話しているし店員のほうは『桃子』呼びしているのを考えると、この二人の距離感はかなり近いように思えた。

　歌いながら踊る女性に気を取られていたが、バーカウンターの奥の棚には酒の瓶が数多く陳列され、古そうなカラオケ機種のリモコンも置いてある。

「もしかして、ここもノラ子のバイト先なのか？」

「まあ、たまーに手伝う感じですねぇ。見ての通り土曜の夜なのに結構ヒマなんですけどぉ～……あいったぁ!?」

「お客さんの前で余計なこと言うんじゃねえぞ、こら」

　眉をひそめた女性店員に軽い手刀で頭を叩たたかれるノラ子。

　その仲なか睦むつまじい掛け合いに、つい唇の両端が上がってしまう。

「大野さんは夜遅くまで遊べるんですよねぇ？」

「いや、まあ……」

「遅番に備えて睡眠時間を調整、しなきゃですもんねぇ～？」

　パートとはいえノラ子も社内の人間。

　俺の勤務体系も容易に把握されている……。

「大野さん……でしたっけ？　狭い店で申し訳ないですが、もしよかったら少し飲んでいきます？　せっかく私の娘が友達を連れてきたんですから一杯くらいなら奢りますよ」

　たった一人の金髪店員にそう提案される。

　数百円の手数料さえケチる大野一郎は〝奢り〟という誘い文句にめっぽう弱いのだ。

「でも俺……こういう場所はよく知らないので苦手なんですけど」

「ええ……？　帰っちゃうんですか……？」

　乗り気じゃないのを感じたのか、金髪店員は目を潤ませながら訴えかけてくる。

　あざとい……けど、女性の涙には弱いんだよ。

「……それでは一杯だけいただきます」

「やったーっ！　それでこそ桃子の友達だなぁ！」

　明らかに俺よりも年上っぽい金髪店員が無邪気に喜ぶ表情は可愛らしく、思わず胸がときめいてしまった。

「……私の娘？」

　さらりと流しそうになった文言に引っ掛かる。

「ノラ子」

「なんですー？」

「この人、お前のことを私の娘って……？」

「この人、わたしのお母さんですし」

　この若々しくて笑顔も素敵な金髪美人は──

「はじめまして。スナック koneko のママ＆猫平桃子のママでーす♪」

　女子高生の娘を持つ正真正銘の母親、だった。

「お母さーん、お客さん相手のぶりっ子な口調がキモいよ～、にゃ、にゃああああ!?」

　やかましいノラ子は母親からヘッドロックの刑に処されていた。




　どういうわけか……ノラ子の母親がママをしているカラオケスナックで一杯飲まないと帰りづらい雰囲気になってしまい、案内されたカウンター席に腰掛けた。

　お酒を作り始めたノラ子の母親はカウンターを挟んだ向かい側に立ち、となりの席にノラ子が居座っている。

「看板娘のモモコでーす！　わたし～、モエ・エ・シャンドンのロゼが飲みたいなぁ♪」

「チェンジで」

「どうしてですかぁ!?」

　キャバクラのようなノリでダル絡みしてくるノラ子だが、今日は店の手伝いではなく俺の友人枠らしい。

　なんだこの状況……猫平親子に包囲されてしまったんだが。

　注文していた緑茶ハイのグラスが目の前に差し出され、少量を口に含む。

「大野さんは社会人ということですが……ウチの娘とはどういうご関係ですか？」

「……はい？」

　ノラ子の母は笑顔を取り繕いつつ、じわりとプレッシャーを放つ。

「まさか……娘の彼氏ですか？」

「ないないない。絶対にありえません」

「ですよねぇ！　桃子はまだ高校生ですもんねぇ！」

　食い気味に即否定すると、ノラ子の母は安あん堵どの息を吐ついた。

「……親に認められない関係のほうが恋は燃えませーん？」

　無駄に意味深な台詞せりふを呟つぶやくノラ子が手を伸ばし、俺の手に優しく覆おおい被かぶせてくる。

「おい桃子ォ、あたしの前で堂々と何してんだ？」

「えへへ♪」

「せめて高校卒業まで待ちなさい」

「燃え上がった恋は止められないんだよ、お母さん？」

　あれだな、親子の修羅場コントに巻き込まれてるな。

　母親のほうはマジで勘違いしているのかもしれないけど。

「手……握り返さないんですかぁ？」

　恋人の練習をしようとする挑発的なノラ子だが、ひとまず俺は不動を貫いた。

　親の眼前で誤解される行為は面倒だから避けたい。

「そもそも娘さんは……小さい子供を育てている母親ですよね？　もしかしてシングルマザーなんですか？」

　絶好のタイミングだと思い、デリケートな話題を切り出す。

「えっ？　桃子って子供がいんのか？　ママは何も知らねーんだけど？」

「ふえ？　わたしってシングルマザーだったんですかぁ？」

　きょとんとした猫平親子の視線が俺に向けられる。

「さっき、娘さんが小さい女の子を家まで送ってあげているのを見て……家族みたいに仲良さそうな雰囲気だったのでノラ子の子供かな、と。バイトをしているのも生活費や養育費を稼ぐため……とか」

　意味がすぐに理解できないのか、お互いに見合う猫平親子。

「ぷあっはっはっはっはっ！　なんですかぁそれ～っ！」

　二人揃そろって腹を抱えるほどの大笑いをされた瞬間、盛大な早とちりだと気づいた……。

「女子高生でシングルマザーぁ？　小学生くらいの娘がいるとすれば、わたしが小学生くらいで生んだ計算になりません？」

「冷静に考えてみると……たしかに……」

「えへへ～っ！　偏差値が高くても、うっかりおバカさん……なんですねっ？」

　人差し指を伸ばしてきたノラ子に額をちょこんと突つつかれ、自分の顔面が恥じらいの熱を帯びていく。

「大野さんのそういうところ、かわいいぞ～♪　嫌いじゃないぞ～♪」

「あらあら～お客様、ウチの娘がシングルマザーだったらどうしてたんですか～？　俺がまとめて面倒みてやるよ、的な～？　若いねぇ～そういうの好きだね～～っ♪」

　はあ～～、親子二人で俺の頭をつんつん突いてこないで……。

「お母さーん、この人は自慢の彼女さんがいるんだよー？」

「なーんだ。女子高生と社会人の危険な恋じゃないのかよー萎えるわー」

　恋バナでキャッキャと盛り上がるなよ……。

「大野さんが勘違いした小さい子供はお母さんの娘……つまり、わたしの妹です！」

「シングルマザーなのは桃子の母親！　つまり、あたし！」

　似たような言い回しがまさしく親子っぽい。

　以前までは気安い人が苦手だったけど、ノラ子と絡むようになって免疫がついた。

「えーっと、ノラ子のお母さん」

「栞しおりママ、でいいよ。桃子の友達ならあたしにとっても身内みたいなもんじゃん」

「ママ呼びは恥ずかしいので、栞さんで……」

　娘の親しい友達と認識されたからか、ノラ子のお母さん……栞さんは俺にも普段の口調で話し始めた。

「小さなほうの娘さんは自宅にいるんですよね。一人で留守番してるんですか？」

　酔いが回ってきた。自分の口がいつもよりも滑らかになっている。

「あー、だいじょーぶ。中学生の娘も家にいるからなぁ」

「……ってことは、三姉妹？」

「そっ！　ウチは三人娘の四人家族なんだよ！」

　栞さんは幸せそうな満面の笑みを浮かべる。

「一人で三人の子供を育てるの……大変じゃないですか？」

「それなりに大変だけど賑にぎやかで楽しいぞ。まだまだ金のかかる年頃だし、これから先も苦労し続けていくんじゃねーかな」

　穏やかな声音でそう語ったと思いきや、緑茶ハイのお代わりを差し出される。

「というわけで、あたしも稼がなきゃならん。店の売り上げに貢献してやってくれ」

　この人、商売上手だな。

「二杯目からは自腹……でしたね」

「なんなら軽食も作れるぞ？」

「腹が減ったので食べたいです。栞さんのお酒も奢おごりますよ」

「社会人とはいえ若造のくせに生意気だなぁ」

「せこせこと金を貯ため込むだけじゃなく、たまには経済を回したい気分なんです」

　自分の眼鏡をくいっと持ち上げ、我ながらキモいことを口走る。久しぶりの酒。脳がふわふわと軽くなり、ほのかな酔いが気持ちを大きくさせていた。

「なあ、ノラ子は何か飲みたいものあるのか……って」

　……寝ている。

　やけに静かだと思っていたが、ノラ子はカウンターに突っ伏して寝息をたてていた。

「寝かせてやって。部活とかコンビニのバイトで疲れてんだろ」

　眠っているノラ子の背中へ栞さんがタオルケットをかけた。

「ノラ子って部活もやってるんですか？」

「いつも練習とか試合で夜遅くに帰ってるらしいんだよ。あたしは店にいるから桃子が何時に帰ってるのかはよく知らねえけど、学校や部活がない休日でもコンビニでバイトすれば疲れも溜たまるわな」

　部活……か。ノラ子からは一切聞いたことがない。

　俺が知っているのはコンビニ以外でもバイトしまくる姿だが、栞さんが語るノラ子の姿とは微妙に違うらしい。

　ノラ子が部活をしている様子は微み塵じんもなく、バイト漬けで帰宅が遅いのは確実なのに。

「どした？」

「いや……ノラ子も大変そうだなって」

　何かしらの理由でノラ子が母親に嘘をついているのだとしたら、部外者の俺がいらんことを言うのも躊躇ためらわれた。




　その後は酒の力を借りて他た愛あいもない話をしていたが、栞さんもワインを飲み続けていたためお互いに酔っぱらう。

「おーい、大野ォ～ここはカラオケスナックだぞォ～？　一曲う～た～え～よ～」

「えー？　カラオケは苦手なんすよぉ～。栞さんが歌えばいいじゃないですかぁ～」

　べろべろ状態なので呂ろ律れつも怪しい。栞さんとじゃれあう自分の姿はキャラ崩壊に近く、凛藤班の人間には絶対に見られたくない光景だ。

「そういえば……栞さんって Rea[image: ほし]lize19 が好きなんですか？」

「そうだった……キミに見られてしまったんだな……」

「踊りまで完コピしてましたよね。可愛かったですよ」

「うるせー。年上の女性をからかうんじゃねー」

　頬ほおを赤らめた栞さんに髪をわしわしと掻かき乱される。

　ここに入店したとき、栞さんが歌っていた曲は Rea[image: ほし]lize19 の人気曲……小犬沢彼方が初センターを務めた曲なので当然ながら俺の耳にも深く馴染んでいた。

「若いお客さんがよく歌ってたんだよ。最近のアイドルなんて最初は全然知らなかったんだが、何度も聴いているうちにハマっちまってなー」

「だから客がいないときは一人カラオケをしている、と」

「うっせ。今日は客もあまり来ねーから許してくれよ」

「ちなみに推しは誰ですか？」

「そんなもん決まってる。小犬沢彼方……カナタン以外はありえねー」

「俺……栞さんに一生ついていきます」

　意気投合した栞さんと固い握手を交わす。

　これでブッキー派の勢力を圧倒できるぜ。野上を駆逐する。

「よーし、大野！　一緒に歌うかぁ～～っ！」

「お～～っ！　そうしましょう！」

　栞さんがリモコンで予約し、店内のアンプから Rea[image: ほし]lize19 の曲が流れ始める。

　どうしてこうなったのかはわからない。

　酔った勢い、としか言いようがない。

　でも、これがカラオケスナックの理想的な楽しみかたなのだろう。

　まさかノラ子の母親と肩を組んで歌ったり、同じ曲を一緒に踊る展開になるなんて思いもしなかったけれど……たまになら悪くないな。

　カラオケ画面には楽曲のＭＶが表示され、小犬沢彼方も対面で踊っていた。

「ちょっと～～っ！　なに仲良くなってるんですかぁ～～っ！」

　このバカ騒ぎで起きたノラ子が乱入し、三人でのカラオケ大会が始まる。

　接待の飲み会では味わえない純粋な充実感。

　一つ不安があるとすれば……会計がいくらか、ということだけだった。

「ふ、ふえ～……飲みすぎた……ちょい休憩……」

　ふらふらと左右に揺れた栞さんがソファに座り込む。

「お母さん！　少し調子が良いと羽目を外すんだからぁ！　はい、酒は終わり！　ちょっと休憩しててねっ！」

「す、すまん……娘に怒られるとは……」

　栞さんは楽しそうだったけれど、表情には濃い疲労が浮き出ているように見えた。

　年とし甲が斐いもなく強い酒を飲んで歌いまくっていたからだろうか。

　栞さんの休憩中はノラ子が酒や軽食を作ってくれた。

　項うな垂だれる栞さんの目の下には薄うつすらとクマがあったり、手荒れしていたり、やや痩せていたり……三人娘の母親と水商売の両立は大変なのかもしれない。

　少しでも店の利益になればいいと思い、聞いたことのない名前の高級酒を注文してみたりした。これが社会人パワー。ケチなりに奮発したのだ。

　ノラ子や栞さんが嬉うれしそうにしてくれるのが、ちょっと嬉しかったから。




　一杯飲んで帰るつもりが閉店時間まで遊んでしまった帰り際。

　べろべろの俺は財布の紐ひもが緩みまくり、高級酒のせいで結構な金額を支払ったが……後悔はしていない。

　初めての経験で有意義な時間を過ごせた。すこぶる気分が良かったのだ。

「今度は彼女さんと店に来てくださいよー」

　お互いに途中まで同じ帰路のため、となりを歩くノラ子がそう提案してくる。

「店の売り上げに貢献してほしいんだろ？」

「えへへー、店の収入が猫平家の収入にも繋つながるので～♪」

　気分良さそうに弾んだ声音や口元が緩みっぱなしの表情から察するに、ノラ子のテンションはいつもよりも高い。

　アルコールのせいで高揚が続いている俺とは違い、ノラ子は未成年なので素面しらふ……おそらく、先ほどまでのバカ騒ぎの余韻が残っているのだ。

「お母さんの店にそれなりのお金を使ってくれたので、レッスン料の五万円はチャラにしてあげましょう～っ！」

「俺は助かるけど、それでいいのか？」

「お母さんの店が儲もうかるってことは猫平家の利益にもなるので助かるんです！　お母さんも楽しそうだったし、ただ手渡すよりも有意義な使い方でしたねぇ」

　上機嫌なノラ子がそう言うのなら俺が異議を唱える理由はなかった。

　栞さんやノラ子の飲食費も支払ったので、レッスン代以上の還元はしたつもりだしな。

「それじゃあ、今後はこうします？　恋人の練習を一回したら、お母さんの店に一回来て遊んでいく～みたいな」

「まあ、お前がそれでよければ……」

「よーし、そうしましょう！　そっちのほうが少しは健全っぽいですよねぇ！」

　女子との触れ合いを学び、その代わりに親のスナックで売り上げに貢献する。

　ただ現ナマを渡す関係よりもよっぽど健全に思え、パパ活まがいの行為をしている構図に対しての後ろめたさはだいぶ薄まった気がする。

　あと残るのは、練習なのか浮気なのかの境界線。

　彼女への後ろめたさ、だ。

　皮肉にも金銭的な繋がりがあるから〝浮気ではない〟とかろうじて言い逃れられる。

「事情はよく知らないですが、彼女さんと遊ぶときは人目を避けてる雰囲気でしたよね」

「あいつは人混みで酔うタイプなんだ。それに恥ずかしがりやだから目立つところが嫌いなんだよ」

　彼女は国民的アイドルだから短時間のお忍びデートしかできない、なんて話せるわけもなく、適当に思いついた理由を話す。

「お母さんの店、人目を避けて遊ぶにはこれ以上ない場所だと思いますけど？」

　心の中で納得してしまった。

　曜日や時間帯によっては、今日みたいに客がゼロの日もありそうだから。

「客が少ない日も結構あるのか？」

「日によってまちまちですね。このあたりは歓楽街でもないですし、めちゃくちゃ儲かってるってわけではないと思いますよ」

「ノラ子がバイトをする理由って……」

「やだなーっ！　シリアスに考えないでくださいよぉ～っ！　生活費とか妹たちの学費の足しになればいいな～とか思ってるだけですってぇ」

「意外と家族思いだったんだな、お前」

「今さら気づいて惚ほれましたぁ？　彼女と別れてから出直してらっしゃい～」

　すぐ調子に乗るのはウザいけど、家族を少しでも助けるために高校生活を捧ささげるのは純粋にすごいと思った。

　放課後に遊んだり部活をしたい年頃だろうに……それらを犠牲にして毎日働くなんて簡単にできることじゃない。

　その気持ちを、俺はよく知っている。

「……彼女の誕生日に会う約束をしてるから、そのときは店に行ってもいい？」

「ぜひぜひ！　お母さんと一緒にお待ちしてます！」

　喜びの声を漏らしたノラ子は立ち止まり、スマホを取り出す。

「連絡先を交換しましょ～っ！」

「嫌です」

「素直じゃないなぁ、イッチーっ！　こんな可愛い女子高生の連絡先なんてフツーならプレミア価格ですよぉ？」

「若い女の連絡先を登録したのがバレたら彼女に怒られる」

「何十人も登録している知人の一人ならバレないですってぇ」

「アプリには家族と彼女しか登録してないから、もし見られたらバレる」

「うわっ……ほんとに友達いなかったんですね……」

「可哀かわいそうなものを見る目はやめろよ……」

　ノラ子に同情されるとか地味にきつい。

「待ち合わせるときに連絡を取れないのは不便ですし、彼女さんと遊ぶときにウチの店が空すいている時間帯もリアルタイムで教えますから、ね？」

　多少の迷いがあったものの、恋人の練習が終わったら消去すれば誤解も生まれない。

　お互いに連絡ができれば待ち合わせでの行き違いも防げるし、仕事や体調不良などで恋人の練習ができない場合でも相手に伝えやすいから。

「女子高生の連絡先、教えますね♪」

「無駄に〝女子高生〟を強調するな。やましい気持ちになるだろ」

　スマホを取り出した俺がメッセージアプリを開くための操作をしていると、ノラ子の唇が耳元へ近づいてきて──

「……やましいことをしてるんですよ？」

　過剰に意識させられる一言を、静かに吹き込まれた。







[image: 第三章　プレゼント選びのセンスがない]




　翌日の日曜。起床後に部屋の掃除をして、朝食はツナ缶のお手軽パスタを作った。

　二百円もかからない材料費での自炊こそ俺の原点……などと悦に入りながら一人きりの部屋で黙々と味わっていたとき、スマホにメッセージが届く。

【プードルさんと小こ犬いぬ沢ざわさん】

　そんな一言の送り主は俺の彼女、小犬沢彼方かなた。

　愛犬のトイプードルに頬ほお擦ずりしたような自撮りも添えて。

【どっちがかわいい？】

　このように内容のないメッセージはたまーに来る。

　俺の仕事が確実に休みの日曜限定、なおかつ彼方が構ってほしいとき……つまり、彼方の構ってちゃんな一面だ。

「はあ……こういうところが可愛いんだよな……」

　気恥ずかしくて直接伝えられないけど、彼女とのくだらないやり取りが社畜生活の貴重な楽しみだったりする。

　無趣味で友人もいない人間なので、なおさら。

　ベッドにごろごろと転がり、返事に迷っていると……続けざまに届くメッセージ。

【さてはイッチー、迷ってる】

　既読をつけたのに即答しないため見抜かれた！

【小犬のほうが可愛いぞ】

　正解が読めないため、様子見で曖昧な返事をしてみる。彼方のほうが可愛い、と伝えるべきなんだろうが……未いまだに誤ご魔ま化かしてしまいがち。

【両方とも小犬】【どっちかわからない】【ちゃんと決めて】

　彼方からの催促メッセージ三連射！

【俺の彼女のほう】

　はぐらかし作戦は失敗し、遠回しな本音を送る。

【イッチーが愛する彼女のフルネームを教えて】

　めんどくさっ！

　そこが彼方らしいんだけども。

【お前だよ】

【お前、なんていう名前の人は知らない】

　向こうに譲る気はないらしい……。

【小犬沢彼方】

　もう観念し、彼女の名前を送信した。

「ふあっ……!?」

　突然、彼方からの着信がスマホに表示されて驚き、慌てながら耳に当てる。

『──……イッチー』

「いきなりなんだよ……？」

『──……イッチーは猫好き？　犬好き？』

　猫派か犬派かなんて話題はよくある。彼方にとっては何気ない質問なのだろうが、俺の脳裏には猫……じゃなくて猫ねこ平ひら桃もも子この顔が一瞬だけ過よぎった。

　いや、どうしてあいつの顔が……。

「もちろん……犬好き」

『──……合格。今日も一日がんばれる』

　彼方は気分良さそうに言い残し、すぐ通話を切りやがった。

　悪い気はしない。自分の口元が緩んでいるのがわかる。

　他人から見たら中身のなさすぎる会話でも、俺たちにとっては幸せの一部。

　彼方から【じゃあね。そろそろ仕事】という言葉と犬のスタンプが届いたので【りょーかい。無理するなよ】と返しておいた。

　ＢＧＭ代わりに生放送の情報バラエティをしばらく流していたのだが、

『Rea[image: ほし]lize19 の小犬沢彼方さんと鹿か取とり吹ふ雪ぶきさんが来てくれました～！』

　……またかよ!!　この前とは異なる番組とはいえ、油断しているところへ急に登場するから心臓に悪い。Rea[image: ほし]lize19 の曲と共に踊り、アイドルとしての凛りんとした表情でメディアに映る彼方にはいつ慣れるのだろうか。

　どうでもいいけど、彼方の隣にいるのが人気Ｎｏ・２のブッキーらしい。

「てか、彼方のやつ……生放送の少し前に連絡してきたのか」

　あの小犬沢彼方が仕事の合間を縫い、彼氏との僅かな時間を大切にしてくれる。

　俺は……ほんとに幸せ者だと思った。

「プレゼント……そろそろ買わないと」

　多忙で先延ばしにしていたが、誕生日プレゼントは絶対に用意したい。

　彼方の誕生日は次の金曜。平日は仕事に追われるためプレゼント選びが難しく、ちゃんとした買い物に出掛けられるのは日曜の今日くらいしかなかった。

　さらに悩ましいのは、他人にプレゼントを贈る人生じゃなかったこと。

　去年は現金を封筒に入れて渡したのだが「……イッチー、お年玉じゃない」と不評だったうえ、本人に直接聞くのもサプライズ的な面白みに欠ける。

　センスのないやつが一人で選ぶよりも誰かの助言がほしい。

　できれば若い女子の気持ちがわかる人に付き添ってもらって──

　仕事人間の凛りん藤どう主査は興味なさそうだし、詳しそうな島しま崎ざき班長は連絡先を知らない。

　俺が頼れる唯一の女子……あいつしかいねえ。




　その日の昼ごろ。いつものコンビニに立ち寄ると、

「あれー？　大おお野のさんじゃないですかぁ」

　ヒマそうに突っ立っていたノラ子にすぐ発見される。

「なんですかぁ～？　わたしに会いたくなっちゃいましたか～？」

「まあ、そんな感じだ」

「えっ？　素直な大野さんって気持ちわるっ」

　俺だって少しは傷つくぞ。

「バイト中だよな？」

「まあ、見ての通りバイト中ですねぇ。忙しすぎて破裂しそうでーす」

「そうだよな……」

「なんですか～？　どう見てもヒマだろ、くらい言い返してくださいよ。いい大人がもじもじと口籠ってぇ～気持ちわるーい」

　煮え切らない俺はめちゃくちゃ気持ち悪いらしい。へこむ。

「彼女への誕生日プレゼントを買いたいんだが、俺はセンスがないらしい」

「たしかに～っ！　センスなさそーう！　んにゃにゃにゃ!?」

　けらけら笑うノラ子の顔が腹立つから、左右の頬ほおを摘つまんで減らず口を封じる。

「プレゼントを一緒に選んでほしい～とか、そんな頼みごとですか？」

「ノラ子様、その通りです。協力してはいただけないでしょうか？」

　年下の生意気女子高生に恥を忍んで頼んでみる。

「めんどくさーい！　……と言いたいところですが、わたしぐらいしか頼れる人がいないのならしょーがないですねぇ」

「いいの？」

「わたしくらいしか付き合ってくれないんでしょ？　ねえ？　桃子ちゃんは優しいね？」

　近くに誰もいないからって、じりじりと迫ってくるなよ。

　ノラ子の爽やかな香りが感じられるほど……距離が詰められている。

「とはいえ、わたしのシフトは夜九時までなんですよねぇ。そのころには雑貨屋さんは閉まっちゃうかもです」

「やっぱり難しい……よな」

「いーや？　今から昼休憩が一時間あるので、それでも良ければ一緒に行きましょう」

「せっかくの休憩なのに付き合わせて悪い……」

「気にしなさんな～っ！　お昼ご飯でも奢おごってくれれば～っ！」

　今日の昼飯を奢る代わりに付き添ってくれるらしい。

　正直……ありがたかった。

「……それに、買い物デートの経験が積めるじゃないですか」

　内緒話のように手を添え、ぼそっと呟つぶやいてきたノラ子。

　こいつの静かな小声は脳内に反響し、甘い刺激が背筋を通り抜けていく。

「……ありがとな。助かる」

「いえいえ。わたしと大野さんの仲、じゃないですか？」

　淫いん靡びに口元を綻ばせたノラ子はバックヤードに下がり、店長へ休憩を告げる元気な声が聞こえた。




　電車に揺られ二駅。本ほん川かわ越ごえ駅周辺の商店街には様々なジャンルの店が立ち並んでおり、休日の昼という時間帯もあって人通りが途切れる様子はない。

　ショッピング施設も数多く充実しているため、俺一人では何をプレゼントするか迷いに迷いまくっていただろう。

「引き受けといて今さらなんですが、センスが光る現役女子高生のノラ子様とはいえ彼女さんの趣味嗜し好こうがわからないとアドバイスしづらいですねぇ」

　昼食はお好み焼きが食べたい、とノラ子がリクエスト。

　商店街の道とん堀に立ち寄り、ランチの定番ミックスを焼きながらノラ子がぼやく。

「そろそろ焼けたころですかねぇ、ぽんぽこぽーん？」

「もう食べられるだろ」

「かつお節とマヨネーズと青のりはかける派ですかぁ、ぽんぽこぽーん？」

「もちろん。無料のものは遠慮せずにかける」

「ぽんぽこぽーん♪」

「やかましい」

　道とん堀名物の掛け声を言いたいだけのノラ子がお好み焼きに味付けし、ヘラで器用に切り分け、さっさと食べ始めようとする。

「あっつ！　猫平だけに猫舌ですわぁ！」

　……ツッコんでほしそうな顔で見つめてくるなよ。

　ふーふーと息を吹きかけ、俺とノラ子は切り分けたお好み焼きに齧かじりついた。

　私生活で誰かと飯を食うなんて……彼方とハンバーガーを食べて以来だ。

「参考になるかはともかく、あいつは小犬を飼ってるんだよ。犬好きだ」

「へえ、彼女さんは犬好きなんですかぁ。わたしは猫派なんですよねぇ～猫平だけに」

　こわっ！　ノラ子の笑顔がワザとらしすぎる。

　犬派・猫派の争いは、きのこ・たけのこ論争のように根深いのかもしれない。

「ワンちゃんのグッズは彼女さんのほうが詳しいでしょうし、欲しいものは揃えているでしょうねぇ」

「俺もそう思う。あいつ、金には全然困ってないし」

　犬の服や遊ぶ用具なども彼方は一通り揃えているので、犬に関しては無知な俺たちの出る幕じゃない。

「彼女さんがいつも持っているアイテムなどは思い当たりませんか？　古くなっていたりしたら新しいのを買ってあげるのも悪くないですよ」

　いつも持っている……か。

　自らの記憶を辿たどっていくと〝とあるアイテム〟が脳裏に浮かぶ。

「傘……」

「傘、ですか？」

「あいつは肌身離さず持ってる。まだ付き合ってないころ、雨の日に俺が貸した安物の折り畳み傘なんだけど……今でも持ち歩いてるからボロボロなんだよ。買い替えてくれって言ってるんだけど、本人は買い替える気配が全然なくてな」

　それを聞いたノラ子が頷いた。

「プレゼントは折り畳み傘にしましょう！」

「……でも、新しいのが欲しいならとっくに買い替えてるんじゃないのか？」

「はあ～～、乙女心がわかってないバカ彼氏ですねぇ。大野さんがあげた傘だから大切なものになるんじゃないですか～～」

　最大限の呆あきれを込めた溜ため息いきを吐つかれ、そう力説されてしまう。

「折り畳み傘が必要だから持ってるんじゃなく、大野さんからもらった傘だから買い替えないんですよ。つまり大野さんが新しい傘をプレゼントしない限り、彼女さんはいつまでもボロ傘を使ってしまうわけです」

「そ、そういうものでしょうか」

「そういうものです！　穴が開いた傘で雨に打たれる彼女さんでもいいんですか？」

「よくない……」

「だったら決まりですね！　さっさと食べてお洒落しやれな傘の店を探しましょう～っ！」

　ノラ子の休憩時間は長くない。

　作戦会議を終えた俺たちはお好み焼きを急いで完食し、再び商店街を散策する。

　料理デリバリーをしているノラ子は周辺の地理にも詳しい。

　ノラ子の勧めでアトレ川越に入った二人は雑貨屋を中心に見て回った。

　これどうだろう、あれどうだろう。

　店に陳列された数多くの傘を眺め、女子が好きそうなデザインをノラ子に聞いたり、ノラ子が選んだ候補を見て悩んだり……厳選の時間が続く。

「なんだか……浮気デートみたいじゃないですか？」

「バカ。断じて違うからな」

「彼女さんに内緒ってところがハラハラしますよね？」

　しれっと手を握ってくるが、この仕掛けに動揺してはいけない。

　たぶん恋人の練習なのだろう。

　自分の指が震えて彷徨さまようものの、少しずつ落ち着きを保てるようになってきた。

　意を決し、ついに──

「たまにはいいよな、こういうのも……」

　ノラ子に彼女の姿を重ね、ちゃんと握り返す。

　折り重なった指と指が隙間なく結ばれ、お互いの体温が交じり合った。

「……やればできるじゃないですか」

「……めっちゃ恥ずかしいけどな」

「……もう少し、このままでいましょう」

「……勘弁してくれ」

　ノラ子は手を放してくれず、指を絡め合ったまま傘に視線を向ける。

　自分が吐く息は顕著に熱くなり、火照った血が全身を駆け巡っているのがわかった。

「……正直に言え。さすがにドキドキしただろ？」

「んー？　まだ恥じらいがあって微笑ほほえましいって感じですねっ！」

　合格点には至らなかったらしい。

「……でも、よくがんばりました」

　──意表を突かれる。

　ふいに懐へ入ってきたノラ子が身を寄せ、優しくハグしてきたのだ。

「ちょっ……！　なっ……!?」

　周囲には人目もあり、みっともなく狼狽うろたえる俺は棒立ちしかできず。

「……大野さん？　こういうときは自然に抱き返さないと」

「無む茶ちや言うな……！」

「えへへ～、まだまだ恋愛初心者ですね！　もっと精進していきましょう！」

　からかって満足したのか、悪戯いたずらっぽく笑うノラ子の感触が離れる。

「……キスするなら今ですよ？」

　ノラ子は自らの唇に人差し指を添え、視線を奪う。

「最初からすぐキスするのではなく、ちょっとイチャイチャしたあとが狙い目です。お互いに会話が途切れ、その沈黙を埋めるような感じで大野さんのほうから……さあ」

「さあ、と言われても困る……」

「本気じゃないですよ？　キスのフリだけ……ですから」

　フリだけ。キスの雰囲気作りやタイミングの練習だから、浮気じゃない。

　ノラ子は瞳を閉じ、薄紅色の唇を結ぶ。

　呑のみ込む生唾。自分からは積極的に試みたことのないキスという愛情表現。

　店員の目を盗み、爪先立ちしたノラ子と俺の間隔が狭くなり、そして──

「……こらっ。キスのフリですよ？」

　二人の唇が触れ合いそうな瞬間、瞳を開いたノラ子が俺の唇に指で触れた。

「……実際の雰囲気に慣れるため、できる限り近づいてみただけだ」

「人の唇でチキンレースしないでくれますう？」

　けらけらと笑うノラ子に弄ばれ、やや複雑な気持ちになった。

　店員やその他の客からバカップルに呆れる視線を浴び、俺にとってはバツが悪い空気になってしまったが……ノラ子はお構いなしという調子だった。

「この傘はどうだ？」

　依然として心の片隅に後ろめたさが燻くすぶるも、本来の目的へ意識を戻す。

　フィーリングで手に取った折り畳み傘。

　あの古い傘は薄い青、そして彼方は六月生まれで雨の日が好き……梅雨っぽい青を基調としたこの傘を受け取る彼方の嬉うれしそうな顔が容易に想像できた。

「わたしは……好きです。もしプレゼントされたら嬉しいですねぇ！」

　ノラ子にもお墨付きをいただき、おぼろげな自信が確信に変わる。

「ね、値段は……」

　五千円台！　思ったよりは安い！　傘としては高価かもしれないが、デザインもお洒落だし頑丈そうなので申し分なかった。
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　プレゼント用の包装を待つあいだ、ノラ子に礼を述べる。

「……付き合ってくれてありがとな」

　素直に言うのは照れ臭いので、ちょっとだけ目を逸そらしながら。

「素敵な傘が見つかって良かったですねっ！　わたしに感謝してください！」

　調子に乗ったノラ子を見るのが、実は嫌いじゃなかったりした。

　しかし、ノラ子の顔色は変わる。

　着信があったのだろう。やや距離を置いたノラ子がスマホを耳に当て……通話の終了と同時にこちらへ戻ってくる。

　その表情は先ほどまでの無邪気さを失い、瞳が小刻みに揺れているような……。

「……すみません。先に帰ります」

「コンビニからの呼び出し？」

「まあ、そんなところです！　お客さんが増えたから早く戻ってこーい、みたいな？」

「ごめん、俺のせいで」

「サボりすぎて怒られるのは慣れてるので気にしないでください～っ！」

　すぐに笑顔を取り繕ったノラ子は足早にこの場を離れていく。

「誕生日プレゼント、彼女さんに喜んでもらえるといいですね！」

　健けな気げに手を振りながら、ノラ子は人の波に消えていった。

　まだこいつをドキドキさせられていない。

　次の恋人の練習はいつだろうか。

　次こそはきっと、女の子を喜ばせられるような行動を起こしてみせよう。

　どうせすぐに顔を合わせる。

　俺の会社にも在籍しているし、最寄りの駅前を少し歩けばノラ子が働いているから。




　翌日から遅番の週が始まったのだが、あいつの姿はどこにもない。火曜日も、水曜日になっても……会社でのパートどころか、いつものバイト先にすら現れない。

「猫の手も借りたい忙しさなんだよ……」

　会社でぼやいても、騒々しい機械音に掻かき消される。

　あいつの生意気な笑顔が、からかってくる声が、ベタベタと触ってくる温ぬくもりが、俺の前から消えた。
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　金曜日。

　あれから一度もノラ子とは会っておらず、お互いに連絡も取っていない。

　俺のほうから積極的に動かなかったのは、ただ単に『ノラ子のほうから絡んでくるので仕方なく相手していた』という関係性を壊したくなかったから。

　会おうとしなくても気軽に会え、どうでもいいお喋しやべりができる。

　そんな距離感がちょうど良かった。

　認めたくないが居心地は良く、見知らぬ場所へ出向になった憂鬱が和らいだ。

　あいつのいないこの一週間程度が、なんだか気持ち悪かった。

　久しぶりに彼方かなたと会える高揚感に混ざった不純物……目の前にいてもいなくても、無性に腹立たしくさせられる。

「大おお野のくん」

「……はい」

「話を聞いてなかったでしょ？」

　朝礼前の会議室。

　上座の凛りん藤どう主査が冷たい眼まな差ざしでこちらを睨にらむ。

「聞いてました」

「なんの話をしていたのか説明してくれないかしら？」

「犬派か猫派かっていう話ですよね。俺は犬派です」

「廊下に立ってなさい」

「凛藤先生、ごめんなさい」

　こんな返しをしているから上司に嫌われる。

　凛藤主査は物好きなので付き合ってくれるけど、裏では大野一いち郎ろうを窓際の部署へ飛ばそうと暗躍していても不思議じゃない。

「新ラインに関しては今日が最後のテスト稼働になるわ。それで問題がなければ来週から通常稼働……でも、大きなトラブルがあれば通常稼働も先送りになるの」

「通常稼働が先送りになったら来週のコラボパッケージにも悪影響が出ますよね」

「そうね。新ラインの稼働が遅れるほど生産数が下がるもの。コラボパッケージのショコラブルが全国的に足りなくなるのはほぼ確実だわ」

　生産二課の社員にとって今日が正念場、ということ。

　六月が過ぎれば繁忙期は少し落ち着いていく。

　班長以上の役職からの業務報告が右から左に流れてしまうのは、自分の中で様々な雑念が渦巻き、集中力を著しく欠いているため。

　今日は彼方のほうが早く仕事を終える。

　あいつが先に待つ西武新宿駅前へ俺が何時に行けるか……現時点では不透明だ。

　もし誕生日にすら会えなかったら、次はいつだろう。

　いや、次の機会があるのかどうかすら断言できはしない。

「それでは会議を終了します。朝礼に行きましょう」

　気がつくと凛藤主査が会議を締め、各自が朝礼へと向かうために立ち上がっていた。

　動作が遅れた俺は取り残され、凛藤主査と二人きりに。

「らしくないわね」

　部下の些さ細さいな変化を感じ取ったのか、凛藤主査が声を掛けてくる。

「何か言いたいことがあるならはっきり言いなさい」

「凛藤主査って意外と部下を気にかけてくれますよね」

「勘違いしないで。従業員の集中力の欠如は工場にとって危険に繋つながるの。つまらないヒューマンエラーや労災なんか起こされたら管理職の責任問題なのよ」

　この人、俺以上に素直じゃないかもしれない。

「今日、彼女の誕生日なんですよ。久しぶりにデートの約束をしてるんです」

「ああ、そう。幸せそうでなによりね」

「定時であがりたいんですけど……大丈夫ですか？」

「なんだ、そんなこと。別に構わないわよ」

　あっさり了承してもらった。

「もしトラブルが起きても私と島しま崎ざきで対応するわ。野の上がみくん……は頼りないけど、不良品の解体や部品の洗浄くらいなら任せられそうだから」

「でも……凛藤主査も島崎班長も俺以上に残業してますよね。自分で言うのもアレですけど、俺がいないと帰るのも遅くなるんじゃ……？」

「工場に配属されて二ヵ月ちょっとの新米が自惚うぬぼれないで」

　新米社員の自惚れた懸念を凛藤主査は凛り々りしく切り捨てる。

「人生を仕事中心に回してはダメ。楽しく生きるためにお金を稼いでいるだけだから、たまには自分や大切な人の幸せを優先しなさい」

「仕事人間の凛藤主査は……？」

「私にだって楽しみにしてることくらいあるわ。貴方あなたには教えないけどね」

　凛藤主査が仕事以外のことをしている姿が想像できないな。

「私では新ラインを動かして休日出勤を減らすのが関の山。何年後かに貴方がもっと偉くなって、従業員たちにもっとラクさせてちょうだい」

「そのために……今はちょっと甘やかしてくれるんですか？」

「ええ、有望な若手社員にすぐ辞められたら困るもの」

　凛藤主査の言葉を噛かみ締しめ、立ち上がった俺は頭を下げる。

「そういえば、猫ねこ平ひらはシフトに入ってないんですか？」

「そうね、今週は一度も入ってない。学校や部活が忙しいんじゃないかしら」

　なぜそんな問いかけをしたのかはわからない。彼方の顔だけを思い浮かべていればいい日なのに、ノラ子の面影がチラついて邪魔をする。

　そのまま朝礼に向かうため会議室を出ようとしたとき、

「大野くん、退勤を打刻するまでは仕事のことだけを考えなさい。いいわね？」

　そう、重厚さを増した声音で念入りに忠告された。




　夕方から浅い夜にかけては順調にラインが回り、生産数も大幅に落ちることなく勤務時間が過ぎていく。

　遅番の退勤時刻は二十一時四十五分。

　残り二時間を切った時間帯に小さな異変が生じた。

「あの～、配管からクリームが漏れてるんですけど」

　クリームのミキサーを担当していた派遣社員が配管のクリーム漏れに気づき、たまたま近くを通りかかった社員の俺に相談してきたのだ。

　ショコラブルに注入するクリームは天井に張り巡らされた配管を通り、クリーム充じゆう填てん機きへと送られる。配管継ぎ目の接続が甘いと稀まれに漏れることがあった。

　だが、成型部門に関しては知識があっても専門外。

　成型を仕切るベテラン社員を探し、参考までに意見を聞いてみるが、

「あー、たぶん配管を洗浄して組み立てたときに接続が甘かったんだろうさ。週末洗浄は違う班の経験が浅い従業員がやったらしいからな」

　俺と同様の楽観的な見解が返ってくる。

「原因を特定するため、いったんラインを止めて配管をバラしましょうか？」

「継ぎ目から少し漏れてるだけだし、これくらいなら大きな支障はないよ」

　数十年はここで働いているベテランの経験則……いや、慣れ。

「大丈夫だって！　とりあえず様子を見て何かあったらすぐ伝えるからさ」

　楽観視したベテラン社員は新米などに従わない。普段の自分なら我を押し通して嫌われるか、凛藤主査から指示を出してもらっていただろう。

「もし自分の時間帯でトラブルを見つけちゃったら定時で帰りづらいじゃん？」

「いや、そういう問題じゃないです」

「そうやって先輩の言うことに反論するから工場なんかに飛ばされるんだよ」

「いま、その話は関係ないですよね」

　そうやって見て見ぬふりをするからトラブルが跡を絶たず、若手の時間外労働も減らないんだよ。

　中年になっても帽子に線が入らない理由がわかる。

　すっかり手抜きを覚えた中年の平社員に物申すよりも、若手社員を丁寧に育てることで労働環境を改善しようとする凛藤主査の方針も納得だ。

　苦労せず適度に金を稼げれば十分という生きかたを否定はしないが、たった一人の無責任によって大勢の従業員が迷惑を被るのが生産工場の仕事である。

「最近出向してきたキミに何がわかるの？　成型部門は僕のほうが遥はるかに詳しいからね」

「それはそうですけど……」

「あそこの配管は旧ラインと新ラインに併用されてるから、ここでバラせばショコラブルの生産が数十分は完全に止まるぞ。それでもいいのかい？」

　膨大な数のお菓子を延々と作り続ける生産ライン……予定外の事態で数十分でも止まれば今週の生産数に大きく影響してくる。

「そんなに気を張って頑張る必要ないでしょ？　平和に仕事して早く帰ろうよ、ねっ」

　何も問題がなければ無駄にラインを止めただけ。

　その反動は残業や休日出勤として従業員に跳ね返ってきかねない。

　もしトラブルを発見してしまったら、対処するのは凛藤班の若手社員だ。

　影響力がない立場、経験の浅さ、記念日くらいはストレスを溜ためたくない心境、何事もなく勤務を終わりたい願望。

　──今日は絶対に定時で帰りたい、という自己中心的な欲求。

　常日頃から抱えていた様々な要素が一気に膨れ、俺の判断を一度だけ狂わせた。

「……異変があったり漏れが酷ひどくなったらすぐ報告してください」

　ベテラン社員の判断に渋々ながら同意した。

　この小さな独断が、大きな間違いだった。




　それから一時間後、包装のほうにも異変が生じる。

　Ｘ線検査機で何度も排出されるショコラブルがある、とパートさんから報告を受けた俺は念のため該当の製品を回収し、メッシュに載せて上からお湯で溶かす。

　すると……メッシュの上には白い破片が残った。

　嫌な予感がした。

　急いで凛藤主査に報告し、ショコラブルのラインを緊急停止させる。

　異物混入……食品工場として最も警戒しなくてはいけないトラブルだ。

「これは……破損したパッキンね。生地の中から出てきたということは成型で混入したんだろうけど、誰か心当たりはない？」

　凛藤主査が凛藤班の社員を早急に集め、問う。

「隙間からクリームが漏れないよう、配管の継ぎ目にはゴム製のパッキンが挟まれているはずです。一時間くらい前……微量のクリーム漏れがありました」

「なるほど……そのときにパッキンが割れ始めた可能性があるのね」

　独断した事実を正直に話すしかない。

　俺からの遅すぎる報告を受けた凛藤主査は怒るわけでもなく、破損したパッキンの回収と交換をするよう野上へ指示を出す。

「パッキンが劣化していたのか、洗浄後の取り付けが悪かったのか……再発防止策は早急に検討するとして、今は破片をすべて発見することが最優先だわ」

「すみません……俺がすぐに報告していれば、異物混入しているかもしれない製品を一時間も垂れ流さずに済んだのに」

「謝るよりも先に対処へ動きなさい。まずはクリームが漏れ始める直前の時間帯からライン停止までに生産された製品の差し押さえ。Ｘ線で排出された製品をメッシュで溶かし、それでも破片がすべて見つからない場合は差し押さえた製品も検査して」

「……はい！」

「島崎は該当時間に発生した再生品・飼料用菓子くずの回収と検査ね。クリーム充填機に注入する配管の先端にはメッシュ付きのバルブがついてるから、成型部門の従業員と協力して異物が引っかかってないかどうか確認してきて」

「りょーかい♪」

「手の空いている人を集めて作業を分担しなさい。大丈夫、冷静に対応すれば損害は最小限に抑えられるから」

　社会人生活三年目で初めてやらかした大きな判断ミスは想像以上に応えたけど、凛藤主査の頼もしい声が……なによりも心強かった。

　上司など煩わしい存在だと思っていたのに、この人は違う。頼れる。尊敬できる。

　涙が零こぼれそうな不ふ甲が斐いなさを押し殺し、今できる役目に奔走した。




　すでに時刻は二十二時。トラブル対応に追われているうちに退勤時刻は過ぎており、残業に片足を突っ込んでいた。

「大野くん、そろそろ帰っていいわよ」

「……大丈夫です」

　凛藤主査が気を遣ってくれるものの、俺は作業の手を休めない。

　意固地になって自分の尻拭いに没頭し、無情にも時間は流れていく。

「彼女さんの誕生日なんでしょう。今も貴方を待っているんじゃないの？」

「俺のせいで凛藤班が残業しているのに……その俺が先に帰るなんてできないですよ」

　ラインが止まっているため恐ろしいほど静まり返っている職場。

　俺の作業を手助けする凛藤主査の小さな溜ため息いきが、聞こえた。

「パッキンの欠片かけらは全部見つかったわ。回収した欠片と破損した部分がちゃんと繋つながったから間違いない。凛藤班の皆が落ち着いて対処したから最小限のロスで済んだ」

「よかったです……」

「私だったら自分の誕生日よりも仕事の後あと始し末まつを選ぶ彼氏は論外ね。その場でお別れよ」

「こんな彼氏……やっぱり嫌ですよね」

　悔しさのあまり手が止まる。

　恋愛も仕事も中途半端で、なにもかも不器用な自分が本当に情けない。

　彼方の渇望を満たす存在になっていない。

「そういえば、大野くんの歓迎会をやっていなかったわ」

「なんですか、いきなり……」

「来週末にやるから、すぐに帰って店を探しておきなさい」

「管理職からの業務命令ですか？」

「ええ、忠実な部下なら従ってくれるわよね」

「俺の歓迎会をやる店を俺が探すんですね」

「そう、文句あるかしら？」

　実に面倒な言い回しが、この人らしい。

「貴方がいようがいまいが関係ないの。私と島崎がスマートに事後処理をしておくから」

　少し離れた位置にいた島崎班長がお茶ちや目めにガッツポーズしている。

「僕もいるっすよ！」

「あっ、野上くんも忘れてないわよ」

　偶然近くを通りかかった野上を見て、思い出したかのようにフォローする凛藤主査。

「……それなら仕方がないです。凛藤主査には逆らえないですもん」

「お役御免。早く行きなさい」

「居心地が良いカラオケスナックを見つけたんですよ。そこで奢おごらせてください」

　凛藤主査と島崎班長に頭を下げ、俺はその場を離れる。

　こんな優しさに触れたことがなかったから……悔しさとは異なる涙が瞳を覆い、誰にも見られないよう俯うつむきながら走る。

　この工場は広い。

　ロッカールームまでが遠く、着替える手間すら煩わしかった。

　工場内には持ち込み厳禁のスマホをようやく確認した。

【待ってる】

　届いていたのは彼方のメッセージ。

　工場の玄関から飛び出した瞬間、夜空より落ちる雨粒が髪をしっとりと濡ぬらす。そんなものには臆さない。決して足を止めず、最寄り駅への静閑な道を全速力で駆け抜ける。

　思い浮かべるのは小こ犬いぬ沢ざわ彼方、ただ一人だけ。

　あいつが待っている場所へ行きたいだけ。

　西武新宿行きの終電は二十三時十分。

　朝一の仕事を控える彼方は帰らなきゃいけない。

　全力で走り続ければ……まだ間に合う。

　プレゼントは鞄かばんに入っている。

　こういう雨の日に差してほしい、と願って買ったものだ。

　この日のために少しばかり練習した。

　手を繋いだり、荷物を持ったり、抱き締められたり、キスまでの空気作りも覚えた。

　全部、お前のために。恋人に喜んでほしいから。

　切れた息を整えることすら忘れ、解ほどけた靴くつ紐ひもを結び直す手間すら省き、滴る汗や雨粒を拭う時間すら惜しんだ。

　ただ、ひたすら走った。

　前進する全身で雨を切り裂いた。

　お前の声が聞きたくて、喜んだ顔が待ち遠しくて、綺き麗れいな瞳に見つめてほしくて。

　彼方のために深夜の街を走っていたのに──




　どうしてお前が、視界に映り込んでくるんだよ。




　対向車線側の歩道。

　見間違いじゃない。俺と正反対の方向に歩いていくのは、他でもない猫平桃もも子こ。

　ノラ子と呼んでいる女子高生だった。

　ずぶ濡れになったノラ子の足取りは鉛を巻いたように重く、俯きかけた表情からは見慣れた陽気さが失われていた。

　無意識だろう。自分の速度も緩む。

　後ろ髪を引かれてしまい、前への推進力が奪われていく。

　俺は何も見ていない。

　脇目を振る余裕なんてない。




　駅前で待ち続けてくれる恋人のもとへ、行くから。







　…………

　……

　この選択肢を選んだのは、完全に間違いだった。

　おそらくは衝動的な行為だった。

「なにやってんだよ……お前……」

　自分の意思が捻ねじ曲げられ、進む方向を強制的に変えられてしまった。

　駅までもう少しだったのに、追いかけてしまった。

　自らの選択がわからない。理解できない。




　なぜ俺は、ずぶ濡れで座り込むノラ子に傘を差し伸べてるんだろう。




　ノラ子の母親が経営するスナックの前。

　明かりは消えており、歌声も聞こえず……まるで活気は感じられない。

　店舗の壁に背中を預け、膝を抱えるノラ子は俯いたまま少しだけ震えていた。

　梅雨の夜に打ちつける冷たい雨はノラ子の体温を奪い、心を傷つける。

　だから俺は傘を開き、雨を遮った。

「どうして……大野さんがここにいるんですか？」

　雨音にも劣る脆ぜい弱じやくな声のノラ子が問いかけてくる。

「自分にもわからねえ……」

「寂しくて……会いたくなっちゃいました？」

　消え入りそうな声でからかわれても腹立たしくならない。

　弱い部分を晒さらしたくない気持ちの裏返し、だと感じたから。

「今日って彼女さんの誕生日でしたよね？　わたしと遊んでいる場合じゃないですよ」

「ほんとにその通りだ。お前と遊んでいるヒマなんかないのに」

　雨粒がさらに大きくなり、傘を煩うるさく叩たたきつける。

「今のお前、捨てられた猫みたいだな」

「えへへ～、捨て猫のノラ子を見つけた通行人の大野さん、みたいな？」

　笑い声にも芯が通っておらず、どこか腑ふ抜ぬけたようなノラ子。

「彼女さんにあげる傘……こんなところで使っちゃダメじゃないですか」

「お前が泣いてるから……こんなことになったんだよ」

　彼女にプレゼントするはずだった折り畳み傘。それが、今は……ノラ子のために傘を差し、そこはかとない後悔と自責が心に浸潤していく。

　だが、ノラ子の顔を目の当たりにした安あん堵ど感が負の感情を誤ご魔ま化かす。




「助けて……大野さん……」




　俯いていたノラ子が俺を見上げた瞬間、雨と涙が溶け合った水滴がノラ子の頬ほおを伝う。

　俺の行動は捻じ曲げられてしまった。

　泣きながら夜の街を彷徨さまようこいつを、あのまま見過ごすことができなかった。

　今にも消えてなくなりそうな脆もろい表情のお前を、無視できなかったから。

「こういうときの彼氏は……何も聞かずに抱き締めるものなんですよ……？」

　自然と頽くずおれ、ノラ子の低い目線に並ぶ。

　そのままノラ子を抱擁し、傘を持たないほうの手でゆっくりと抱き寄せた。

「……恋人の練習としては正解ですね。それとも……ただ単に優しいだけですか？」

「どっちでもない。一人で泣いてるのがみっともないから……隠してやっただけだ」

「……素直じゃないなぁ、イッチー」

「うっせ。それやめろ」

「えへへ……あんなに肌寒かったのに、少しだけ暖かくなりました」

「馬鹿……早く泣き止やんでくれ」

　なんだかんだ御託を並べながら、彼女じゃない女子高生を抱き締めていた。

　彼女の誕生日なのに、俺は。




　もはや時計を見るまでもない。

　西武新宿方面への最終電車は、とうに過ぎ去っていたんだ。




　　　　＊＊＊＊＊＊




　傷みが目立つ畳が敷かれた和室の１ＬＤＫ。

　壁紙もそれなりに傷や剥はがれがあり、家具や家電もかなり使い古されている。外観から予想していた通り、築数十年ほど経たった木造アパートの部屋という空気が色濃い。

　俺の実家も似たような雰囲気だったな……と勝手に親近感を覚えたのも束つかの間ま、妙な緊張が沸き上がってくる。

　そこに俺がいる違和感。なぜか茶の間に座っている。

　くぐもったシャワーの音。

　脱ぎ散らかされたノラ子の服……さっきまで着ていたやつ。

　下着も混ざっているから目のやり場に困り、自分の髪をタオルで拭きつつ部屋の壁へと視線を逃がした。

　あのあと、ノラ子を猫平家のアパートまで送り届けたのだが、帰るために玄関を出ようとしたとき……ノラ子に服の裾を弱く掴つかまれた。

　無言の意思表示。憔しよう悴すいしたノラ子を放置するのも躊躇ためらわれ、とりあえず部屋にお邪魔したので現在に至る。

　もちろん女子高生の家に上がり込むことには葛藤を挟んだものの、二人きりじゃないのがハードルを幾分か下げた。

「粗茶ですが、どうぞ」

「あ、ありがとう」

　緑茶を淹いれた湯ゆ呑のみが、ちゃぶ台に置かれる。

　眼鏡をかけた女の子が来客相手に気を利かせてくれたらしい。

「もしかして……ノラ子の妹？」

「はい、そうですが」

　肯定される。

　そういえば小学生のほかにもう一人、中学生の妹がいるって言っていたな。

　ノラ子よりも小柄。お下げの黒髪と眼鏡が真面目そうな印象を与える。【猫平桃子】と刺し繍しゆうされた中学ジャージを着ているのは、お下がりだからなのだろう。

「そういえば小学生の妹は？」

「となりの部屋でオヤスミ中です。もう深夜ですから」

　ノラ子妹が襖ふすまを少し開けると、小さいノラ子妹がぐっすりと眠っていた。

　先日、コンビニでノラ子に懐いていた子供だ。

「大きいノラ子妹はずいぶんと夜更かしなんだな」

「中学生なので。あと、大きいノラ子妹って呼びかたやめてください」

「名前がわからん」

「ミカン、猫平蜜み柑かんです。そこで寝ている三女は林りん檎ご」

「フルーツ三姉妹だな」

「はいはい。今まで百回くらいは言われました」

　クールな声音で軽く流された。

　このドライな対応、ノラ子と対極的すぎる。本当に妹なのか疑わしい。

「ふーむ」

　……奇妙な状況だ。

　ねっとりとした視線のミカンに全身を凝視される。

「アナタが大野さん、だったんですね。モモ姉ねえがよく話してるので知ってます」

「どういう風に話してた？」

「最近友情が芽生えたコンビニ常連のインテリ眼鏡くん（童貞かと思ったけど意外なことに彼女持ち）、と聞いています」

「めちゃくちゃバカにされてんだろ」

「大野さんのことは楽しそうに話していたので、悪い人ではないと思っていましたよ」

　こちとら初対面の社会人。いきなりお邪魔して警戒されていると思ったが、ノラ子のおかげで少しは信用されているらしい。

「すみません。ウチの姉がご迷惑をおかけしました」

　ミカンは軽く頭を下げ、謝る。

　ずぶ濡れのノラ子を保護されたことへの謝罪だろう。

「話せる範囲で構わないけど……何があったのか教えてほしい」

「日曜日、ウチの母親が自宅で倒れたんです。今は入院しているので家にはいません」

　一気に空気が張り詰め、息を呑のむ。

　日曜日といえば誕生日プレゼント選びに付き合ってもらった日。ノラ子が電話を受けた直後に顔色が変わり、一足先に帰っていたのを思い出す。

「あのときの電話は……」

「たぶんワタシです。救急搬送された直後くらいにモモ姉にも伝えました」

「ノラ子の母親……栞しおりさんの容体はどうなんだ？」

「過労や睡眠不足が原因とのことでしたが、幸いにも命に別状はありませんでした。ただ大きな病気がいつ起こってもおかしくない状態なので、しばらくは安静にしないといけません」

　一ひと先まずは安心したが、シングルマザーの栞さんは三人娘を育てる大黒柱でもある。

　猫平家が直面した試練は想像に容易たやすかった。

「お母さんが倒れたのは今回が初めてじゃないんです。三女のリンゴが生まれたころに離婚して、それから十年近くも昼夜問わずに働き続けてきましたから。最近は調子も良くなっていたので、お母さんは張り切りすぎていたのかもしれませんね」

「……だからノラ子はバイトしていたんだな」

「モモ姉は『部活が休みのときにコンビニで働いてる』って言ってましたけど、実際は複数のバイトを掛け持ちしていたみたいです。少しでも家計を助けて、お母さんやワタシたちに楽させてあげるために」

　栞さんの言葉に違和感を覚えた理由がわかった。

「家族に心配かけないように、ノラ子は部活だとウソをついていた……？」

「モモ姉本人は言わないですけどね。なんせ陽気でへらへらしている姉なので、変に真面目な姿を家族に見せたくないんでしょう」

「あいつ……実は人一倍、真面目なやつなんだな」

「そうです。真面目だからこそ様々なことを一人で抱え込んでしまうのかもしれません」

　ミカンは含みを持たせた。母親は安静にすればいずれ回復する。あんなに憔悴したわけが他にもあるのだろうか。

「泣いていた理由は定かではありませんが、外に行って一人で泣いていたのは……ワタシたちに弱い姿を晒したくないから。お母さんに代わって家族を守る長女だから、とかそんな気持ちだったのかな、と」

「バカだよ……ノラ子は。まだ女子高生のくせに大人ぶって強がろうとしやがる」

「だからこそ、大野さんみたいな人が必要なんですよ」

　俺の前にちょこんと正座したミカンは、まっすぐ見据えてきた。

「心を許した年上の社会人には弱みを見せるかもしれません。差し出がましいお願いなのは重々承知していますが、他に頼れる人もいないので──」

　ミカンはもう一度、畳に手をつきながら頭を下げた。

「お姉ちゃんをほんの少しだけ支えてあげてください」

　部外者の俺に何ができるのだろうか。

　これ以上、他人の事情に深入りしてもいいのだろうか。

　引き返すなら今、断って立ち去るならこのタイミングだ。

　俺が一番に考えるべき人は、大切にしたい人は、小犬沢彼方。

　これ以上、他の誰かのために割く時間はないのに。

　了承も拒否もできず、温ぬるい緑茶で喉を濡らし、ただただ押し黙ることしかできなかった。




「ママ……まだ帰ってこないの……？」

　しばらく続いた沈黙を破ったのは、襖を開けてきた三女のリンゴ。

　どうやら眠りが浅かったらしく、瞳に涙を溜ためて泣き崩れそうな面持ちだった。

「ごめんねー、起こしちゃったねー」

　ミカンが子供をあやす口調で宥なだめようとするも、まだ幼いリンゴはグズってしまう。

「ママはね、もうちょっとだけお泊まりしなきゃいけないんだよ」

「やだやだーっ！　早くママに会いたいよぉ……」

　ミカンの背中にしがみついたリンゴが身体からだを揺らし、駄だ々だをこね始めた。

　親が身近にいない状況が続いていれば、子供なんて寂しがるに決まってる。

「お母さんが入院してから毎日グズってるんです。大野さん、どうにかしてください」

　ミカンの雑な無む茶ちやぶり！

「おじさん……だれ？」

　うっ……っ!?　小学生にしてみたら二十四歳はおじさん……か。

「モモ姉の彼氏。将来のお義兄にいさんだよ」

「モモお姉ちゃんの……かれし!?　しょうらいのおにいちゃん!?」

「小さい子にウソ教えるなよ！　信じちゃうだろ！」

　案の定、ミカンの冗談を純粋に信じたリンゴの瞳が輝いている。

「だって……モモ姉のセフレだなんて真実は言えないですよ」

「シリアス顔で大ウソ吐つくな」

　猫平家の次女だけあって癖が強い性格してんなぁ。

「せふれ、ってなーにー？」

「セフレっていうのは普通の友達とは少し違って、欲求不満を解消するためにセック──ん～ん～」

「小学生にいらんこと言うな」

　性に関心を持ち始める年頃なのか……マセガキ中学生の口を咄とつ嗟さに塞ぐ。

　良い子そうなリンゴには一生無縁の単語であってほしい。

「ミカンお姉ちゃぁん……おなかへったぁ……」

　リンゴの機嫌が良くなりかけたが、空腹により眠れないらしい。

「お兄さん、何か作れないんですか？」

　しれっと〝お兄さん〟呼びされている。セフレ呼ばわりされるよりはマシだけど。

「もう零時前だぞ。今から食うのか？」

「夜食ですよ。明日は学校休みですし、ワタシはまだ勉強するので起きてます」

　ミカンは眼鏡を人差し指でくいっと持ち上げ、インテリ感を演出する。

　ちゃぶ台には問題集やノート、筆箱からはみ出た筆記用具などが置かれていた。

　ノラ子を連れて帰る直前までは勉強していたのだろう。

「ワタシはバイトできる年齢じゃないので勉強するしかありません。貧乏から脱出するためには、良い学校に進んで勝ち組な仕事に就くのが最も手堅いです。猫平家の将来はワタシが背負しよって立ちましょう」

　どこかで見たことがある言動、似たような境遇……ミカンは親近感の塊だった。

「お前、友達少ないだろ？」

「よくわかりますね。貧乏なので遊びには誘われないし、学校でも勉強ばかりしてる地味な眼鏡ちゃんポジションなので話しかけてくる人も少ないです」

「ミカンの生きかた……中学の俺とそっくりだからな」

　思わず、そんな言葉を漏らしてしまう。

「お前もやりたいことや夢があるんじゃないのか？」

「……今は静かに我慢です。お母さんやモモ姉がこれ以上頑張ってしまうので」

　専門的な技能を習得したり、難しい夢を目指すにはお金がかかる。家族に気を遣わせることを懸念したミカンは本音を胸にしまっているのだ。

「問題ありません。学生時代に底辺だろうと、いずれは大成して立場が逆転するので」

「俺も同じようなこと言ってた」

「それは嫌ですね。お兄さんみたいな冴さえない会社員止まりはごめんです」

「これでも東とう慶けい大卒なんだよなぁ」

「師匠、尊敬します。ワタシの志望校なので勉強教えてください」

　手のひらくるっくる。いつか手首がもげるだろ。

「友達はいなくてもいいけど、競争相手はいたほうが成績は伸びるぞ」

「理想のライバルってことですか？」

「まあ、そんな感じ」

「その言いかただと、お兄さんにもライバルはいたんですよね」

「マジで目障りなやつが一人だけいたな。実家が金持ちなうえに顔もめっちゃ可愛くて、友人も多くてテストの成績も学年一位……体育祭のソフトボールでも三球三振で料理された。勝てるところが一つもなかったのはそいつだけだったよ」

　当時の映像が次々と蘇よみがえり、自然と頬ほおが緩む。

「だらしない顔になってますけど、その人のことは嫌いじゃなさそうですね？　その人との関係、詳しく教えてもらってもいいですか？」

　……自分から語っておいてアレだが、なんだか気恥ずかしくなってきた。

「ミカンお姉ちゃーん、ごはんーごはんー」

「リンゴがご立腹なので、とりあえず夜食タイムにしましょう」

　放置されたリンゴが駄々をこね、興味津々なミカンからの追及を免れる。

「モモお姉ちゃんのかれしおじさーん、おいしいたべもの作ってぇー」

「ノラ子の彼氏おじさんではないぞ。せめて友達お兄さんだろ」

「モモ姉のセフレおじさん」

「リンゴに悪影響だからお前は黙っとけ」

　畳に寝そべりながら両足をパタパタと振り始めた次女と三女。

　栞さんの血を受け継いでいるからか、初対面なのにフレンドリーに接してくれる猫平家の三姉妹は賑にぎやかで親しみやすい。

　ぼっち気質の捻ひねくれ者にとっても居心地が良いのだ。

「誰が大野さんのセフレだってぇ～？」

　噂うわさをすれば。

　湯気を纏まとった風呂上がりのノラ子が茶の間に入ってきた。

　巻いているのはバスタオル一枚……バスタオル一枚？　鎖骨から肩のラインが大胆にも露出し、瑞みず々みずしい太ももは絶妙に引き締まっている。

「大野さーん、めっちゃ見てくるじゃないですかぁ」

「アホか。痴女が現れたから驚いただけだ」

　ノラ子にからかわれて目を逸そらすも、脳裏に焼きついてしまった……。

「バスタオルを巻いているだけマシですね。ウチの家族は女しかいないので、いつものモモ姉ならパンツ一枚で歩き回ってますよ」

「お、大野さん！　ウソです！　ミカンはウソをついていますよ！」

「モモお姉ちゃん！　パンツであるきまわってるーっ！」

　長女は風呂上がりにパンツ一枚で歩き回っているらしい。

　湯上がりの火照りなのか、それともバスタオル姿は恥ずかしかったのか……意外と初心うぶなノラ子は動揺し、耳まで赤くなっていた。

「お前……大丈夫なのか？」

「はい、お風呂に入ったらさっぱりしました！」

　さっきまで弱々しく泣いていた表情はどこへやら。

　にっこりと笑むノラ子は普段の調子に戻り、タンスから部屋着を探していたものの、ブラとパンツも一緒に取り出しているので目のやり場に困る。

　男子の反応を楽しんでいるのだろう。ノラ子がこちらをチラ見してくる。

「えっちすぎるなぁ、大野さんは。今から着替えますけど覗のぞかないでくださいよぉ？」

　そう言い残し、風呂場のほうへ引き返していく。

　なんだあいつ、元気じゃん。

「……家族の前ではああいう人なんです」

　俺にだけ聞こえる程度の声量でミカンが呟つぶやく。

　家族の前では弱みを見せない、というのを示唆しているのか。

　どこにでもいる普通の社会人が手を差し伸べたとしても、同情したとしても、容易に救えるはずがないのに。
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　見て見ぬふりをしたほうが、俺自身の幸せは守られる。

　ノラ子の本音を知らず、ノラ子が泣いているのを無視してしまえば、気持ちが揺れ動くことなんてない。

　二人のために時間を使うのは不可能なら、俺が選ぶのは当然──恋人の彼方だから。

　それではなぜ、俺はここにいるのだろう。

　そう自分自身に問いかけても答えは何も返ってこなかった。




　部屋着であるジャージの上にエプロンを着けたノラ子。

　母親が不在のあいだはノラ子一人が料理担当らしく、妹の夜食を作ろうとキッチンを漁あさるも、使えそうな食材はキャベツしかなかった。

「この時間帯だとコンビニくらいしか開いていないなぁ」

　メニューが思いつかないノラ子は頭を悩ませている。

「もしよかったら俺が作ろうか？」

「えっ？　料理できるんですかっ？」

「大学生までは毎日のように自炊してたからな。食費を節約する料理は慣れてる」

「でも、キャベツしかないですよぉ？」

「キャベツと調味料さえあれば十分だ。よこせ」

「やだ……今の大野さん、イケメンに見えちゃう……！」

　腕うで捲まくりをした俺は手を洗い、ノラ子からキャベツと包丁を受け取る。

　くし形に大きく切ったキャベツをバターで炒いため、軽く焦げ目をつける。

　フライパンの上は主役のキャベツ。泡立ったバターがじわりと浸透し、食欲をそそる魅惑の炒め音を奏でながら柔らかくなっていく。

「大丈夫ですか？　これ、大丈夫なんですかぁ？」

「いいから黙って見てろ」

　心配そうに覗き込んでくるノラ子には目もくれず。

　みりん、酒、砂糖、醤しよう油ゆなどの定番調味料を目分量で投入し、チューブのおろしにんにくで味にパンチを利かせ、最後に黒コショウを振りかければ出来上がり。

　あまじょっぱい香りが部屋中に充満し、深夜の空腹が暴れ出す。飴あめ色いろに光るソースが濃厚に染みたキャベツの塊を人数分の皿によそい、ちゃぶ台に並べた。

「大野家の定番メニュー、キャベツステーキ。さあ食え」

　ステーキ風に味つけしたキャベツ。

　まさに文字通りの料理を前にして箸を持った長女と次女だが、味の予想ができないためか箸先が動かない。

　そんな中、お腹なかを空すかせた三女は小さい口でキャベツの塊に齧かじりつく。

「……おいしい～！　ステーキっぽいあじ～！」

　至福の表情になったリンゴの箸は止まらず、口の周りが汚れてもお構いなしに頬ほお張ばる。

　子供はお世辞を言わない。

　三女の感想を信じた長女と次女もキャベツステーキを齧り、二人の口からほぼ同時に零こぼれたのは「うまぁ～っ！」という率直な絶賛だった。

　皿の上にあったキャベツステーキが瞬く間に消え、三姉妹の満足げな顔を見届けた。

「おじさんはモモお姉ちゃんと〝けっこん〟しないのー？」

「けっ!?　げほっ……！」

　無む垢くなリンゴの爆弾発言に動揺したノラ子、食後の茶を吹き出しかける。

「けっこんすれば、おじさんが毎日いてくれるのに～」

　リンゴが俺の背中にもたれ掛かってくる。子供の思考回路は単純だ。母親がいない寂しさを紛らせられるからか、どうやら懐かれてしまったらしい。

「リンゴ～？　この人はわたしのお友達だよ～？　結婚はしないんだよ～？」

「セフレはけっこんしちゃダメなのー？」

「せふっ!?　ごほっ……！」

　むせるノラ子、二回目。

「ミカン！　あんた、小学生に変なこと吹き込んだでしょーっ！」

「ワタシは何も知らない。リンゴが勝手に学んだ」

「ウソ！　誰が小学校でセフレなんて言葉を教えるかぁ！」

　ぎゃーぎゃーと言い争う長女と次女。

　この家族は見ていて退屈しない。大学に入って上京し、最近は実家にも帰省していない独身男にとっては懐かしい感覚に浸れる空間だった。

　しかし長居する理由はない。この家族とこれ以上の関わりを深めてしまえば、俺にとって見過ごせない存在になってしまう。

　俺は器用な人間じゃないから。

　小犬沢彼方だけが愛すべき存在で、唯一好きになってくれた人で、たった一人を想おもい続けていられた。あいつだけを見ていれば幸せだった。

　近しい人が増えるほど……一番大切なものを、いつか見失う。

「もう遅いし、俺はそろそろ帰るよ。とっくに用事も済んだしな」

　沈殿した不安によって逃げるように立ち上がったが、

「やだーっ！　かえらないでーっ！　おじさんともっと遊ぶーっ！」

　俺の足に抱き着いたリンゴが離れてくれない……。

「リンゴが小さいころに両親は離婚しているので、父親みたいな存在が欲しかったんだと思います」

「父親って……俺はまだ二十代前半なんだけどな」

「小学校低学年から見れば立派なおじさんですよ」

　……などと、ミカンは見解を述べる。

「おじさん！　わたしのパパになってーっ！」

「リンゴのパパになるには、栞さんと結婚しなきゃいけないんだぞ」

「モモお姉ちゃんとママ、どっちともけっこんしてーっ！」

　近ごろの子供は純粋すぎて凄すごいことを口走るのな……。

　さすがのノラ子も苦笑いしている。

「ウチのお母さん、独身なので恋愛できますよ？　大野さんがその気ならワタシたちのお父さんになります？」

　この中学生、育てかたを間違ってるよな。

　どこが勉強ばかりしてる地味な眼鏡ちゃんだよ。平然とした顔なのが呆あきれるわ。

「ここに大野さんの電話番号を貼っておこう！　これでいつでも呼び出せるからねぇ」

「わーいっ！　おじさんにお電話できる～っ！」

「いや、無許可で貼りだすなよ」

　俺の番号を書いたメモ紙をノラ子が壁に貼りつけ、リンゴが大喜びしている。

　メモ紙を見たリンゴが親機のボタンを押し、俺のスマホが鳴った。

「もしもしー、おじさんですか？」

「はい、おじさんです」

　同じ部屋にいるのに電話してきたリンゴ。小学生らしくて微笑ほほえましいね。

「ワタシも登録しておこうっと。これで無料の家庭教師ゲットです」

「無料で教える約束なんてしてねーぞ」

　ミカンのスマホにも勝手に登録されてしまう。

　貧乏中学生のくせに生意気にもスマホ（ノラ子のお下がり）を所持しており、学割や家族割を駆使して月額料金を格安にしているらしい。

「おじさーん、もっとあそぼーっ！」

「お兄さんにはリンゴが寝るまで付き合ってもらうしかなさそうですね」

「よーし、久しぶりにみんなで大富豪しようかぁ！　ほらっ、大野さんも！」

　ミカンとノラ子も遊ぶ気満々らしい。さっさと帰れる雰囲気ではなくなってしまい、数年ぶりのトランプに付き合わされた。

　次第に全員が深夜のテンションになり、なぜか押し相撲トーナメントが始まった。

　俺とノラ子が初戦で敗退し、次女と三女の決勝戦が白熱している。

「大野さん、四月から一度も髪切ってませんよね。結構伸びてますよ？」

　手持ちぶさたになったノラ子が俺の髪に触れ、撫なでるように毛先を摘つまむ。

「まあ、そうだな。仕事が忙しかったんだよ」

「どうせ散髪代をケチるため、ですよね？」

　見抜かれている。さすがは俺と同じ節約家だ。

「もしよかったら、わたしが切ってあげましょうか？」

「普通に嫌だよ」

「即答!?　どうしてですかぁ!?」

「怪け我がしたくない」

「えへへ～、髪を切るだけなのに怪我するわけないじゃないですかぁ～」

　俺の断りなどお構いなしにノラ子はハサミを用意し始めた。

「モモ姉の腕は信頼していいですよ。猫平家はモモ姉が髪を切っているので」

　押し相撲で敗北したミカンが床を転がりながら解説し、泣きの二回戦に戻っていった。

「ミカンの言う通り、猫平家のカット担当はわたしなのでーす。女性の髪しか切ったことがないので、男性の髪も切ってみたかったんですよねぇ」

　ノラ子は新聞紙を畳の上に敷き、俺の前に姿見を置いた。

「俺を練習台にしようとしてるだろ」

「カットモデルですよぉ♪　千円にしておきますから！」

「有料なんて聞いてねーぞ」

　俺の苦情はスルーされ、素知らぬ顔で散髪ケープが巻かれた。

「おい」

「お客さーん、今日はどんな髪型にしましょうかぁ？」

　カリスマ美容師気取りのノラ子が背後から質問してくる。

「イケメン俳優みたいに爽やかなやつで」

「お客さんの捻ひねくれた顔では難しいかとぉ」

「失礼な美容師はクビで」

「サロン猫平の店長はノラ子様なのでクビにはなりませーん」

　サロン猫平とやらの店長様は霧吹きで水を吹きかけ、俺の髪をしっとりと濡ぬらす。

　指を器用に使って髪の束を持ち上げ、ハサミの刃先を軽やかに躍らせ始めた。

　うん、手慣れている。

　刃先を閉じるたびに毛束が落ち、心なしか頭部が軽くなっていく。

　目に刺さりそうだった鬱陶しい前髪が丁寧に整えられ、重かった部分を梳すかれることでサイドの毛先がふんわりと跳ねた。

「襟足はどれくらい切ります？」

「これから暑くなりそうだし、もうちょっと短くてもいいな」

「りょーかいでーす」

　猫平家のカット担当は伊達だてじゃない。

　始まる前はあれだけ警戒したのに、すっかり客の気分になってしまうなんて。

　数分後……ドライヤーで髪を乾かされ、散髪ケープが外される。

「じゃーん！　ノラ子スペシャルカットでーす」

　これがノラ子スペシャルカット。

　姿見に映る自分の髪型は……元の髪型を良い塩あん梅ばいで短く整えたような感じ。

　お洒落しやれヘアに大変身！　というわけではないものの、素人のカットにしては申し分ない仕上がりだ。

「まあまあやるじゃん」

「そこは素直にありがとうって言ってくださいよ～っ！　素直じゃないなぁ！」

　褒められたのが嬉うれしかったのか、ノラ子のテンションが高くなった気がする。

「お前、髪を切るのが好きなのか？」

「実はわたし、美容師を目指してたんです。高校卒業したら専門に通って、美容師として働いて、いつか自分の店に家族を招待したいな～なんて」

「だからバイトしてたんだな」

「えへへー、そんな感じでしたねぇ。お母さんに負担をかけないよう、進路にかかる学費は自分で貯ためようと思ってました」

　ふざけた言動のやつが真面目な一面を覗のぞかせると調子が狂う。

　あと、ノラ子の言い回しが過去形なので小さな違和感が生じた。

「もしお前が美容師になったら、俺も客として指名しようかな？」

「あ、大丈夫です。千円も払えない人は来ないでください」

「なんでだよ、切ってくれよ。ちょっと安くしてくれよ」

「うるさいでーす。ノラ子様はカリスマなのでケチ男には予約困難でーす」

　ノラ子に冷たくされ、ちょっと泣いた。

　意外と現実的な夢を語ってしまった反動の照れ隠しなのだろう。

「進路はまだ明確に決まってません！　フツーに就職するかもしれないですねぇ」

　未いまだに進学か就職か迷っているからこその曖昧な言い回しだったのかもしれない。

　高校三年の六月……自分の将来について思い悩むのは十分理解できる。

「モモお姉ちゃーん！　わたしも切ってーっ！」

「モモ姉、ついでにワタシもー」

　次女と三女も集合し、自称カリスマ美容師のノラ子を指名する。

「はいはい、順番に切ってあげるからぁ」

　夜中の猫平家は美容室になり、ハサミの軽快な音が暫しばらく止やむことはなかった。

　決して裕福な家庭ではないかもしれない。

　でも、この家族の日常は羨ましいほど賑にぎやかで、眩まばゆいくらい輝いていたんだ。




　……小鳥のさえずり。

　いつの間にか眠ってしまったらしい。

　カーテンが閉められた部屋は薄暗いものの、早朝の淡い光が薄うつすらと滲にじんでいた。目が覚めた俺は敷布団の上に横たわっており、すぐとなりに寝ていた人物が瞳に映り込む。

「の、ノラ子……!?」

　お互いに布団の上で向かい合った状態で、もう少し近づけば身体からだが触れ合ってしまうほどの距離。ノラ子の健やかな寝顔が目の前にある。

　いたたまれなくなり、身体の向きを反対側へ転がしてみるが……今度はミカンの寝顔とご対面してしまう。

　なぜか長女と次女に挟まれているうえに、三女は次女の腹の上で眠っていた。川の字で寝るとか仲良し家族かよ、と。

　激動の一日で疲れ切っていた俺は睡魔に逆らえず、猫平家に泊まってしまったようだ。

　自分のスマホに表示された新着メッセージ。

　猫平家に来た直後あたりに俺が彼方へ送った【自分のミスで残業になった】【ほんとにごめん】【誕生日おめでとう】という謝罪メッセへの返信だった。

【イッチーお疲れさま】【ゆっくり寝て】【おやすみ】

　残業を言い訳に誕生日デートをすっぽかした彼氏のことを気遣い、最後は犬のゆるキャラが寝ている可愛いスタンプで締しめ括くくられていた。

【プレゼント、今度会ったときに渡す】

　せめてもの穴埋めとして曖昧な約束を送る。

　残業で遅れたのは嘘うそじゃないけど、この状況は正直に伝えられなかった。

　それはもう嘘に等しい隠しごと。

　胸が締め付けられるように、痛い。

　怒ってくれたほうが受け止めやすいのに。貶けなしてくれたほうが楽なのに。

　何も知らない彼方の優しさに……罪悪感を揺り動かされてしまうんだ。

「……彼女さんから、ですか？」

　鼓膜が拾う静かな声。

　横たわった背中が温ぬくもりに包まれ、柔らかい感触が押し当てられる。

　スマホを見つめた俺の背後に密着したノラ子だろう。

「起きてたのかよ……」

「わたしの寝顔に見み惚ほれていましたねぇ？」

「見惚れてねーよ。アホ面だな、と思っただけだ」

「素直じゃないなぁイッチー」

　その言葉を使われると、どうしても彼方の声が重なってしまう。




「キス……しません？」




　聞き間違い、じゃない。

　ノラ子の声ではっきりと誘われ、再びノラ子のほうへ身体が転がる。ノラ子の唇へ視線が吸い寄せられる。少しだけ桃色で、潤いがありそうで。

　すぐ側そばに妹たちが寝ているのに。家族の空間なのに。

　近づいてくる。お互いの距離は数センチ。息遣いすら感じられ、鼻を撫でる甘美な香りが思考を掻かき乱し、理性を殺しにかかる。

「……やらない」

　だが、俺は拒絶の一言を零こぼした。

　これが精いっぱいだった。

「恋人の練習、ですよ？」

「キスは練習じゃなくて……浮気だ」

「……そう、それでいいんです。それがわかっているなら安心しました」

　キス寸前の至近距離にいるノラ子は納得したように息を吐つく。

「恋人の練習はこれで終わりです。あとは大野さんがこの経験を活いかして彼女さんを喜ばせてあげてください」

「……お前はドキドキしたのか？」

「ええ、ドキドキさせられました。合格です」

「……いつ？」

「言わなきゃダメですか？」

　俺は首を小さく縦に振る。

「昨日の夜、あなたが傘を差し出してくれたときです。あれは恋愛初心者が簡単にできることじゃないですよ」

「あれは衝動的にやっただけで……恋人の練習なんかじゃない。待ってくれていた彼女への裏切り行為で……絶対に間違いだった」

「大野さんの選択は間違いで……彼女さんを裏切りました。これ以上、お二人の邪魔をしたくありません」

　ノラ子は申し訳なさそうに苦笑する。

「どうして泣いてたのかは……やっぱり教えてくれないのか？」

「教えません。大野さんには関係のないことだし、話してもどうにもならないので」

「……まあ、そうだな。兄でも父親でもない部外者だもんな」

「この家の事情も、わたしが泣いていたことも……綺き麗れいに忘れてください。今日からはバイト先で話すだけの薄っぺらい関係に戻りましょう」

「ノラ子……」

「わたし、お金目当てだったんですよ？　大野さんは大手企業の社員で真面目そうだったから近づいただけで……恋愛を応援する気なんてなかったんです」

「でも、家庭を助けるためだったんだろ」

「それを知られたくなかったから、お金大好きパパ活ＪＫを装ってたんですけどねぇ。バイトの一つとして割り切れば、大野さんの悩みにつけこむ罪悪感が薄れたので」

　罪を自白するかのようにノラ子が本音を吐露していく。

「大野さんは優しいから……わたしが弱みを見せると気にかけてくれた。でもそれは彼女さんのためにはならない。素敵な彼女さんを心配させちゃダメです。これ以上……彼女さんに嘘をついてはダメですよ」

　核心を突かれ、言葉が吐き出せない。

　その通りだ。ここが元の日常に戻る分岐点、だと思った。

　彼方を幸せにしながら、ノラ子たちの事情に首を突っ込むなんて不可能だから、どちらかを見て見ぬふりして、忘れる。

　ノラ子の悲ひ愴そうな泣き顔を、記憶の海から消し去る。

　気安いコンビニ店員と愚痴が多い常連客の関係に戻るのが、いい。

「……それじゃあ、帰るよ」

「……さよなら、大野さん」

　妹たちを起こさないよう静かに立ち上がり、起き上がる気配のないノラ子の乾いた瞳に見送られながら猫平家をあとにした。

　たぶん、もう二度とここには来ないだろう。

　雨上がりの早朝。

　梅雨の湿った空気が鬱陶しく、無性に苛いら々いらした。




　ポケットが震え、立ち止まってスマホを見る。俺が先ほど送った【プレゼント、今度会ったときに渡す】というメッセージへの返信が届いていた。

【わくわく】【今日も一日がんばれる】

　そして、犬のゆるキャラが喜んでいるスタンプ。

　朝一から仕事の彼方は早朝五時前なのに起きていたらしい。

　スマホに触れていた指が勝手に動き、早起きな彼女へ電話をかける。

「おはよう、彼方」

『──……おはよ、イッチー。どうしたの？』

「このあと六時くらいに西武新宿駅前、ちょっと来られる？」

『──……うん。少しだけなら』

「……始発で行くから待ってて」

『──……わかった。待ってる』

　理由など聞かず、小犬沢彼方は電話越しに受け入れてくれる。

　通話を終了させた俺は昨夜と同じように走り出し、そろそろ始発が運行する時間帯の最寄り駅へと急いで向かった。

　これが大野一郎の日常。

　最も大切にしなきゃいけない人は──たった一人だけ。




　　　　＊＊＊＊＊＊




　朝六時近く。土曜日の早朝で小雨模様という条件も重なり、大都会の西武新宿駅前にしては閑散としていて人通りも少ない。

　二十四時間営業のチェーン店くらいしか開いておらず、街自体がまだ寝起きのように静まり返っていた。

　小雨が衣服を濡ぬらすのを嫌い、待ち合わせたＰｅＰｅ前広場で傘を開く。

　すでに新品ではなくなった折り畳み傘。

　開く前から水分を含んでいるのは……昨夜の出来事があったから。

　衣服が濡れるのを嫌い、なんて自分への言い逃れにすぎない。

　彼方以外の相手に傘を使った痕跡を隠すため、だ。

【着いた】【傘差しイッチーを発見】

　彼方からのメッセージが表示され、人通りの疎まばらな周囲を見渡すと──

「わん」

　いた。タクシーから降りてきた。

　いつもの眼鏡とマスクで変装し、芸能人オーラを完全に消した小犬沢彼方が。

　犬の鳴き声みたいな挨拶をしながら、こちらに軽く手を振って近づいてきた。

「昨日はごめん。現場にスマホは持ち込めないから残業の連絡も遅くなって……ずっと一人で待たせちゃったよな」

「……ううん、気にしてない」

「久しぶりにお前と会えるって思ったら仕事どころじゃなくて、人生最大レベルの判断ミスをやらかしてさ……走ったけど間に合わなかった」

　普段は口数が少ないのに、言い訳するときだけは饒じよう舌ぜつだ。

　そんな自分に心底嫌気がさす。

「……たぶん、イッチーはがんばった。お互いに社会人。こういうのも恋愛のうち」

　それを簡単に許してくれる彼方の穏やかな声音。

「……あれ。イッチー、髪切った」

　どくん。胸の鼓動が跳ねる。

　髪型の変化に気づかれた瞬間、指先が震えた。

「あー、ちょっと切った。久しぶりのデートだからな」

「……似合ってる。爽やかイッチー」

　あいつに切ってもらった、なんて言えない。

　後ろめたい心を優しく抉えぐられるようで、針先で撫でられているようで、苦しい。

「一日遅れだけど……これ、誕生日プレゼント」

　そんな心境を誤ご魔ま化かすため、俺は開いたままの傘を差し出す。

「イッチーの傘……？　くれるの？」

「前にあげた傘はもうボロボロだっただろ？　だからプレゼント用に買ったんだけど、雨が降ってたから使っちゃった。ごめんな」

　出来心だった。小さな嘘うそをついた。

「……新品よりもイッチーが使った傘のほうが嬉うれしい。学生のころにもらった傘もイッチーが使ってたやつ」

　彼方の声色に歓喜が滲にじむ。

　開いたままの傘の持ち手を彼方が握り、そのまま受け取ってくれた。

「……ありがとう、イッチー。この傘もお守り。大切に持ち歩く」

　可か憐れんに傘を差した立ち姿で満面の笑みを浮かべているだろうに、その表情がマスクで隠れているのが歯は痒がゆかった。

　恋心が顕著に膨れ上がり、もう抑えきれない。

「彼方」

　唐突だった。

　彼方の華きや奢しやな身体からだを正面から引き寄せ、強く抱き締める。

　ノラ子とは異なる感触、異なる体温、異なる匂い……俺だけが知る小犬沢彼方のすべてを感じられた。

「……イッチー、どうしたの？　寂しいの？」

「……寂しかった」

「……今日は珍しく素直なイッチー」

「俺のほうから抱き締めたことって一度もなかったから」

「……びっくり。いきなりすぎ」

「嫌だったか？」

「……ううん、嬉しくてどうにかなる」

　彼方のほうも腕を回し、傘を持ったまま抱き締め返してくれる。

　駅前で抱擁する二人などバカップル以外の何者でもないが、俺はこうしたかった。

　邪魔な恥じらいを捨て去るために恋人の練習をしたのだ。

「手を握ったり抱き締めてくるのはいつも彼方のほうからだったし、告白も彼方からだった。たまには俺も愛情を返さないとなって」

「……ちょっとだけ違う。告ったのはイッチー」

「彼方のほうだろ」

「……いやいや、ワタシに惚ほれてたイッチー」

　毎度のことながら、どっちが告ったか論争はお互いに譲らない。

「……一つはっきりしてる。イッチーから一度も〝好き〟って言われてない」

　それは紛れもない事実だ。

「好きだよ」

「……えっ？　イッチー？」

「彼方のこと、ずっと好きだから」

「……あっ、ちょっと……不意打ちの甘い言葉は反則。心の準備ができてない。ばかイッチー……」

　いつもは冷静沈着な彼方が珍しく動揺し、うまく言葉を紡げていない。

　俺が照れて口籠ると思っていたのだろう。無防備だった彼方へ甘ったるい本音を告げ、逆に照れ臭くさせてやった。

「たぶんだけど、俺たち……どっちも告白してないんだよ。二人で過ごしているうちに、いつの間にか恋人みたいな距離感になったんだと思う」

「……そうだったかも。それが論争に決着がつかなかった理由」

「だから俺から告ってみた。これで正式な恋人同士になったし論争も決着だな」

「……いや、まだ。ワタシが返事をしないと恋人にはならない」

　目の奥が微かすかに笑っている彼方。

　何を考えているのか、なんとなく伝わってくる。

　彼方がマスクを外すと同時に、人通りが多い方向へ傘を向けた。

　あの小犬沢彼方の顔が目の前にあり、俺の顔だけを瞳に映している。

　みんなのアイドルを、今この瞬間だけは独占できる。

　上半身が傘で隠れた二人。

　俺たちを誰も見てはいない。誰にも見えない。

「……これがワタシからの返事」

　自然に引き寄せられ、お互いに瞳を閉じ、唇への距離がゼロへ近づいていく。

「……好きだよ、イッチー」

　熱い吐息が混ざり合い、そっと……触れ合う。




　小雨が舞い散る午前六時過ぎの新宿──




　俺たちは数ヵ月ぶりに、恋人のキスをした。
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　両親が離婚してからの猫ねこ平ひら家は特に貧乏だった。

　床屋さんで散髪する代金を浮かせるために、わたしたち三姉妹はお母さんに髪を切ってもらっていたけど……素人のお母さんが使うのは普通のハサミ。

　散髪後の髪型は予測不能の運任せだったのを覚えている。

「桃もも子こは美容師になれるかもしれねーな」

　中学のころ、お母さんの髪を自宅で切っていたときに褒められた。

　猫平家の中ではわたしのカットが最も上手うまい。

　いつの間にか猫平家のカット担当はわたしになり、お母さんや妹たちを可愛かわいらしいヘアスタイルにするのが密ひそかな楽しみになっていた。

　お金はないけど賑にぎやかな家族に囲まれ、毎日が輝いていた。

　このあたりからだろうか。

　将来は美容師として家族の髪を切ってあげたい……なんて小さな夢を抱き始めたのは。




　高校生になり、コンビニと料理デリバリーのバイトを始めた。

　美容師の専門学校へ通うには結構な費用がかかる。三人娘を育てながら昼夜問わず働く母親に頼るわけにもいかず、自分でお金を貯ためようと決めたのだ。

　体調が思わしくないお母さんをこれ以上は頑張らせたくなかったから。




　ある日、状況が一変する。

　スーツ姿の大人がアパートの自宅を訪れ、応対したわたしに用件を告げた。

「キミの父親、ウチからお金借りてたんだよねー。その父親が全然払ってくれないからキミの母親に返済してもらおうと思ったんだけど、キミの家の電話番号が変わっちゃってたみたいでさ。こうして直接の挨拶をしに来たってわけ」

　その人は金融業者。何年も前に離婚した父親が事業の立ち上げ時に借金をしており、現在は会社が潰れて行方不明になった、とか。

「離婚前のお父さんは『もう完済した』って言ってましたけど……？」

「家族を心配させないように強がっていたのかもねぇ。実際は離婚後も地道に返済し続けていたけど、事業の不調で次第に首が回らなくなっていった……ってところかな」

　業者から手渡された書類に記された借金の残額は猫平家にとって簡単に支払えるものじゃなく、わたしは玄関前で唖あ然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

「連帯保証人の母親に直接頼んだほうが早いかな？　あの父親に聞いたことがあるけど、たしかスナックを経営してるんでしょ？」

「いえ……小さい店なのでそんな余裕はないです。毎日暮らしていくのだってギリギリなんですよ」

「とは言ってもねー、貸したものは返してくれないと困るんだ。いつなら支払える？　一週間後？　一ヵ月後？」

　この業者に同情してくれる様子は微み塵じんもなく、古風な借金取りのように怒鳴り散らしたりはしないながらも執しつ拗ように返済を迫る。

「まあいいや。母親の店に行ってくるから」

「お母さんに会ってどうするんですか……？」

「当然、お金を返してもらいに行くんだよ。もし支払えないときは店の土地を売ってでも返済してもらうつもり」

　業者が言い放った無慈悲な言葉に悪寒が走った。

　お母さんは限界だ。これ以上の仕事を増やす余力なんてあるはずがない。借金を返し続けて身体からだを壊し、いずれ死んでしまうかもしれない。

　かといって店が無くなるのも嫌だ。

　わたしもお母さんもあの店が大好きだから……奪われたくない。

「わたしが払います！　バイトして絶対に返しますから……お母さんには言わないでください。お願いします……」

　わたしは深々と頭を下げ、涙を流しながら懇願した。

　守りたかった。

　この穏やかな日常を、大好きな家族を。

　わたしの人生を犠牲にしたとしても、絶対に守りたかったんだ。




　返済を五ヵ月ほど待ってもらうことになり、家族に勘付かれないよう部活と偽ってバイトを増やした。

　とはいえ、女子高生の放課後バイト程度ではたかが知れている。

　やむを得ず学校を欠席し、早朝から夜まで働く日が当たり前になったが……最低限は出席しないと学校側から親に連絡がいくかもしれない。

　週に何度か登校するたび、以前とは周囲の視線が変わっていた。




　猫平さんの家、借金してるらしいよ。

　反社みたいな人と猫平さんが話してるのを見た人がいるって。

　猫平の欠席が多いのって借金返すために働いてるからなんだってさ。

　おっさんに身体を売って金を稼いでるってマジ？




　同情、嘲笑、恐れ、根も葉もない噂うわさ……あることないことを小声で話す下世話な雰囲気に包まれ、登校した直後の教室は居心地が悪かった。

「モモコ！　最近あまり学校に来ねえけど何かあったのか？」

「モモちゃんの友人コンビが相談にのるよーん」

　そんな中、中学からの女友達二人組（水泳部の三み里さとと脱力系ギャルの涌わく井い）は気さくに接してくれて、どうにか学校でも笑顔を保ったままでいられる。

　わたしの取り柄は元気で明るいことだけだから、辛つらそうな顔は家族や友達の前で晒さらしたくない。心配させてしまうから弱みを見せるわけにはいかない。

　わたしは軽口を吐き続け、偽りの陽気さを取り繕った。




　ほぼフリーター状態になっていたとき、コンビニの客に新顔が現れる。

　春に転勤してきたという真面目そうな会社員……大おお野のさん。

　興味本位で絡んでみると結構捻ひねくれており、言葉遣いも悪い。

　でも悪い人ではなさそうで、実家や彼女のために貯金を結構しているとか。

　恋愛に慣れていないみたいだし、悩みにつけこめば容易にお金がもらえると思った。

「わたしと〝恋人の練習〟してみましょう」

　普通のバイトだけでは返済が追いつかない。

　なりふり構っていられなかった。

　家族の平穏を守るには、大切な場所を守るには、とにかくお金が必要だった。

　パパ活で稼ぐ女子高生が珍しくないのは知っている。初対面の男性を相手にするのは怖くて無理だけど、彼女持ちの草食っぽい大野さんなら大丈夫だろう……と。

　恋人の練習中も笑顔の裏には罪悪感の本心が渦巻く。

　自分自身に辟へき易えきする。ただのバイトと割り切っていたつもりだったのに、恋には純粋な大野さんを金かね儲もうけの相手にしているから。

　他人の弱みにつけこみ、見返りとして金をもらう。

　わたしのやっていることはあの金融業者と似たようなもの、だ。




　六月中旬、ついに返済期限が迫る。

　お母さんが過労で倒れ、精神的に追い込まれながらも母親の代役を演じ、育ち盛りの妹たちを世話した。笑顔の仮面を纏まとい続け、自らの頬ほおが常に疲れていた。

　妹たちが学校で留守の時間帯を狙い、業者の人がアパートへやってきた。

「どう？　残りのお金は用意できそうかな？」

「すみません……もう少し、もう少しだけ期限を延ばしてくれませんか……？」

　玄関ドアの前、わたしは何度も頭を下げた。

「キミの父親に散々待たされたから難しいな。期限までに返済してくれないと遅延金として上乗せされるし、キミのお母さんのもとへ行くしかないねぇ。店の土地を売れば返済の足しにはなるかもしれないからさ」

　それだけは嫌だ。駄目なんだ。

　何十年も必死に働いてきたお母さんはボロボロで、あの店が心の拠より所どころで。

「お母さんは倒れて……入院してるんです。心労を増やすのだけはどうか……」

「ああ、そうなんだ。病院の名前を教えてもらえる？　医療保険を返済に回してもらえるようにお願いしてこようかな」

　医療保険はお母さんの入院や治療の費用に充てる大事なお金だ。

　わたしがどうにかしないと。

「待ってください……！」

　踵きびすを返そうとした業者を引き止める。

「今日は八十万を払いますから……もう少しだけ期限を延ばしてください……」

「へえ、それなりに貯め込んでんじゃん。それじゃあ返済の足しとして八十万は受け取っておくから、親思いのキミに免じて六月いっぱいまで待とうかな」

　近所のＡＴＭまで行き、その場凌しのぎの八十万円を業者へ手渡した。

「うっ……ううっ……あっ……うあぁ……ぐっ……」

　業者が帰ったあと、玄関の前で一人残されたわたしは大粒の涙が零こぼれた。拭っても拭っても途絶えず、無尽蔵に溢あふれ出した感情が瞳を水没させてしまう。

　専門学校に入学するため、高校一年からこつこつと貯めていたなけなしのお金。

　美容師として家族の髪を切る、という小さな夢すら叶かなえられない。

　どうして。

　どうしてこうなったんだろう。

　歯は痒がゆくて、無力で、情けなくて、悔しくて、何もできなくて──

　将来に絶望した。

　自分の未来が、もはや見えなくなっていた。

「モモ姉……どうして泣いてるの？」

　今日は中学が早く終わる日だったらしく、制服姿のミカンがアパート前に立っていた。

　わたしは涙を拭い取り、いつも通りの笑顔になってみせる。

「ちょっと感動する系の動画を見ちゃっただけ！　今からバイトに行ってくるからリンゴの世話をよろしくね！　夜には帰るからぁ！」

　アパートの階段を駆け下り、わたしは逃げるようにその場を離れようとした。

「……モモ姉、もし大変なことがあるなら教えて。家族だよ、ワタシたちは」

　心配してくれるミカンの言葉に足を止められてしまう。

　懸命に取り繕った仮面がひび割れ、剥はがれ落ちそうになってしまった。

「心配性だなぁ、ミカンは」

　わたしは再び歩き出し、ミカンの横を通り過ぎた。

「わたしは長女だから家族を守っていきたい。大好きなんだ、この家のみんなが」

　そう言い残し、バイトと偽って逃げる。

　ミカンを安心させるために笑おうとしたけど、たぶん笑えていなかった。




　様々なバイト先から振り込まれる今月分の手取りを足してみても、借金の残高をゼロにできやしない。

　お母さんはしばらくまともに働けない。遅延した分の金額が増え、さらに店を失う。

　高校を中退して働き続ける日々しか残されていないのか。

　妹たちの進路はどうなるんだろう。

　もう、考えたくない。

　無理だ、もう。

　虚うつろな瞳から光を喪失し、雨音に塗まみれて泣き喚わめきながら夜の街を徘はい徊かいした。

　誰にも見られないところで、脆ぜい弱じやくな姿を晒しながら歩いた。

　このまま雨に押し潰され、薄暗い排水溝にでも流れてしまいたかった。

　寒い。身体からだの芯まで凍える。

　明かりの灯ともらないお母さんの店。

　やがて歩き疲れ、前進する気力も損なわれ、店の壁にもたれ掛かるように座り込む。




　助けてよ、誰か。

　わたしを、助けて──




　突然、雨が止やんだ。

　いや、雨音は未いまだに響いている。




「なにやってんだよ……お前……」




　冷たい雨が遮られた。

　微かすかな希望と共に、声の方向を見上げる。




　そこには傘を差し出した大野さんが──いてくれた。




　その日は彼女さんの誕生日だった。

　この大人は高学歴なのに、とてつもなく不器用なバカなんだ。

　でも……愚かなわたしは一瞬だけ弱みを見せてしまった。




　なんだかんだで優しいあなたにしか、もう縋すがりつけなかったから。




　　　　＊＊＊＊＊＊




　恋人の練習を終了し、バイト店員と常連客という薄っぺらい関係に戻った。

　これでいい。

　無関係の大野さんを巻き込むわけにはいかない。

　不器用な大野さんを愛してくれる彼女さんを一番大切にするべきだから。

　それぞれの日常に戻るだけ。

　猫平家に泊まった大野さんが帰ったあと。土曜の朝七時くらい。

　重い身体を起こしたわたしはキッチンに立ち、まだ寝ている妹たちの朝食を作る。

　何も知らずに幸せそうな顔で眠るこの子たちを守りたい。

　この子たちだけでも理想の未来を叶えてほしい。

　それがわたしの役目だ。

　……玄関のドアがノックされる音。

　嫌な予感がした。

「おはようございまぁす。集金屋さんでぇす」

　静かにドアを開けると金融業者の人が立っており、ふざけた声音で挨拶してくる。

「妹たちが寝ているので……」

「ああ、ごめん。あっちで話そうか」

　サンダルを履いたわたしは玄関の外に出て、業者と一緒にアパートの前へ移動する。

「六月いっぱいまでに全額を返済するのは無理でしょ？　返済期限を延ばしたとはいっても女子高生の時給じゃあ限界があるもんね」

「がんばってどうにかします……」

「今度はキミが身体を壊しちゃうよ？　妹たちはまだ義務教育だろうし、返済どころじゃなくなってしまうなぁ」

　そう言いながら近づいてきた業者は、押し黙るわたしの肩に手を置いた。

「僕は支払いに苦しむ人を見て楽しむ趣味はないし、貸したお金を期日内に返してもらえればいいからね。そのために短時間でラクに稼ぐアドバイスをしに来たんだ」

「短時間で稼げるアドバイス……ですか？」

「そう、特に女子高生ならすごく稼げる。六月末までまだ一週間以上あるし、残りの借金なんて余裕で返せちゃうだろうなぁ」

　なんとなく察する。

　嫌な予感は……当たった。

「パパ活をすればいい。最近の女子高生は小遣い稼ぎ感覚でみんなやってるよ」

　パパ活……男性とデートや食事をしてお金をもらう。

　恋人の練習と称して大野さんに仕掛けた行為の総称だ。

「おっさんと普通に食事するだけじゃ返済額に届かないだろうけど、キミならもっと効率良く稼げる手段がわかるんじゃないかな」

　意味深な言い回しをされ、俯うつむきながら立ち尽くすしかない。

　この意味が理解できないほど無知な子供ではなかった。

「そんなことやりません」

　しかし嫌悪が勝り、はっきりと断る。

　どこの誰かも知らない相手、いろいろと想像しただけで気持ち悪すぎる。

「あっそう。それじゃあ、ちゃんと労働しながら地道に稼いでください」

　拍子抜けしたような言い草を残し、業者が立ち去っていく。

「家族を守れるのはキミ一人なのにね」

　こんな捨すて台詞ぜりふが突き刺さり、わたしは正常な判断力を失いつつあった。

　この一線を越えてしまったら、これに慣れてしまったら、もう……戻れないのに。

　どうすればいいんだろう。

　わたしは、どうすれば。

　誰か、教えて。

　助けて。




　作りかけだった朝食の準備を済ませ【起きたら食べてね　モモコ】と書いたメモを添えてテーブルの上に並べる。ついでに夕飯のおかずも作り置きしたから、タッパーに小分けして冷蔵庫に詰めておいた。

「モモ姉、バイトに行くの？」

　鏡の前でメイクをしていると、次女のミカンが起床した。

「うん……ちょっと遅くなるかもしれない。夕飯は冷蔵庫に入れたからチンして食べて」

「わかった。気をつけてね」

　あくまで普段通りを装ったが、微かすかに声が震える。

「モモ姉、今日はどこのバイト？」

「コンビニ！　美味おいしい廃棄をゲットしてくるからぁ！」

　無理やり声を張り、テンションを上げて誤ご魔ま化かす。

　挙動が怪しいと悟られてしまうから。

　ちゃんとした私服に着替えたわたしはミカンの顔を見られず、足早に玄関を出た。

　心の底では嫌がり、怖がっている。

　スマホでＳＮＳを開き、服装や容姿の特徴を綴つづったＤＭを返す。

　地面に縛りつけられた足をどうにか振り上げ、待ち合わせ場所に向かう。

　今の気分は、最悪だった。




　最寄り駅から西武新宿線に乗り、新宿へ。

　待ち合わせたカフェに入ると……テーブル席に一人で座っている中年の男性がいた。

　わたしの外見的な特徴で気づいたのか、こちらへ手を振ってくる。

　おじさんとはいえ、きっちりとしたスーツ姿で清潔感のある身み嗜だしなみ。腕時計や鞄かばんなどの身に着けているアイテムも高級そうで、わたしには手が届かない。

「こんにちは。想像以上に可愛い子が来たから驚いたよ」

　着席した瞬間、お世辞をもらう。

　ぎこちない微笑ほほえみを浮かべているだろう自分への不快感を呑のみ込んだ。

　ＳＮＳを通じて知り合った初対面の相手。

　こうして食事しながら会話するだけで数万円の援助を約束してくれた。

　時給に換算すればコンビニバイトなど比べものにならない。

「マジですかぁ～!?　それはおもしろいですねぇ～っ！」

　おじさんの話を聞き、何度も愛想笑いをした。

　どんなにつまらない話でも笑い、興味のない自慢話でも持ち上げまくった。

「すごーいっ！　かっこいいっ！　そういうの憧れます～っ！」

　あざとくゴミみたいな台詞を吐き、よく知らない相手のご機嫌を取り続けた。

　お金のために。

　家族の……ために。

　大野さんとお喋しやべりするのは楽しいのに、この人には何も思わないのはなぜだろう。

　……わかった。この人にとっては可愛い女子高生なら誰でもよくて、澄ました顔の下には性欲が透けて見える。

　でも、大野さんは違う。

　わたしのことを本気で心配する。

　頭が良いくせに恋愛は不器用で、彼女さんのために思い悩む。

　そんな人間臭い大野さんを目で追ってしまい、無性に放っておけないから……こっちから構ってあげたくなってしまう。

　ちょっかいを出し、ウザがられたい。

　彼女持ちで素直じゃない眼鏡くんを、今この瞬間でも色濃く思い出してしまうのだ。

「そろそろ場所を変えようか」

　おじさんが席を立ち、移動を示唆した。

「えっ？　ここで食事するだけっていう約束でしたよね……？」

「大丈夫。ホテルに着いたら追加のお金は払うよ」

　そういう誘いは絶対に断るつもりだった。

　だけど……おじさんが提示してきた高額のお金は無視できるものではなく、不安定な心を弄び、間違えてはいけない選択を迷わせる。

　一緒にカフェを出たおじさんが歩き出したのは、ホテル街の方角だった。

　本気で拒めない。

　心のどこかでは家族の幸せを優先しているから。

　わたしは今から清純な女の子ではなくなるかもしれない。

　金のために薄汚れた女子高生でも、あなたは〝ノラ子〟って呼んでくれて、他た愛あいもないお喋りに付き合ってくれますか？







[image: 最終章　小さな噓を許されようとしている]




　駅前広場で誕生日プレゼントを渡したあと、朝の仕事を控えていた彼方かなたはタクシーで立ち去ったのだが、去り際に「仕事の合間、ちょっとだけ自由時間。遊べる」と強い瞳で訴えかけてきたため、せっかくだから俺も新宿に残った。

　久しぶりに休日出勤がない土曜、彼女のために待つのは苦にならない。

　都会でデートするのは躊躇ためらわれたが、三十分程度なら、と。

　そして朝十時ごろ、新宿のバッティングセンター。

　仕事を終えた直後に爆速で戻ってきた彼方に誘われ、なぜか今はそこにいる。

「どうしてバッティングセンターなんだ？」

「……ここ、ロケで来たことがある。ストレス解消。良い雰囲気で好き」

　彼方がお気に入りの場所らしい。

　どう見ても老舗とわかるレトロな外観と旧式の設備。

　全体的に色いろ褪あせた店内には年代物のアーケードゲームが所狭しと並び、新宿のビルと緑のネットに囲まれたバッティングエリアがある。

　目線の少し上の壁には有名人のサイン色紙が飾られていたが、プロ野球選手などのサインの中に【Rea[image: ほし]lize19・Kanata Koinuzawa】と筆記体で書かれたサインも発見した。

　開店直後で客もおらず、しっかり変装した彼方が気づかれる気配はない。

「……イッチー、１３０キロ打てる？　打てないよね？」

「はぁ？　余裕で打てるが？」

「……口では何とでも言える」

　なんか挑発され、懐かしい対抗心が湧いてくる。

「高校一年の体育祭、お前のクラスにソフトボールの決勝でボロ負けしたんだよな。投手だったお前と対戦した俺は二打席連続の空振り三振……マジで屈辱だった」

「……懐かしい。二年のときはイッチーにホームランを打たれた。ワタシの負け」

「三年のときは同じクラスでエースと四番を争ったよな。最終的にはエースがお前で、四番が俺だったけど」

「……二人揃そろって大活躍。文句なしの優勝。最強コンビだった」

　当時の映像が鮮明に蘇よみがえり、自然と笑みが零こぼれてしまう。

　彼方も目尻が垂れ下がっているので、マスクの下で微笑ほほえんでいると思う。

「今のお前は途方もなく有名になっちゃったけど、こういう勝負事では負けたくない気持ちは未いまだにあるよ」

「……それでこそイッチー。唯一無二のライバル」

「特等席で見てろ。１３０キロなんて涼しい顔で打つからな」

　バッティングエリアへ足を踏み入れ、常備されたバットを握る。彼方が見守る状況に緊張しつつ、彼女にかっこいい場面を見せたい見み栄えが気持ちを昂たかぶらせていく。

　三百円を投入し、いざ──

　右打席でバットを構え、腰を落とし、やや前まえ屈かがみになる。

　放たれたボール。脳が認識した途端にベルトの高さを掠かすめ……乾いた音が響いた。

　バットを振れず、棒立ちで見送ってしまったのだ。

「……涼しい顔で打つのでは？」

　彼方に煽あおられ、思わず苦笑い。

　いや、速はええな。マシンから発射された瞬間、ストライクゾーンに突き刺さった感覚だ。

　三百円分、次々とボールが放たれる。

　ファウルチップ、当たりそこないのゴロ、ドン詰まりの内野フライ……二十球を超えてもヒット性の当たりが一本も打てない。

　社会人になってバッセンは一度も来てなかった……とか言い訳するのもダサすぎる。

　最後の一球、集中力を研ぎ澄ませ！

　爽快な金属音。腕に響き渡る心地の良い感触と衝撃。

　鋭い打球が正面のネットに直撃し、俺は達成感に包まれながら見み惚とれていた。

「これが彼氏の実力よ」

「……二十五打席連続の凡退」

「わざわざ数えてんじゃねーよ……」

　昔と変わらない意地悪な言い草の彼方だったが、

「……でも、最後はすごくかっこよかった。さすがワタシの彼氏」

　その絶妙なタイミングで褒めてくれるのがズルい……照れ臭すぎるだろ。

　熱くなった顔を誤ご魔ま化かすため、やや俯うつむきながら打者を交代する。今度は彼方が左打席に立ち、一球目──美しい振り子打法からの流し打ちで快音が響いた。

「……涼しい顔で打った。ごめん、イッチー」

　ほんとに高校時代から腹立つ女だわぁ……。

「お前、バッセンにお忍びで通ってるんじゃないのか？」

「……わん」

「吠ほえて誤魔化すな。自分だけ練習してるのはズルいだろ」

「……くーん」

　犬のモノマネがあざとい。けど……めちゃくちゃ可愛いから許す。どっちも社会人になってしまったけれど、今だけは学生のころに戻ったかのような懐かしさ。

　こうやってライバル視しながら、いつの間にか両りよう想おもいになっていた。

　誰にも見向きすらされなかった大おお野の一いち郎ろうを、誰からも愛されていた小こ犬いぬ沢ざわ彼方だけが熱心に見続けてくれたんだ。

「……誰の真似まねか当ててみて」

　左打席でバットを構えた彼方が豪快に振り抜き、清すが々すがしい金属音と共にホームラン級の放物線を描く。やっぱりすげえな、こいつ。

　何をやらせても涼しい顔で秀でたセンスを発揮する。

「柳やなぎ田た？」

「……ぶー。佐さ藤とう輝てる明あき」

「あー、大型ルーキーの」

　続けて彼方は腕を畳みながらスイングし、内角低めの速球をセンター前に上手うまく捌さばいてみせた。

「……イッチー、答えをどうぞ」

「全然わからん」

「……内角低めの速球を変態打ちする高たか山やま俊しゆん」

「もっと知るか」

　細かすぎて伝わらないクイズには一つも正解できず、彼方が打ち終わる。

　くだらない話題で喋しやべっているだけでも恋人同士だとこんなにも楽しい。特別なことをする必要なんてなく、ただ日常を二人で過ごすのが幸せなんだ。

　しかし、スマホが震える。知らない番号からの着信だ。

　スマホを見せながら彼方に目配せし、少し遠くへ離れた。

『──お兄さん……ですか？』

「俺に妹はいない」

『──その声はイッチーお兄さんですね。ミカンです』

　声の主はノラ子の妹で次女のミカンだった。

　そういえば昨晩、俺の電話番号は猫ねこ平ひら家の壁に貼りだされていたな。

『──ごめんなさい。どうしていいのかわからなくて……他に頼れる人もいなくて……』

　ミカンの声は多少の震えを帯びている。単なるヒマ潰しではない、と思った。

『──モモ姉がコンビニのバイトに出掛けたんですけど、明らかに様子が変で……こっそりと追いかけたら西武新宿行きの電車に乗って……』

「ノラ子がウソをついたのか？　どうして……？」

『──わかりません。バイトのときは地味な服装のモモ姉がお洒落しやれしたり、ちゃんと化粧したりと誰かに会うような感じでした。ワタシも同じ電車に乗って新宿の駅まで来たんですけど、こんな都会に来たのが初めてだし人も多すぎて、モモ姉を途中で見失って……』

　今にも泣きだしそうな声がミカンの悲痛さを訴えかけてくる。

「バイト先の一つが新宿にあるだけ……とか」

『──今朝、大野さんが帰ったあとに男の人がウチに来たんです。ウチは壁が薄いから外で話していても結構聞こえて、お金の返済を迫られているみたいで……パパ活、みたいなワードも聞こえました』

「それ、本当なのか……!?」

『──モモ姉ははっきり断ってたんですけど……でも、やっぱり心配なんです』

　胸騒ぎがする。

　杞き憂ゆうでは済ませられないのを直感が悟った。

『──モモ姉ばかりが背負って……苦しんで……ワタシは何もできなくて……どうすればいいんですか……どうすれば……』

　不安が頂点に達し、次第に掠かすれていくミカンの声。

「女子中学生が一人で探し回るには危険な街だ。お前は駅前広場にいろ」

『──でも……モモ姉が！』

「俺がノラ子を探す。大人ぶって一人で抱え込もうとするバカに説教してやる」

　すぐに通話を切り、彼方のもとへ。

　ことの顛てん末まつを一から説明している時間が惜しい。

　彼方にとっては見知らぬ人物の他人ひと事ごとな問題に過ぎないのだから。

「ごめん……休日出勤の連絡だった。今から会社に行かないと」

　だから、その場凌ぎの嘘をついた。

　彼女に対する何度目かの小さな嘘を……積み重ねていく。

「……うん。仕事ならしょーがない」

「本当にごめんな……」

「……お互い様。こういうときもある……よね」

　彼方の心底残念そうな表情が、辛つらい。




「……今日は楽しかった、イッチー。最高の誕生日をありがとう」




　一日遅れの誕生日だったのに感謝してくれる。

　本当に心が痛くて、彼方の脆もろい声音がいたたまれなくて。久しぶりに恋人らしい時間が少しだけできたのに呆あつ気けなく終わった。不完全燃焼にもほどがある。

　もう見ていられない。目を逸そらしたくなり、俺は彼方の横を足早に通り過ぎて……逃げるように店を出た。




　歌か舞ぶ伎き町ちようの周辺を探し回る。

　ごちゃごちゃとした都会の雑踏が視野を狭め、見渡す視界を煩わしく遮られた。

　埼玉の小さな駅前では目立つノラ子でも、様々な人間が行き来するこの街では保護色のように溶け込んでしまう。大人ぶった若い女なんて腐るほど歩いている。

「どこ行ったんだよ……！」

　パパ活で金を稼ごうとしているのなら、まずは食事で自己紹介などをするだろう。

　高額の援助を求め『身体からだの関係』がありなら、行き先も予測しやすい。

　最終的な目的地はホテル街。

　都内屈指のホテル街が目と鼻の先にある。

　ああ、苛いら々いらする。

　彼方のことだけを考えていたいのに、ノラ子の泣き顔が頭から離れないんだ。

　お前は能天気に笑っていろ。

　バイト先で怠だるそうにしながら、仕事そっちのけで話しかけてくれ。

　俺が疲れた顔をしていたら、意地悪な笑顔で「お疲れ様ですねぇ」とか言ってくれ。

　そんなノラ子を、俺はずっと見ていたいからさ。

　見知らぬ土地に飛ばされ、しかも工場に幽閉されて腐りきっていた男を憂鬱から救ってくれたのはお前なんだ。

　おもしろくもない仕事塗まみれの毎日が、少しはマシになったんだ。

　だからさ、今度は俺が助けになる。

　一人で抱え込んでいる孤独な女子高生を、救いに行くから。

　…………

　……

　纏まとわりついてくるキャッチを完全無視しながら突き進み、そして──




「ノラ子!!」




　いた。ようやく見つけた。

　今まさにラブホテルへ連れ込まれようとしていたノラ子が視界に映った瞬間、邪魔な雑踏を撥はね除のける勢いで駆け寄った。

　同伴していた中年っぽい男を睨にらみつけ、ノラ子を引き離す。

「な、なに？　その子は僕とこれから……！」

「おっさん、通報されて社会的信頼を失いたくなかったら黙って消えてくれ。こいつの前には二度と現れるな。連絡もするな。わかったな？」

「わ、わかったから通報はしないでくれ……」

　強い語気で捲まくし立てると、中年の男はあっさり引き下がって人波に消えた。

　女子高生に金を払って性行為をすれば犯罪……大人の常識だろう。俺も恋人の練習はしたが性行為はしていないのでセーフ……だと思いたい。今はどうでもいいな。

「大野さん……どうしてここに……」

　戸惑いの瞳が揺れるノラ子の両肩を鷲わし掴づかみにして、正面から見据える。

　いろいろと𠮟りつけたいことはあったものの、

「心配かけんじゃねえよ、バカ!!」

　真っ先に口から飛び出たのは、この怒声だった。

「さっき、ミカンから電話があったぞ。あいつもお前のことを心配して……わざわざ新宿まで追いかけて来たらしい」

「そうだったんですね……。大野さんにまでご迷惑をかけて……すみません」

「ほんとに大迷惑だ。彼女との久しぶりのデートを早々に切り上げてきたんだからな」

「すみません……わたしのせいで……」

　憔しよう悴すいした様子のノラ子が謝り、足元へ視線を落とす。

「気持ち悪いんだよ」

「えっ……？」

「俺が知ってるノラ子はへらへらと笑ってウザ絡みしてくるようなバイト店員だ。一丁前に重いものを背負って思い悩んでんじゃねえ」

「ごめんなさい……」

「真面目に落ち込んでんじゃねえよ。俺にとって今のお前は気持ち悪いからな」

　唖あ然ぜんとしたノラ子は押し黙り、肩を震わせていた。

「……怖かったんだろ、ほんとは」

「うん……すっごく怖かった……」

「当たり前だ。埼玉の小娘が大都会で金持ちのおっさんを相手にしようだなんてふざけてる。自惚うぬぼれんな。ガキが一人でどうにかできるわけねーだろ」

「ごめんなさい……」

「なんでも一人で解決しようとすんな。長女だからって大人ぶろうとしてもな、俺から見れば女子高生なんてまだまだ子供なんだよ。調子に乗んな、バカ」

「えへへ、ごめんなさいってば……」

「俺から五万円を受け取るのも躊ちゆう躇ちよするくらい初心うぶなんだよ、お前は。これに懲りたら埼玉で大人しくしてろ。駅前のウザいバイト店員を一生懸命やれ」

「はーい。わかりましたぁ……」

　つらつらと不満が爆発してしまったが、平謝りするノラ子に笑顔が戻ってきた。

「お前の家に変なやつが来たら、俺が追い返してやる」

「どうやってですか……？」

「どうにかして」

「あはは……無計画ですねぇ……」

　力無く苦笑するノラ子の頭に手を翳かざし、そっと撫なでる。

「家族に弱みを見せられないなら……俺を頼ればいい。家族の前で泣くのが嫌なら俺の前でだけ泣いてろって」

「わたしがみっともなく泣いていても……誰にも言いませんか？」

「誰にも言わない。泣き止やむまで側そばにいるから、さっさといつもの調子に戻ってくれ」

「大野……さん……大野さぁん……」

「仕事で疲れたときにお前と喋しやべるのが……数少ない楽しみだからな。能天気さが取り柄のノラ子がそんな調子じゃ誰と話せばいい？　俺、友達少ないから……困るんだよ」

　揺れる瞳に涙を溜ため込んだノラ子は、俺の懐に顔を埋うずめ──

「ううっ……うあっ……うあぁああ……あ、うぐっ……ううう……」

　人目を憚はばからず、みっともない嗚お咽えつを漏らした。

　これまで我慢していたものが決壊し、積み重なっていた絶望から解放され、濁流となった涙の粒が頬ほおを濡ぬらし続けていた。

　路上で未成年の女を泣かせている眼鏡男みたいな誤解の視線を浴びる。

　気にする必要はない。

　大金持ちでもヒーローでもない普通の社会人だろうと、ノラ子の涙が涸かれ果てるまで側にいる役目くらいは全うしてみせる。




「……もう大丈夫です。今からはいつも通りの猫平桃もも子こに戻ります！」

　懐から顔を離したノラ子の瞳に涙はなく、いつも通りの元気な顔色になっていた。

　これぞノラ子という名に相応ふさわしい。

　根本的な問題が解決したわけではないけれど、誰も傷つかなかった。

　一ひと先まずはそれだけでよかった。

「さぁ！　ミカンと合流して帰りましょーっ！　地元の駅に戻ったらぎょうざの満洲に行きませーん？　大野さんの奢おごりでぇー」

「餃ぎよう子ざは食いたいがお前らに奢る金はありません」

「それじゃあ猫平家で餃子パーティするので大野さんも来てくださいよーっ！」

　調子を取り戻したら取り戻したで、やっぱりうるせえな。

「いや、ちょっと戻るところがあるんだ。餃子パーティはまた今度な」

「彼女さんのところですか？」

「ああ……許してくれるかわからないけど、謝ってくる」




　元気な笑顔を取り戻したノラ子と別れ、来た道を走って引き返す。

　ここから先は俺自身の問題だ。

　小さな嘘うそをつき、彼方のもとを身勝手に離れた。

　それからすでに三十分以上は経過してしまった。

　あいつは多忙な仕事の合間を縫って会いに来てくれたのに、不ふ甲が斐いない彼氏だ。

　去り際に見せた悲しげな表情。




　……今日は楽しかった、イッチー。最高の誕生日をありがとう




　懸命に伝えてくれた感謝の言葉が、ずしんと圧のし掛かる。

　あいつは優しいから、俺を責めたりはしない。

　いつもの犬スタンプで平然に見せかけながらも、実は寂しがりやだから。

「彼方……！」

　必死に走ることで許されようとしている。

　彼方の姿を想おもい浮かべて嘆くだけで、小さな嘘の罪を逃れようとしている。

　誰かをほんの少し助けたからといって、最も大切な人を寂しがらせていいはずがない。

　彼方がもう次の仕事へ向かったのはわかっているのに。

　絶対に会えないのが、わかっているのに。

　再び小雨が降りだした大都会の中心で、プレゼントしたばかりの青い傘を差しているだろう恋人のシルエットを闇雲に探し続けた。




　　　　＊＊＊＊＊＊




　六月が過ぎ去り、七月が訪れる。

　退院したお母さんは一週間ほど安静にしていたが、お店を再開させた。

　当面は週末だけの時短営業。病み上がりの身体からだを労いたわりながらだけど、再開を待ち侘わびた常連客によって細ささやかな賑にぎやかさを取り戻す。

　お母さんが本格復帰するまでは長女のわたしが大黒柱。放課後にコンビニのバイトをしていたわたしだったが、レジを打ちながらも大きな疑問が巡り巡っていた。

　返済の期限は六月末だったはずなのに、あの業者はアパートに姿を現さなかった。

　いずれ、お金を回収しに来るのだろうか。

　業者の温情によって期限が延びたのかも、という淡い期待よりも「なぜ？」という戸惑いのほうが強いという不思議な感覚だった。

　スーツ姿の男性がレジ前に立ち、財布を取り出す。

「ショッポ」

　客の男性が煙草たばこの銘柄を告げ、店員のわたしが差し出したのだが……

「あっ」

「あっ」

　お互いの顔を見合った瞬間、間抜けな一文字が同時に漏れた。

「へえ、長女さんはこのコンビニで働いてたんだ」

　見間違えるはずがない。

　借金の返済を執しつ拗ように迫ってきた業者の人だ。

「バイト先にまで来て催促ですか……？」

「待て待て。煙草を買いに偶然立ち寄っただけだから」

　露骨に警戒するわたしを宥なだめ、業者の人は煙草の代金をトレーに置く。

　完全に買い物客として振舞っているため、なんだか拍子抜けしてしまった。

「ちょうど頂戴いたします。ありがとうございました……」

　不安を抱きつつ、お礼を述べる。

　会計を済ませた業者は用済みと言わんばかりに立ち去ろうとした。

「待ってください……！」

　去り行く背中を引き止める。

「わたし……まだ返済が終わってないはずです。期限も過ぎているのに……どうして家に来ないんですか？」

「あー、その話か。実を言うと返済期限の日、キミの家には行ったんだよ」

　少なくともわたしは知らない。ミカンが応対したのだろうか？

「アパートの前で待ち伏せしていた男に絡まれてさ、残り全額を支払ってくれたんだ。だからキミの家に行く必要がなくなったってわけ」

「えっ……？　全額って……二百万円以上も残ってたのに……」

「僕はよくわからないけど、キミの借金はとりあえず完済。よかったね、優しい大人もいてくれてさ」

　優しい大人……心当たりが一人だけいた。

「まあ、その男は肩代わりしたわけじゃなさそうな言い草だったね。これは〝貸し〟にしておいて、キミが夢を叶えたらきっちり全額を返してもらうらしいよ」

「その大人は……どういう人でしたか？」

「本人には口止めされてたんだけど、まあいいや。眼鏡をかけた真面目そうな男が猫平家の長男を自称してたなぁ。キミの家、長男なんていたんだ」

　おもしろそうに口角を上げ、もう二度と会わないであろう業者の人は去った。

　猫平家に長男なんていない。あの人の顔が脳裏を過よぎる。




　お前の家に変なやつが来たら、俺が追い返してやる




　彼の声で台詞せりふが再生され、大きく吐ついた息にも高熱が混ざった。

　胸の鼓動が顕著に高鳴り、居ても立ってもいられなくなっていく。

　驚きと、不満と、感謝と……心を激しくドキドキさせる未知の何か。

　それらが複雑に絡み合い、感情の逃げ道もなく、自分の中で破裂しかけていた。

「そんなこと言われたら……頑張って夢を叶えなきゃいけないじゃん」

　あの人、今日は何時にここへ来るんだろう。

　五分おきに時計をチラ見してしまうくらい、待ち遠しかった。




「い、いらっしゃいませぇ」

「お、おう……？」

　夕方の五時半ごろ。

　いつものようにコンビニへ立ち寄ってきたのは、もちろん大野さん。

　しれっと近づいていき、お菓子コーナーを眺めていた彼と自然に肩を並べる。

「お、お疲れ様です。今日は早番だったんですね……」

「ああ、新ラインも調子が良くて残業も少なかったんだ」

「へ、へえ～、ふーん……」

　鬼のように絡んでやろうと企たくらんでいたのに、いざ本人を前にすると気恥ずかしくなってしまう。言葉が上手うまく繋つながらず、会話がなかなか続かない。

　こんな心境、今まではなかったのに。

「お前、どした？」

「へっ？　な、何がですか？」

「いつもバカみたいなやつだけど、今日は特にバカっぽいな」

　このクソ眼鏡、人の気も知らないで超失礼なことを言ってきた……！

　女心に疎い大野さんに気づかれるほど、わたしの挙動不審が際立っているようだ。

「そういや、Rea[image: ほし]lize19 のショコラブルって置いてる？」

「もちろん取り扱ってますよぉ！　てか、めちゃくちゃ売れてますからぁ！」

　無理やりにでも声を張り上げ、陽気に振舞ってみる。

　売り場へ案内すると、大野さんはショコラブルを手に取った。

　Rea[image: ほし]lize19 とショコラ製菓のコラボが始まり、主要メンバーがデザインされたコラボパッケージ商品が入荷した。その中でも小犬沢彼方のショコラブルを選んだ大野さんは口元を緩ませ、嬉うれしそうにも見える。

「これ、俺たちの工場が作ってるんだよ」

「はいはい、知ってますー」

「ちなみに、どのメンバーのショコラブルが一番売れてる？」

「鹿か取とり吹ふ雪ぶきも人気ですけど、ウチの店で一番人気なのは小犬沢彼方ですねぇ」

「だよな！　当然だ！」

　うんうんと気分良さそうに頷うなずく大野さん。

　先日のスナックでも小犬沢彼方への愛情が溢あふれていたし、相当な推しなのだろうか。

　ちょっとだけ、ムカッとした。

　……なんで？　どうして芸能人に腹が立つんだろう。

　ああ、もう。今日の猫平桃子は、目の前にいる大野一郎のことで頭がいっぱいだ。

　その理由も、なんとなくわかっていた。

「そういえば、彼女さんとは会ってるんですかぁ？」

「今日、このあと少しだけ会うんだ。栞しおりさんのスナックの話をしたら興味があるみたいでさ、営業は再開してるんだよな？」

「金曜の夜なので営業してますよ～。今ぐらいの浅い時間帯だったらお客さんも少ないと思います！」

「少ないほうが助かる。彼女が忙しいから長居はできないけど、ちょっとだけ遊んでいってもいいか？」

「ぜひぜひ！　もうすぐバイト上がりなので、わたしも手伝いとして顔を出しますね！」

「お前は来なくていいぞ？」

「そんな恥ずかしがらずに～っ！　ご自慢の彼女さんに挨拶させてくださいよぉ～♪」

　以前ならなんとも思わなかったのに、もやもやが収まらない。

　この人が彼女さんとデートする光景を想像するだけで僅かな苛いら立だちが生じる。

　何かが、はっきりと変わったんだ。駅前で二人のデートを目撃したころとは変わった……いや、未知の感情が芽生えたのかもしれない。

　小犬沢彼方のショコラブルを買った大野さん。

　この眼鏡くんは小犬沢彼方みたいな清せい楚そ系の女の子が好きなんだ～と若干ムシャクシャしつつ、わたしだって可愛さでは負けてないじゃん～と対抗心を燃やす。

　無関係なアイドルに焼きもちを焼いても仕方ないけどさ。

　大野さんがスマホを眺め、返信を打っている。

「彼女さん、ですか？」

「待ち合わせの時間よりも早いけど、そろそろ駅に着くらしい」

「それだけデートが待ち遠しかったんじゃないですかぁ？　大野さんも幸せ者ですねぇ」

「やかましい。まあ、駅まで迎えに行ってくるわ」

　レジ中の他た愛あいもない話も途切れ、大野さんは素知らぬ顔で店の外へ。

　……ネタバラシをしないつもりらしい。

　ほんとに素直じゃない人。

　肝心な事実を黙って普段通りの日常を続けようとするのが大野さんらしかった。

「やっぱり待て！　そこの眼鏡！　猫平家の長男！」

　日も暮れたコンビニ前の道。

　店を出たばかりの人を追いかけ、叫ぶ。

　右手にエコバッグをぶら下げた大野さんが足を止め、こちらへ振り向いた。

「猫平家に長男なんていたのか？」

　白々しい。

　もどかしい気持ちが満ち溢れ、胸を締めつけていく。

「わたしが返しきれなかった残りの借金は……猫平家の長男とやらが一時的に払ってくれたらしいんです」

「そっか、良かったじゃん」

「その人は……彼女さんとの将来や親孝行のためにずっと貯金していて、貯金が趣味みたいな人だったのに……わたしみたいな他人のために大金を使って……」




　大野さんは静かに息を吐き、微かすかに笑った。




「そいつにとっては彼女や家族と同じくらい、ノラ子が放っておけない存在だったってことだろ」




　それだけを言い残し、大野さんは駅の方向へ歩き出す。

　本人は他人のことを話しているつもりだから、普段よりも少しは素直なのかな。

「いつか絶対に返します！　美容師になったわたしが自分の店を持ったら一瞬で全額を返しますから！　それまで待っていてくださいねっ！」

　ただで肩代わりしてもらうつもりはない。

「……って、猫平家の行方知れずの長男に言っておきますので！」

　そう遠くない未来に猫平家の長男が髪を切りに来たら、そのときにでも。

　率直な感謝の言葉を添えて、お金を返してみせるから。

　こちらに背を向けたまま遠ざかる大野さんは右手だけを軽く振った。

　せいぜい頑張れよ、とでも言いたげで。

　とんでもなく不器用で素直じゃないけど、優しい。

　ああ、ダメだな。一時の気の迷いなんかじゃないや。

　ようやく自覚しちゃった。

　わたしはこの人を──

　もう止まらなかった。

　自分の想おもいが止められなかった。

　ただのコンビニ店員と常連客の関係では、もう我慢できない。

　これが猫平桃子にとっての〝初恋〟だから、譲れない。

「素直じゃないなぁ、イッチーは」

　わたしは、彼女持ちの大人を好きになっちゃったんだ。
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　仕事終わりのコンビニでノラ子に絡まれるという日常を挟みつつ、駅前で待ち合わせていた彼方かなたと合流し、栞しおりさんのスナックへ。

　帽子キヤスケツトや眼鏡、マスクで変装した彼方が気づかれる様子はない。

　夜の遊び場に馴な染じみがない彼方も最初こそ緊張でぎこちなかったが、栞さんが Rea[image: ほし]lize19 の曲を歌い始めると一緒に踊りだしたりした。

　すげえ……これが大人気アイドルグループの頂点。

　寸分の狂いもない振り付けは軽やかさと情熱を併せ持ち、唯一無二の目力が見る者すべてを昂たかぶらせていく。

　マイクを通した生歌が心地よくて、耳から全身に広がる興奮にどっぷり浸ってしまう。

「お前、やっぱり凄すごいのな」

「……当然。ワタシを誰だと思ってる？」

「謎の物好き眼鏡女」

「……正解。すごく物好き。偏屈な眼鏡男が好みのタイプ」

「物好きしか愛してくれないみたいな言い草だな」

「……そう言ってる。ワタシくらいしか好きにならないよね、イッチー」

　やべえ、なんだか俺まで楽しくなってきた。

「大おお野のの彼女さぁ……なんか誰かと似てる気がするんだよなぁ。ダンスや歌もクオリティ高すぎだしさぁ……もしかして──」

　栞さんの発言には俺も彼方も冷や汗をかく。

　さすがにファンの前で本人が歌うのは身バレのリスクが高かったのか……!?

「もしアイドルになったら本家のカナタンを越えるんじゃねえか!?」

「……ありがとうございます。カナタンみたいになりたくて練習しました」

「なれるって、キミなら。カナタンみたいになれるからよ、諦めんじゃねえぞ！」

　瞳を輝かせた栞さんに力説される彼方。

　カナタンご本人の複雑そうな反応が笑えてしまう。

　彼女は仕事に差し支えないように飲酒を控えたものの、アホ彼氏は安いカクテルを次々と飲み干し、ほろ酔い気分に身を任せて彼方の歌声に合いの手を入れた。

　アイドルの曲は様々なメンバーが同時に歌うので彼方の歌声だけでは気づかれにくい。

　たまにはいいな、こういう大人ならではのスナックデートも。

「あっ……立たち眩くらみがぁ……ちょっと休憩させてくれぇ」

　羽目を外しすぎた栞さんの足元がおぼつかなくなり、急に大人しくなった。

「もーっ！　お母さん、はしゃぎすぎ！　ちょっと休憩しようねっ！」

　程なくしてノラ子が参上し、病み上がりの栞さんに軽く説教してから店の手伝いを始めた。彼方とノラ子が同じ空間にいる状況……和やかだった心境が張り詰め、波打つ。

「大野さんの手、結構大きいですねぇ」

「そ、そうか？」

「手と手、合わせてみましょ？」

　カウンター越しに俺の手をひょいと摘つまみ、自らの手と合わせてくるノラ子。

　手の大きさを比べているだけ……なのに、ノラ子の手に触れると恋人の練習をした記憶が呼び起こされ、すぐとなりの彼方に顔向けできなくなる。

「……イッチー、彼女の前でスナックのママさんにデレデレ。すごい度胸」

　となりに座る彼方からえげつない重圧が降りかかってくる……。けらけらと笑うノラ子は明らかに冗談のノリなので彼方も怒ってはいないものの、心臓に悪すぎるだろ。

「……イッチー、ワタシが最初の女のくせに。上京して調子に乗った？」

「お前だって俺が最初の男だろ」

「……ワタシ以外の女の子に慣れちゃダメ」

「お前以外の女に慣れるつもりはねえよ」

　……酒に酔ってるとはいえ、こっ恥ずかしい台詞せりふを口走った気がする。

　ああもう、お互いに口籠ってもじもじする照れ臭い雰囲気になってしまった。

「てか、ノラ子はスナックのママじゃねえ。母親の店を手伝ってるだけの女子高生だ」

「……女子高生にデレデレしてたイッチー、なおさらヤバい」

「そもそもデレデレしてねえんだよ。野良猫がじゃれついてくるようなもん」

　必死に弁解する彼氏とジト目で甚いた振ぶってくる彼女の図、しゃれにならないな。

「……イッチーは犬派？　猫派？」

「もちろん犬派」

「……うむ、それでこそ彼氏。素敵だね」

　マスクの下では満足げにほくそ笑んでいそうな彼方だった。

「……イッチーと仲良し、なんですか？」

　彼方の興味本位な眼まな差ざしがノラ子に向けられる。

「そうですねぇ、大野さんはわたしのお兄ちゃんみたいな存在です！」

「……お兄ちゃんくらい仲良し、なの？」

　今度は彼方の視線が俺のほうに向く。

「ああ、ノラ子はなんというか……気軽に喋しやべれる妹分みたいな？　社員寮近くのコンビニでバイトしてるから、買い物中にちょっと話をするだけだよ」

「ノラ子って名前はこの失礼な眼鏡くんが勝手に呼んでるだけなので、彼女さんは桃もも子こって呼んでくださーいっ！」

「……桃子ちゃん、とっても良い子そう。イッチーの妹分、ワタシにとっても妹みたいなもの。かわいい子猫ちゃん」

「わーいっ！　大野さんはどうでもいいので彼女さんの妹になりまーす！」

　人懐っこいノラ子を気に入った彼方はノラ子の頭を優しく撫なでた。

　ついには俺を差し置き、女子二人でぺちゃくちゃと喋り始める。

「いつまでも彼女さんって呼ぶのは変なので、名前を教えてくれませんかぁ？」

「……こいぬ」

　うっかり本名を零こぼしそうになった彼方の腕をこっそり掴つかみ、迂う闊かつな彼女をチラ見する。

「……いぬやま、カナ。カナって呼んで」

「犬いぬ山やまカナさん……ですねっ？　カナさーん！」

　焦った！　どうにか偽名で誤ご魔ま化かした！　犬山カナって誰だよ！

　無駄に冷や冷やしたものの、打ち解けてくれたのならなによりだ。

「……イッチーのセンスはダサいけど、ダサくなきゃイッチーじゃない。昔から変わらない伝統芸能みたいな拗こじらせたセンスがイッチーの持ち味。これは不変であるべき」

「あーっ、わかります！　未いまだに中学生みたいなマジックテープの財布を使ってる大野さんはコンビニのレジでもバリバリと大きな音を立てながら財布を開いてぇ！」

「母さんが修学旅行の前に買ってくれた財布をバカにするんじゃねえ！」

　二人が意気投合したのは素直に嬉うれしい。

　それはいいんだが、俺をからかう話題で盛り上がってんじゃねえぞ。

　姉妹のように仲良くなった二人の軽口に俺がツッコんだり嘆いたりみたいなノリが無性に楽しく、言われ放題でも寛大に許すことができた。

　こんなに酒が美味うまく感じたのは、初めてだった。

「……ワタシ、そろそろ帰らないと」

「もうそんな時間か……あっという間だったな」

「……楽しいからあっという間。名残惜しいけどおしまい」

　充実の時間は瞬く間に過ぎ去り、彼方が帰らなきゃいけない時間になってしまった。

「カナさん。Rea[image: ほし]lize19 の曲、最後に歌いませんか？」

　ノラ子が彼方を誘った締めの一曲。二人の重なり合った歌声は想像以上に可愛らしく、二人組のアイドルみたいに息ぴったりな歌唱とダンスを披露してくれる。

　この歌は Rea[image: ほし]lize19 の代表曲の一つで、恋人がいる人を好きになってしまった女性目線の歌詞が切ないと話題になった。

　そのときの俺はただの観客と化し、思わず見み惚とれてしまったんだ。




　初めてのスナックデートを終えた帰り道。

　スナックでの様々な出来事を喋りながら、俺たちは手を繋つないで歩いた。相手の指一本一本の形が感じられるほど手をちゃんと絡ませ、お互いの半身同士を密着させた。

　ノラ子に教えてもらったから。

　恥じらわずに対応できるよう練習したから……恋人らしい距離感になれる。少し前の自分だったら恥ずかしがって受け身のままだっただろうな、と心の中で苦笑した。

　駅構内の階段を上がっていると、アナウンスが聞こえてくる。

　騒々しい踏切りの音も夜に響き渡り、電車の到着を予感させた。

「……もっと一緒にいたい」

　西武新宿方面のホームへ降りた瞬間、彼方が控えめなワガママを呟つぶやく。

「仕事に影響が出るのはマズいだろ」

「……お仕事、サボる」

「ダメ。お前の仕事は気軽にサボれないの」

「……うう～ん」

　俺の背中に顔を擦りつけながら不満げに甘えてくる彼方、伝説級の愛らしさ。

　この幸せを永遠に堪能していたいのに、ホームへ入ってくる電車によって風が吹き抜けていった。短すぎるデートの時間切れだ。

　お互いに見つめ合ったまま、動かない。イチャイチャした直後はキスのタイミングなのに、思ったよりも人目が多いため別れのキスはできそうになくて。

　名残惜しそうな彼方だったが、仕方ない。わかってる。

　国民的アイドルと会社員の恋愛……こんな一抹の寂しさは覚悟の上だったのに。

　俺自身も物足りなさが燻くすぶり、欲求を噛かみ締めるので精いっぱいだった。

　この漠然とした寂しさをすぐに消し去る手段が、思いつかない。

　果てしなく、渇く。

「……じゃあね、イッチー」

　開いたドアから乗車した彼方は、ホームに立つ俺の姿を潤んだ瞳に映す。

　発車を告げるアナウンスが木霊し、電車のドアが一斉に閉まった。

　俺と彼方を無情なドアが遮った。

　──そのときだった。

「ありゃー、ギリギリ間に合わなかったかぁ」

　改札と繋がる階段からホームへと駆け下りてきたのは、ノラ子。

　右手に帽子を持っており、俺のほうへ見えやすいように掲げる。

「お店にキャスケットの忘れ物があったんですけど、たぶんカナさんのですよね？」

「確かにあいつの帽子だ。店にいるときには脱いでたから、そのまま忘れたんだろうな」

「ダメですよ～？　彼氏だったらすぐ気づいてあげないと～」

「帽子を脱いだあとに自分の鞄かばんへ入れたと思ってたんだよ」

　ノラ子が律義に忘れ物を届けに来てくれたのだが、発車時刻を迎えた電車はすでに動き出している。

「わざわざすまん。次にあいつと会ったときに渡しておくから」

　ゆっくりと遠ざかっていく電車。

　それとは反対、近づいてきたノラ子に帽子を手渡される。

「今の大野さん、とっても寂しそうな顔をしてます」

「……そんなことないって」

「ウソ。ノラ子ちゃんの目は誤魔化せません。本当はもっと恋人とキスをしたいし、それ以上のことだってしたいはずです」

「仕方ないんだよ……あいつは特に忙しいから。社会人の恋愛なんてそんなもんだろ」

　恋愛初心者の欲求や寂しさなどお見通しなのだろうか。

　図星を突かれた俺は否定できず、社会人でもない相手に泣き言を漏らすしかできない。




「わたしだったら、大野さんを寂しくさせないのに」




　頬ほおを朱色に染めたノラ子に腕を弱く握られ、思い切った様子で囁ささやかれる。

　困惑する社会人などお構いなしと言わんばかりに俺の身体からだは引き寄せられ、瞳を閉じたノラ子は背伸びをした。

「一つ質問なんですけど、恋人がいる人に恋しちゃいけない決まりってあるんですか？」

「ノラ……子……？」

「……いいえ、今のわたしは野良猫じゃなくて泥棒猫かもしれないですよ？」

　……触れ合う。

　自分の頬と、ノラ子の唇が。

　ふいに奪われた頬へのキスの感触は彼方とは異なり、お互いの微熱が交じり合い、乾燥していた俺の頬が潤ってきて、二人の距離が──ゼロにされていた。

　心拍数が加速の一途を辿たどる。

　火照った指先に力がこもり、申し訳程度にノラ子を押し返す。

　ノラ子の体温が自然に離れ、頬に触れていた唇も同時に離れる。

　数秒間の繋がりを終えた俺は瞳を大きく見開いているだろう。

「バカ……！　お前、何やってんだ……!?」

「……ごめんなさい」

「恋人の練習……のつもりなんだよな？」

「練習のつもりだったんですけど、やっぱり我慢できませんでした！」

　ノラ子は明るく振舞いながらも、気まずさが滲にじんだ苦笑いを浮かべる。

「キスは浮気って言ったのはお前だろ……！」

「そうです。だから……こうやって謝るしかありません」

　からかい……ではないのだろうか。

　申し訳なさそうに目を伏せるノラ子に面食らって台詞がまとまらない。




「わたしの初恋相手を寂しくさせるような彼女さんに遠慮はしません。あなたには〝猫〟のほうを好きになってもらいますから」




　彼女を見送った直後の一方的な不意打ちのキス。

　小犬沢彼方を乗せた電車はたった今──ホームから発車したばかりだった。
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あとがき






　お久しぶりです。約一年ぶりの新刊は不純ラブコメでした。

　もう一つの新作である「忘れさせてよ、後輩くん。」をニュータイプで連載するための原稿を書いている時期に考えた話だったのですが、まさか企画が通るなんて。この作品を長文で絶賛してくれたラブコメオタクの担当さん、そして素敵なイラストを添えてくれた古こ弥み月づきさん、本当にありがとうございました。

　ラブコメは恋人になるまでがメインとして描かれることが多いですが、学生時代から順調に交際を続けて結婚するパターンは現実的には少ないと思っています。恋愛は付き合ってからが本番で『相手の綺き麗れいなところだけじゃない本当の部分』を知っていったときに様々な試練があるんじゃないかな、と。

　なので、付き合い始めてから数年経たった二人の物語にしてみました。最近は純愛ものを書いてきた反動からか、ひりひりと痺しびれるようなヒロインレースを今回は描きたくなったのかもしれません。

　だからこその犬と猫。小こ犬いぬ沢ざわ彼方かなたと猫ねこ平ひら桃もも子こ。犬派と猫派の争いなのです。

　全員が幸せになるような選択肢が存在するのかはわかりません。

　僕も凛りん藤どう主査みたいな上司が欲しいです。

　ところどころで「鹿」の字が入っている名前も見かけた気がしますが、今後に何か関係してくるのでしょうか。わたし、気になります。

　失恋大好きな著者だと誤解されがちですが、恋するヒロインには笑顔になってほしいんですよ。ただ、健けな気げに頑張った結果として報われなかったり、何かと言い訳をして頑張らなかった末に後悔や未練をみっともなく吐露する表情を好きになりがちっていうだけで。

　素直になれない性格で恋心を伝えられずに誤ご魔ま化かし続けて手遅れになってしまうヒロインを推す会の会員、随時募集してます。




　不純を謳うたう今作ですが、結局は純愛なんです。

　相手を〝好きすぎるがゆえ〟に思い悩み、不安を抱え、心が翻弄されてしまうので。

　純粋すぎて拗こじれていく関係がどうなっていくのか……もしよければ今後を見守っていただけると幸いです。

　第一巻の結末で察せる通り、この作品はシリーズ化を前提にしていますが、続きを書けるかは読者さんからの反響次第になってきます。

　第二巻でまた会えることを祈って──著者のあまさきみりとでした。



















彼かの女じよにナイショの恋こい人びとごっこ。








あまさきみりと





角川スニーカー文庫





2021年7月30日　発行





ver.001





©Milito Amasaki, Komizuki 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『彼女にナイショの恋人ごっこ。』

2021年8月1日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p043.jpg
b\ . PV
. '..wz L &
» .






item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/m003.jpg
A C APCTIRATHHOEE it 13





item/image/m004.jpg
WIHE DNANNLBMOSMANXKRLS





item/image/m001.jpg
nNOO-—0





item/image/m002.jpg
R UL PR CNERBEER N 540





item/image/m007.jpg
el

/

1

BT b=

N ATV S 2Rt





item/image/m008.jpg
HUO—2





item/image/m005.jpg
WRENE ESOeH#X





item/image/m006.jpg
WAL FERONOWEDM





item/image/p075.jpg





item/image/allcover-001.jpg
#E HESZHYE

{EREBDTHISIEDIZUT [ROISIZ

RO BEEOSBNEFFINEL] 2TV
SPRICTIEF UL,

1321 EHA

BYDECTHREFTIRIRTT .

BR-AFR DA
BI-FYLL R

&»
ES
S
1
Fr
Y
&

e o

FEBicamanng. xAGTA R - ARRESE,
LD UBID SRR BENEENEED - BA D THAED
5. ESBAMBDLEMEo T, IVESTIA NETHRT
B D BB RRORE o OB, DI LE R
ADHE' LTHEL &SN, BESAE, HOBDCEDN
BOKSIC] BEERELDEN—DT. —BEHTIC =
OBA" BRDBT LT, FERDDEHED S, N\TBL
REDUBSENT, FRE—BICHLENES S, W
OHBETLDLV. MDRAOFEM. TUTEIHFE
OB, FNFHT, BOSVEOFEUFDE





item/image/p023.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/p228.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		第一章　どこにでも現れる野良猫みたいな



		第二章　猫の手も借りたいのに



		第三章　プレゼント選びのセンスがない



		第四章　雨の日のキス



		第五章　誰かわたしを助けて



		最終章　小さな噓を許されようとしている



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/titlepage.jpg
BEICTFL2aDBAIH .

hEIZHYE

BII| AZ—H—NE
20768






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
004 S uw—
011 -
072 [Tk —»

155 s

»
EZ e THHENBITF R AT W
HoOFEBEY v

Ty FBRD 2 v 23750

172 ENE WMoHOXX

220 | BHE bl LEHTC

247 | BHE NS RBEHIALILLCCS
273 zvru—7

286 B

“LOVER”

Contents  Pretend to be a lover, that’s secret design work: A2 (L1 4

to my 10\701‘, illustration: ¥R A





item/image/kuchie-004.jpg
ZOHD=HICH LIEDVEE LTz,
FERULIEY, WY ERo7cY. 3z
obohnil, FRETOELEYH

288, BRIOL DI, BAIKEAT
IELLH S

RIS 525 T
BRIDENEE 7





item/image/p007.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
Short Story

E1?

e

Lo T\

58!

7/

e

I H\

Question

| ZEvEM

Kanata’s
Answer

| VIR

[55R2R NN &4
VTR R OB
—5—]
[ERT{EEQ W W40 & )
MR QIELITEW O 008
HEBNDERQY v i
e

[0 Q48 LK sQ 15 46° QENR
DR OFEO VR
[REFRORED SV
[0 QHIEE LSRR
MASEER 50 |
[P D & f8~+ v 404
KRR NI 2 (2 4o R O — |

[eonees IEKEL N D h—"
ANNKPERS WA

[N K Q<RI O 4234
SR 82 50 VB O 45 |

[ s v N L ,.N.ﬂmbfxck
AR R O
MR V42 D048 52
KM RELOPRDEZ

[aswws %@ﬁ»vﬁk.\vﬁ%ﬁhj
oo IR |

[H#ps” THEOERSL
4]

[ emvesinea ﬁ/Xﬁ/f/]7KE.ﬂk
EBSERN (DE0Vve
Q]
[<IEINYT = R RSB ASRE
245

)
=
e
=i
=
S
15
=~
(=

a lover,
that’s

secret to

my lover.






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
3

0 e ORI RE

I

i)‘, Z
zly 2

A Sy

IARIAE
7L

<
=4

&
2

£

&

& 08 X Y-






item/image/p169.jpg





